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生涯学習推進計画　実施計画　実施状況調査

～平成２７年度実施状況と平成２８年度実施計画～

平成２８年１１月

生涯学習推進本部
事務局：生涯学習部生涯学習課



平成３３年度実施状況と平成３４年度実施計画

平成３４年度実施状況と平成３５年度実施計画

平成３５年度実施状況と平成３６年度実施計画

平成３６年度実施状況と平成３７年度実施計画

我孫子市第四次生涯学習推進計画

平成２８年度実施状況と平成２９年度実施計画

平成２９年度実施状況と平成３０年度実施計画

平成３０年度実施状況と平成３１年度実施計画

平成３１年度実施状況と平成３２年度実施計画

生涯学習推進計画（後期）
平成３２年度実施状況と平成３３年度実施計画

平成3３～37年度

平成２５年度実施状況と平成２６年度実施計画

我孫子市生涯学習市民意識調査（平成25年9月）
平成２６年度実施状況と平成２７年度実施計画

我孫子市第三次生涯学習推進計画（平成28年３月）
平成28年度～37年度

生涯学習推進計画（前期）
平成２７年度実施状況と平成２８年度実施計画

平成28～32年度

平成２３年度実施状況と平成２４年度実施計画

生涯学習推進計画（後期）
平成２４年度実施状況と平成２５年度実施計画

平成25～27年度

平成２１年度実施状況と平成２２年度実施計画

平成２２年度実施状況と平成２３年度実施計画

生涯学習推進計画　実施状況調査（後期）平成17～20年度

我孫子市第二次生涯学習推進計画（平成21年5月）
平成21年度～27年度

生涯学習推進計画（前期）
平成２０年度実施状況と平成２１年度実施計画

平成21～24年度

我孫子市生涯学習推進計画のあゆみ

我孫子市生涯学習市民意識調査（平成13年12月）

我孫子市生涯学習推進計画提言書（平成14年3月）

我孫子市生涯学習推進計画（平成15年3月）
生涯学習推進計画　実施状況調査（前期）平成14～16年度

平成14年度～20年度



基本目標 施策 担当課 頁
1 暮らしの便利帳・ガイドマップの発行 秘書広報課 1
2 広報「あびこ」の編集・発行 秘書広報課 1
3 男女共同参画情報紙の発行 秘書広報課 1
4 財政情報の提供 財政課 1
5 食に関する情報の提供及び啓発の充実 健康づくり支援課 2

6 バリアフリーの情報提供事業
障害福祉支援課
(障害者福祉センター)

2

7 子ども向け情報紙の発行及びホームページの運営 子ども支援課 3
8 子育て支援情報の発信 保育課 4
9 手賀沼情報の提供 手賀沼課 4
10 都市計画に関する情報の管理・提供 都市計画課 5
11 都市計画図等の作成・管理事務 都市計画課 5
12 景観形成情報発信・啓発事業 都市計画課 5
13 あびバス景観マップの作成 都市計画課 6
14 住宅情報の総合的提供 建築住宅課 6
15 水道広報活動推進事業 水道局経営課 6
16 生涯学習情報の発信 生涯学習課 7
17 生涯学習情報提供システムの整備 生涯学習課 7
18 電脳考古博物館の運営 文化・スポーツ課 8
19 図書館における郷土・行政資料サービス 図書館 8
20 図書館の情報化推進 図書館 8
21 鳥の博物館ホームページの運営 鳥の博物館 8
22 生涯学習学習相談体制の整備 生涯学習課 9
23 生涯学習人材バンクの整備 生涯学習課 9

24 生涯学習ボランティア

生涯学習課、子ども支援
課、保育課、指導課、文化･
スポーツ課、鳥の博物館、
図書館

9

25 視聴覚ライブラリーの管理・運営 生涯学習課 10
26 図書館カウンターサービス 図書館 10
27 図書館利用に障害のある方へのサービス 図書館 10
28 交通安全思想の普及 市民安全課 11
29 集団健康教育 健康づくり支援課 11
30 健康フェア 健康づくり支援課 12
31 廃棄物に関する教育啓発事業 クリーンセンター 12
32 石けん利用の推進 商業観光課 13
33 小学校『歯磨き・食育指導』事業 学校教育課 14
34 生涯学習推進計画事業実施状況調査 生涯学習課 14
35 生涯学習推進本部の運営 生涯学習課 15
36 健康スポーツ普及事業 文化・スポーツ課 16
37 読書普及活動 図書館 16
38 図書館PR 図書館 16
39 鳥博セミナー・イベント等の教育普及活動 鳥の博物館 17
40 まちづくり探検隊 子ども支援課 18
41 子どもの居場所づくり事業
（あびっ子クラブ） 子ども支援課 19
42 谷津ミュージアムづくり推進事業 手賀沼課 19
43 手賀沼船上学習の実施 手賀沼課 20
44 手賀沼流域フォーラムの開催 手賀沼課 20

45 ジャパンバードフェスティバル
手賀沼課・商業観光課・鳥
の博物館

21

46 地区計画制度の活用の支援 都市計画課 22
47 我孫子産農産物の学校給食導入事業 学校教育課 22
48 市民カレッジ　我孫子を知るコース 生涯学習課 22
49 市史調査研究 文化・スポーツ課 22
50 郷土芸能への支援 文化・スポーツ課 23
51 文化財の指定調査と保存支援 文化・スポーツ課 23
52 埋蔵文化財発掘調査 文化・スポーツ課 23
53 考古遺物整理 文化・スポーツ課 23
54 あびこ自然観察隊 鳥の博物館 24
55 てがたん（手賀沼の自然観察会） 鳥の博物館 24
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①地域への
関心を高める
学びの機会
の推進



56 子どもＮＰＯボランティア体験 市民活動支援課 24
57 後期離乳食教室 健康づくり支援課 25
58 しあわせママパパ学級 健康づくり支援課 25
59 離乳食教室 健康づくり支援課 25
60 手賀の丘ふれあい宿泊通学 子ども支援課 26
61 あびこ子どもまつり 子ども支援課 26
62 げんきフェスタ 子ども支援課 26
63 ｅｎｊｏｙパパ応援プロジェクト 保育課 27
64 子育て支援施設における講習 保育課 27
65 こども議会 指導課 28
66 長寿大学 生涯学習課 28
67 成人式 生涯学習課 28
68 熟年備学 生涯学習課 29
69 家庭教育学級 生涯学習課 29
70 のびのび親子学級 生涯学習課 29
71 アビコでなんでも学び隊 生涯学習課 30
72 子どものための舞台鑑賞事業 文化・スポーツ課 30
73 成人・青少年への図書館サービス 図書館 30
74 児童への図書館サービス 図書館 31
75 子どもの読書活動推進計画の策定 図書館 31
76 男女共同参画講演会の実施 秘書広報課 32
77 平和事業 企画課 33
78 健康づくりに関する専門家によるセミナー 健康づくり支援課 33
79 こころの健康講座 障害福祉支援課 34

80 失語症家族教室
障害福祉支援課
(障害者福祉センター)

34

81 手話講習会・読話講習会
障害福祉支援課
(障害者福祉センター)

34

82 家族介護教室 高齢者支援課 35
83 認知症の方の家族のつどい「あびこ・こほく」 高齢者支援課 35
84 健康生活月間講演会 高齢者支援課 36
85 高齢者虐待防止講演会 高齢者支援課 36
86 遊具うんどう教室 高齢者支援課 36
87 環境学習の推進 手賀沼課 36
88 消費生活講座 商業観光課 37
89 緑の講習会 公園緑地課 37
90 栄養教諭を中核とした食育推進事業 学校教育課 38
91 生涯学習出前講座の運営 生涯学習課 38
92 生涯学習普及啓発事業 生涯学習課 39
93 人権教育 生涯学習課 40
94 スポーツ教室事業 文化・スポーツ課 41
95 スポーツフェスタ～スポーツを楽しもう～ 文化・スポーツ課 41
96 鳥の博物館企画展 鳥の博物館 41
97 市民農園維持管理事業 農政課 42
98 親水広場の運営（水環境保全啓発展示及びプラネタリウム） 手賀沼課 42
99 ふれあい工房の運営管理事業 クリーンセンター 43
100 新たな文化交流拠点施設整備の検討 企画課、生涯学習課 43
101 地域交流教室の提供 生涯学習課 43
102 公民館施設管理運営 生涯学習課 43
103 湖北地区公民館空調設備更新工事 生涯学習課 44
104 フリースポット（Wi-Fi）の提供 生涯学習課 44

105 施設予約システムの運用
生涯学習課、文化・スポー
ツ課、市民活動支援課

44

106 市民体育館管理運営 文化・スポーツ課 44
107 体育施設管理運営事業、維持補修 文化・スポーツ課 44
108 武道施設の建設整備の検討 文化・スポーツ課 45
109 市民体育館維持補修、改修事業 文化・スポーツ課 45
110 学校体育施設開放事業 文化・スポーツ課 45
111 ふれあいキャンプ場管理運営 文化・スポーツ課 45
112 文化財等の保存と活用 文化・スポーツ課 46
113 杉村楚人冠記念館の保存と活用 文化・スポーツ課 46
114 旧井上家住宅の保存と活用 文化・スポーツ課 47
115 白樺文学館の運営 文化・スポーツ課 47
116 手賀沼文化拠点整備計画の推進 文化・スポーツ課 47
117 移動図書館業務 図書館 48
118 湖北地区図書館の整備 図書館 48
119 図書館会議室及び展示スペースの提供 図書館 48
120 鳥の博物館管理運営 鳥の博物館 48
121 鳥の博物館空調設備更新工事 鳥の博物館 48
122 鳥の博物館展示リニューアル 鳥の博物館 49
123 手賀沼ふれあいウォーク 健康づくり支援課 49
124 近隣市町と体育施設の相互利用・民間体育施設の一般開放の推進文化・スポーツ課 49
125 手賀沼エコマラソン支援事業 文化・スポーツ課 49
126 市外図書館・大学・関係機関との連携協力 図書館 50
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②子どもから
高齢者まで
に対応した学
習内容の提
供

③多様化・高
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学習内容の
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①多様化す
る学習ニーズ
に対応した施
設・機能の充
実

②近隣自治体
との施設の相
互利用や民間
施設の活用



127 （再掲） 生涯学習出前講座の運営 生涯学習課 50
128 生涯学習出前講座市民講師メニューへの登録 生涯学習課 50
129 （再掲） 生涯学習人材バンクの整備 生涯学習課 50
130 アビスタ利用者保育スタッフ事業 生涯学習課 50

131 （再掲） 生涯学習ボランティア

生涯学習課、子ども支援
課、保育課、指導課、文化･
スポーツ課、鳥の博物館、
図書館

50

132 文化事業市民スタッフ 文化・スポーツ課 51
133 防災士及び災害救援ボランティア育成事業 市民安全課 51

134 失語症会話パートナー養成講座
障害福祉支援課
(障害者福祉センター)

51

135 介護予防サポーター養成講座 高齢者支援課 51
136 子育てサポーター養成講座 保育課 52
137 環境レンジャー活動への支援 手賀沼課 52
138 緑のボランティアの森づくり 公園緑地課 53
139 生涯学習出前講座市民講師の共同研修の実施 生涯学習課 53
140 生涯学習審議会委員の研修 生涯学習課 53
141 スポーツ指導者の研修制度の確立 文化・スポーツ課 53
142 市民コンサート 文化・スポーツ課 54
143 市民参加型コンサート 文化・スポーツ課 54
144 文化祭 文化・スポーツ課 54
145 寄贈絵画展 文化・スポーツ課 54
146 めるへん文庫 文化・スポーツ課 55
147 （再掲） 郷土芸能への支援 文化・スポーツ課 55
148 （再掲） 手賀沼エコマラソン支援事業 文化・スポーツ課 55
149 チャレンジＤＡＹ 市民活動支援課 55
150 （再掲） あびこ子どもまつり 子ども支援課 55
151 （再掲） げんきフェスタ 子ども支援課 55
152 学校支援事業の充実 指導課 56
153 （再掲） 生涯学習学習相談体制の整備 生涯学習課 56
154 （再掲） 長寿大学 生涯学習課 56
155 （再掲） 家庭教育学級 生涯学習課 56
156 （再掲） のびのび親子学級 生涯学習課 56
157 （再掲） 市民カレッジ　我孫子を知るコース 生涯学習課 56
158 在住外国人支援事業 企画課 57
159 公募補助金制度の運用 市民活動支援課 58
160 市民公益活動補償制度の運用 市民活動支援課 58
161 資源循環型社会に関する市民講座への派遣 クリーンセンター 58
162 我孫子市創業支援事業 企業立地推進課 59
163 市民の学習活動への支援 生涯学習課 60
164 （再掲） 視聴覚ライブラリーの管理・運営 生涯学習課 60
165 社会教育団体活動支援 生涯学習課 60
166 文化芸術団体活動支援 文化・スポーツ課 60
167 （再掲） スポーツフェスタ～スポーツを楽しもう～ 文化・スポーツ課 60
168 施設・団体へ図書等の貸出サービス 図書館 60
169 鳥に関する学習への支援 鳥の博物館 61
170 鳥の博物館市民スタッフの充実・友の会への支援 鳥の博物館 61
171 我孫子市国際交流協会（ＡＩＲＡ）との連携 企画課 62
172 消費生活展の実施 商業観光課 62
173 エンジョイ手賀沼 手賀沼課 62
174 （再掲） 健康フェア 健康づくり支援課 62

175 （再掲） ジャパンバードフェスティバルの開催
手賀沼課・商業観光課・鳥
の博物館

63

176 青少年相談員事業 子ども支援課 63
177 （再掲） 子どもの居場所づくり事業(あびっ子クラブ） 子ども支援課 63
178 子育てフェスタ 保育課 63
179 学校評議員設置事業 学校教育課 63
180 大学との協定による学校支援学生ボランティア事業 指導課 64
181 キャリア教育の推進（小中学生の職場体験学習事業） 指導課 64
182 生涯学習審議会の運営 生涯学習課 64
183 （再掲） 市外図書館・大学・関係機関との連携協力 図書館 64
184 図書館実習生受入・施設見学 図書館 65
185 山階鳥類研究所との連携・交流 鳥の博物館 65
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①学びを通じ
て身につけた
成果を活か
す機会の拡
充

②地域で活
動する人材
の発掘・育成
とスキルアッ
プの拡充

③学んだ成
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す団体等へ
の支援・育成

③多様な学
びの活動を
つなぐネット
ワークの構
築



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

基本目標　１　いつでも情報を得られ、相談できるまちづくり 基本目標　１　いつでも情報を得られ、相談できるまちづくり
①学びへの情報提供体制の充実 ①学びへの情報提供体制の充実

ガイドブック「ＡＢＩ　ＲＯＡＤ」
は、好評のため、日本語版の
増刷と英語及び中国語版を作
成し発行した。
市内公共施設・アビシルベ、
市内宿泊施設のほか、市外の
施設（東京シティアイ、三井ア
ウトレットパーク木更津、千葉
県観光情報館、ホテルオーク
ラ千葉）に配置し、市の魅力を
発信した。

A．現状どおり推進

なし 引き続きガイドブックを用い
て市の魅力を市内外にPRし
ていく。

施策・事業、イベント、各種講
座や市民団体のお知らせな
ど、我孫子市に関するさまざま
な情報を発信できた。

A．現状どおり推進

なし 写真やイラストなどを活用
し、見やすく読みやすい紙
面づくりに努める。

身近な話題を取り上げ、男女
共同参画について考える機会
を提供できた。市民の視点に
よる取材記事で、イラストやマ
ンガもふんだんに取り入れ、
普段男女共同参画になじみの
ない人にも手に取ってもらえる
紙面づくりが行えた。

A．現状どおり推進

スケジュールを工夫し、企画
や校正の段階でより一層の話
し込みを行う時間、男女共同
参画に関する知識のレベル
アップを図る時間、および余裕
のある配布期間を組んでいく
必要がある。

各段階で余裕のあるスケ
ジュールを組む。また読み
手を意識した読みやすい記
事、幅広い市民層に満足し
てもらえるような内容の充実
を図っていく。

市の財政について、広報・
ホームページを活用して情報
を提供した。
出前講座や大学からの依頼に
より財政課職員が講師として
出向き、我孫子市の財政状況
を理解していただいた。

A．現状どおり推進

より多くの市民に財政につい
て興味を持ってもらうため、難
解な専門用語や仕組みをさら
に分かりやすく伝える必要が
ある。

より多くの市民に財政につ
いて興味を持ってもらうた
め、難解な専門用語や仕組
みをさらに分かりやすく伝え
る場を検討していく。

市内業者に男女共
同参画情報紙作成
業務（企画・編集・発
行・発送）を委託す
る。

4
財政情報の
提供

広報やホーム
ページなどを通し
て、市の当初予算
の状況、執行状
況、決算の状況
及び財務諸表な
どの財政情報を
わかりやすく市民
に提供する。

●広報あびこ
【掲載内容】
≪４月≫
平成２７年度当初予算の概要
≪７月≫
平成２６年度下半期予算の執行状況
≪１１月≫
平成２８年度予算の編成方針
≪１１月≫
平成２６年度普通会計財務書類４表
≪１２月≫
市の財政状況「平成２６年度普通会計決算と平成２７年度上半
期の執行状況」
≪３月≫
平成２８年度予算の編成状況
●ホームページ
ホームページへ財政分析資料等の掲載
●我孫子市の財政状況説明
中央学院大学の地域連携講座
【日程】５月１４日
【場所】中央学院大学
【対象・参加者】約７０人(学生)

【ホームページ閲覧
数】
　5,507件

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●広報あびこ
≪４月≫　平成２８年度当初予算の概要
≪７月≫　平成２７年度下半期予算の執
行状況
≪１１月≫　平成２９年度予算の編成方
針
≪１１月≫　平成２７年度普通会計財務
書類４表
≪１２月≫　市の財政状況「平成２７年
度普通会計決算と平成２８年度上半期
の執行状況」
≪３月≫　平成２９年度予算の編成状況
●ホームページ
　ホームページへ財政分析資料等の掲
載
●出前講座
　あびこの家計簿

なし

情報紙作成委託料
　1,232,000円
　（2回発行、
　　各616,000円）

提案型公共サービス
民営化制度により、
市内印刷会社と市民
ライター、市民イラス
トレーターとの共同
作業で紙面づくりを
行った。取材先も市
内に限定しており、
市民や市内事業所
の取材協力を得た。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

年2回発行。発行形式・部数等は前年と
同様。当年度からプロポーザルによる業
務委託。

情報紙作成委託料
　1,383,000円
　（2回発行、各691,500円）

秘
書
広
報
課

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

1
暮らしの便利
帳・ガイドマッ
プの発行

市民や転入者に
行政サービスや
公共施設の利用
案内などの市政
情報を提供する。

※ガイドマップは現在作成していない（平成28年度に商業観光
課へ事業移管）。ここでは平成25年度から発行しているガイド
ブック「ABI ROAD」について記載する。
●ガイドブック「ＡＢＩ　ＲＯＡＤ」
・日本語版を増刷（5000部）
・英語および中国語版を発行（各1000部）
市内公共施設、アビシルベほか千葉県観光情報館や都内ホテ
ル等に配置。

●暮らしの便利帳
暮らしの便利帳は平成28年度に発行するため協定を締結した。

【ガイドブック発行
部数】
日本語5000部
英・中国語各1000
部

日本語版5000部
　702,000円
英・中国語版
　1,242,000円

英・中国語版の翻訳
確認を我孫子市国
際交流協会（AIRA)
に依頼した。

秘
書
広
報
課

●ガイドブック「ＡＢＩ　ＲＯＡＤ」
28年度は改訂等の予定なし

●暮らしの便利帳
平成28年8月末完成、9月中に全戸配布
を行い、以後、転入者を対象に配布す
る。

なし（暮らしの便利帳は官
民協同事業として、広告収
入のみで発行するため）

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

なし

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

秘
書
広
報
課

なし

財
政
課

平成27年度実施内容

広報作成委託料
　27,501,000円
折り込み手数料
　9,990,000円
宅配手数料
　1,146,960円

●広報あびこ
【発行回数】　月2回（1日・16日）
【配布方法】　新聞折り込みと新聞未読世帯には申し出により宅
配による配布。市役所本庁舎ロビー、各行政サービスセンター・
近隣センター・公民館・図書館・市民プラザなどの公共施設でも
配布。
【発行部数】　53，000部　※聖教新聞への折り込み停止により、
2月１日号より51,000部

【広報あびこ発行部
数】
　1,264,000部

広報作成委託料
　26,813,000円
折り込み手数料
　9,990,000円
宅配手数料
　1,134,000円

市内業者に広報作
成業務（編集・発行・
発送および配送）を
委託している。

A
．
成
果
・
効
果
が

あ

っ
た

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

3
男女共同参
画情報紙の
発行

男女共同参画社
会の重要性や必
要性に対する市
民の理解を深め
るため、男女共同
参画情報紙を発
行する。

●男女共同参画情報紙「かがやく」
【発行回数】　年２回（９月、３月）
【発行形式】　Ａ４・４ページ（全ページカラー）
【発行部数】　45,000部。自治会を通じ全戸に配布するほか、市
公共施設等にも配置。

【29号】特集「ところ変われば、見方も変わる？外国人に聞いた
男女共同参画」
【30号】特集「かがやく女性を応援します！働きやすい職場レ
ポート」

【情報紙発行部数】
　90,000部
　（2回発行、
        各45,000部）

2
広報「あびこ」
の編集・発行

市民が必要として
いる行政情報など
を、わかりやすく、
正確に、確実にお
知らせする。

前年度と同様、写真やイラストなどを活
用し、見やすく読みやすい紙面づくりに
努める。

市内業者に広報作
成業務（編集・発行・
発送および配送）を
委託している。

1



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

食育だよりは、公立保育園の
保護者、小中学生の保護者に
全数配布を行い、広く啓発を
行うことができた。

B．改善・見直しを行う

食育だよりの配布だけでは情
報提供としては不十分であっ
た。
また、出前講座の利用も１回
にとどまり、情報提供としては
不十分であった。

食に関しての正しい情報や
望ましい食事のとり方につ
いての新たな啓発の場を増
やしていく。

スマートフォンやタブレット端
末にも対応できるホームペー
ジとしたため、昨年度の4,413
件に比べて大幅にホームペー
ジへのアクセス数が増え、多く
の情報提供ができた。

A．現状どおり推進

なし なし
6

バリアフリー
の情報提供
事業

市民と協働で市
内のバリアフリー
状況調査を行い、
その結果をホー
ムページ「バリア
フリーおでかけ
マップ」としてまと
め、障害のある方
や高齢の方をはじ
め、妊娠中の方
や小さなお子様連
れの方など、誰も
が安心して外出を
楽しめるように、
情報提供を行う。

市民活動団体・社会福祉協議会と協力して市内施設のバリアフ
リー状況調査を行い、その結果をホームページ「バリアフリーお
でかけマップ」にまとめ、掲載内容の更新を行った。

●バリアフリーおでかけマップ
【年間アクセス数】
　15,031件

【ホームページへの
アクセス数】
　15,031件

ホームページ「バリアフリー
おでかけマップ」
更新業務委託料
　30,500円
サーバー使用料
　5,000円

市民活動団体あびこ
シニアクラブ・我孫子
市社会福祉協議会と
協力して、市内施設
のバリアフリー状況
調査を行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民活動団体・社会福祉協議会と協力
して市内施設のバリアフリー状況調査を
行い、その結果をホームページ「バリア
フリーおでかけマップ」にまとめ、掲載内
容の更新を行う。

市民活動団体あびこ
シニアクラブ・我孫子
市社会福祉協議会と
協力して、市内施設
のバリアフリー状況
調査を行う。

5

食に関する情
報の提供及
び啓発の充
実

食に関する正しい
知識を得て、おい
しく楽しく食事する
人を増やすため
に、食に興味・関
心を持つための
情報の提供や望
ましい食事のとり
方について啓発を
行う。食品を購入
したり外食や調理
済み食品を利用
する際の情報源
である食品表示
（栄養成分表示な
ど）についても、引
き続き出前講座
や我孫子市食育
だよりなどで啓発
を行う。

食に興味・関心を持つための情報の提供や望ましい食事のとり
方について啓発を行った。
食に関わる事業（離乳食教室等）や各地域でのイベントでの啓
発活動を行うとともに、食育だよりや保健センターだより、市の
ホームページを用いて啓発を行った。食品表示（栄養成分表示
など）についても、出前講座などで啓発を行った。

●食育だより
平成２７年６月より発行開始。３か月ごとに発行。（平成２７年は
３回発行）
【配布枚数】　14,000枚／号

●ホームページ
ホームページに食育だよりを掲載。

●出前講座
【日程】　5月12日
【参加人数】　15人

【食育便り発行枚
数】
　42,000枚

消耗品費
　5,000円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

食に興味・関心を持つための情報の提
供や望ましい食事のとり方について啓発
を行う。
食に関わる事業（離乳食教室等）や各地
域でのイベントでの啓発活動を行うとと
もに、食育だよりや保健センターだより、
市のホームページを用いて啓発を行っ
ていく。食品表示（栄養成分表示など）に
ついても、出前講座などで啓発を行う。

印刷製本費
　90,000円

健
康
づ
く
り
支
援
課

なし

ホームページ「バリアフリー
おでかけマップ」
更新業務委託料
　80,000円
サーバー使用料
　5,000円

障
害
福
祉
支
援
課

(

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

)
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

地域で開催される子どもたち
が参加出来る様々なイベント
や体験活動等の情報を提供で
きた。より多くの子どもが自然
体験、社会体験、文化活動、
スポーツ活動に参加するきっ
かけとなっている。
子ども達が主体となるおまつ
りでは、たくさんの子ども達が
集まり、広く情報の提供を担っ
ている。

A．現状どおり推進

なし なし

7

子ども向け情
報紙の発行
及びホーム
ページの運営

子どもたちが地域
における様々な体
験活動への参加
を通して、心身と
もに健やかに成
長することを願
い、体験活動をは
じめとする様々な
活動に関する情
報を広く収集、提
供する。

●子ども向け情報紙「あびっ子ネット」
【部数】年間５回、各回約１６，２００部（４月発行の新緑号のみ世
帯数ではなく児童数で配布の為、１７，７００部）を発行【配布場
所】市内幼稚園、保育園、小中学校、小児医院、公共施設
市内幼稚園、保育園、小中学校を通して直接配布すると共に、
小児医院や公共施設に設置し、広く市民に配布を行った。
【発行の方法】
編集の段階から市も関わりながら、市内の子ども関係団体及び
市民から組織される「あびこ子どもネットワーク」に業務委託する
ことで、子ども関係団体間の情報交換を図りながら情報を精査
し、市民目線で子ども向けの情報を発信を行った。

●ホームページ
紙媒体での情報のみでなく、より広く最新の情報を発信するた
め、インターネットでの配信をし、「あびっ子ネット」ホームページ
を運営した。
【運営の方法】
ホームページの編集・運営管理を情報紙発行と同じ「あびこ子ど
もネットワーク」に委託し、情報紙に掲載できなかった情報を随
時掲載するなど情報の連携を図る他、提供された情報を精査し
て掲載しホームページ編集及び最新情報の更新を行った。

【情報紙「あびっ子
ネット」配布枚数】
　16,200枚／各回

委託費（情報紙の発行及び
あびっ子ネットホームペー
ジの維持管理委託）
　1,470千円

子ども関係団体間の
情報収集、交換を図
りながら情報を精査
し、編集の段階から
市もかかわった。
≪情報紙の発行及
びあびっ子ネット
ホームページの維持
管理≫
あびこ子どもネット
ワーク A

．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●子ども向け情報紙「あびっ子ネット」
【部数】年間５回、各回約１６，２００部（４
月発行の新緑号のみ世帯数ではなく児
童数で配布の為、１７，７００部）を発行
【配布場所】市内幼稚園、保育園、小中
学校、小児医院や公共施設
市内幼稚園、保育園、小中学校を通して
直接配布すると共に、小児医院や公共
施設に設置し、広く市民に配布する。
【情報紙の発行の方法】編集の段階から
市も関わりながら、２７年度同様に市内
の子ども関係団体及び市民から組織さ
れる「あびこ子どもネットワーク」に業務
委託することで、子ども関係団体間の情
報交換を図りながら情報を精査し、市民
目線で子ども向けの情報を発信してい
く。

●ホームページ
２８年度についても、紙媒体での情報の
みでなく、より広く最新の情報を発信す
るため、インターネットでの配信として、
引き続き「あびっ子ネット」ホームページ
を運営する。
【運営の方法】ホームページの編集・運
営管理を情報紙発行と同じ「あびこ子ど
もネットワーク」に委託し、情報紙に掲載
できなかった情報を随時掲載するなど情
報の連携を図る他、提供された情報を
精査して掲載しホームページ編集及び
最新情報の更新を行なう。

委託費（情報紙の発行及
びあびっ子ネットホーム
ページの維持管理委託）
　1,470千円

子
ど
も
支
援
課

子ども関係団体間の
情報収集、交換を図
りながら情報を精査
し、編集の段階から
市もかかる。
≪情報紙の発行及
びあびっ子ネット
ホームページの維持
管理≫
あびこ子どもネット
ワーク
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

多様な情報を提供提供してい
るため、利用者が自分のニー
ズに合った情報を気軽に選ん
で利用できるようになってきて
いる。保育サービスを必要と
する人の専門相談員を保育コ
ンシェルジュと名前を改め配
置したことで、窓口での子育て
支援サービスへの問い合わせ
も増えている。
利用者が情報を活用し、交流
できる場に足を運び、仲間を
作ることで、育児不安や孤立
化を防ぐことができ、家庭での
子育ての悩みを解消できるよ
うになっている。

A．現状どおり推進

なし なし

手賀沼についての情報を遅滞
なく提供できた。

A．現状どおり推進

どの程度の効果があり、どの
程度の方の目に触れているの
か確認する方法がない

なし
9

手賀沼情報
の提供

手賀沼の水質変
化を市内の掲示
板で３ヶ月に１回
更新するととも
に、手賀沼に関す
るイベント等の情
報をホームページ
や市内の掲示板
で提供し、手賀沼
に対する関心を深
める。

手賀沼中央地点の水質情報の更新（３ヶ月に１回）を各掲示板
にて情報提供及び広報あびこに情報掲載した。我孫子市ホーム
ページに千葉県の水質情報ページのリンクを貼った。
また、手賀沼公園内の掲示板においては、1ヶ月毎に市独自で
水質調査を行っている「手賀沼公園沖」の水質も併せて更新し
た。

【掲示場所】
JR４駅（我孫子・天王台・湖北・布佐）の各南北口階段、行政
サービスセンター７施設、市役所本庁舎１階、市役所分館庁舎１
階、アビスタ、手賀沼ビオトープ、手賀沼公園（手賀沼公園沖水
質データも掲示）　計２０箇所

【掲示場所】
　２０箇所

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

手賀沼中央地点の水質情報の更新
（３ヶ月に１回）を各掲示板にて情報提供
及び広報あびこに情報掲載する。我孫
子市ホームページに千葉県の水質情報
ページのリンクを貼る。
また、手賀沼公園内の掲示板において
は、1ヶ月毎に市独自で水質調査を行っ
ている「手賀沼公園沖」の水質も併せて
更新する。

【掲示場所】
JR４駅（我孫子・天王台・湖北・布佐）の
各南北口階段、行政サービスセンター７
施設、市役所本庁舎1階、市役所分館庁
舎1階、アビスタ、手賀沼ビオトープ、手
賀沼公園（手賀沼公園沖水質データも
掲示）　計２０箇所

なし

手
賀
沼
課

8
子育て支援情
報の発信

乳幼児を子育て
中の親の育児不
安や孤立化を防
ぎ、子育てに喜び
や楽しみを感じら
れるよう、情報提
供を行うとともに、
必要に応じ援助・
斡旋を行う。

●広報あびこ
【日程】毎月１日広報あびこ「子育て応援情報」掲載
【内容】「出前保育」「広場でパパを楽しもう」　「ふたごちゃん・み
つごちゃんの会」

●我孫子市民子育てサークル（親子向け）情報紙の発行
【日程】３月末
【配布場所】４広場・情報コーナー・各会議・子育て応援隊・フェス
タや各イベントで配布
【発行枚数】１０００枚発行

●登録制メール配信サービス（子育て応援情報）
随時
【登録者】２９１７人（３月末）
【配信状況】３１８件配信

●インターネット（随時）
【発信状況】
・市ホームページ「あびこで子育て」、イベントカレンダー　約９０
件/月、イベントレポート（ブログ）の作成　５４件/年　・子育て支
援センター情報コーナー内のタッチパネルでの情報提供　４８件
・市フェイスブックに子育て情報を投稿　１４件/年

●窓口・電話による子育て情報提供(保育コンシェルジュ)

●「幼稚園を知ろう」
　　来年度我孫子市内幼稚園入園予定者が通園ママに園生活
についての身近な質問をし、ママ目線で答える座談会。２７年度
は市民プラザホールにて開催（前年度まではにこにこ広場で開
催）双方合わせ約８０組の親子が参加。
　
●子育て支援ガイドブック「わく２すく２」改訂版の発行
【日程】７月発行
【部数】７０００部
【対象】我孫子市内幼稚園・保育園在園児、在宅未就園児、母
子健康手帳申請者、転入者など

【相談件数】
　959件

消耗品費
　20,000円

登録されている市民
団体の自主的な
サークル活動と連携
し、活動を把握し、情
報の収集を行うとと
もに、登録団体の活
動を市民へ情報提
供し、交流や仲間作
りのきっかけになる
ようにした。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●広報あびこ
【日程】毎月１日広報あびこ「子育て応援
情報」掲載
【内容】「出前保育」「広場でパパを楽しも
う」　「ふたごちゃん・みつごちゃんの会」

●我孫子市民子育てサークル（親子向
け）情報紙の発行
【日程】３月末
【配布場所】４広場・情報コーナー・各会
議・子育て応援隊・フェスタや各イベント
で配布
【発行枚数】１０００枚発行

●登録制メール配信サービス（子育て応
援情報）
随時

●インターネット
随時
【発信状況】
・市ホームページ「あびこで子育て」、イ
ベントカレンダー、イベントレポート（ブロ
グ）の作成　　・子育て支援センター情報
コーナー内のタッチパネルでの情報提
供　・市フェイスブックに子育て情報を投
稿

●窓口・電話による子育て情報提供
(保育コンシェルジュ)

●「幼稚園を知ろう」
【内容】来年度我孫子市内幼稚園入園
予定者が通園ママに園生活についての
身近な質問をし、ママ目線で答える座談
会。
【場所】あびこ市民プラザホール
　
●子育て支援ガイドブック「わく２すく２」
改訂版の発行
【日程】７月発行
【部数】７５００部
【対象】我孫子市内幼稚園・保育園在園
児、在宅未就園児、母子健康手帳申請
者、転入者など

登録されている市民
団体の自主的な
サークル活動と連携
し、活動を把握し、情
報の収集を行うとと
もに、登録団体の活
動を市民へ情報提
供し、交流や仲間作
りのきっかけになる
ようにする。

なし

消耗品費
　20,000円

保
育
課

4



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

常に最新の情報に更新するこ
とで市民・事業者に対して正
確に情報を提供することがで
きた。

A．現状どおり推進

なし 常に最新の情報に更新し、
市民・事業者に対して正確
に情報を提供する。

常に最新の情報に更新するこ
とで市民・事業者に対して正
確に情報を提供することがで
きた。

A．現状どおり推進

なし 常に最新の情報に更新し、
市民・事業者に対して正確
に情報を提供する。

●我孫子のいろいろ八景歩き
各コースとも定員を超える申
込が有り、参加者からも好評
を得た。
各コースの景観ポイントをガイ
ドしながら散策する事を通し
て、我孫子の魅力ある景観を
広めるきっかけ作りが出来
た。

A．現状どおり推進

なし なし
12

景観形成情
報発信・啓発
事業

多くの市民に景観
への関心を持って
もらうため、市民
団体の活動支援
や、イベント、ホー
ムページ等の広
報活動を通して、
景観に関する情
報発信及び啓発
を行う。

市民の応募をもとに我孫子の魅力ある景観として選ばれた「我
孫子のいろいろ八景」を散策するイベント「我孫子のいろいろ八
景歩き」を実施した。景観づくり市民団体「我孫子の景観を育て
る会」と協働して、４つのコースを定め、実施した。

●「我孫子のいろいろ八景歩き」
≪布佐・新木三大緑地公園コース≫
【日程】１１月２２日（日）　午前９時から午後１２時まで
【参加者】２７名
≪湖北台のまちなみと田園コース≫
【日程】１２月６日（日）　午前９時４０分から午後１２時まで
【参加者】２５名
≪高野山台地の古墳と八景を巡るコース≫
【日程】１２月１３日（日）　午前９時３０分から午後１２時まで
【参加者】２４名
≪白樺派の散歩道と水辺のまちなみコース≫
【日程】１２月２０日（日）　午前９時から午後１２時まで
【参加者】２５名

●出前講座
【日程】11月17日（火）
【時間】午前10時から午前11時30分まで
【場所】湖北地区公民館
【参加人数】30人

【我孫子のいろいろ
八景歩き参加者】
　１０１人

●我孫子のいろいろ八景
歩き
「我孫子の景観を育てる
会」への業務委託料
　563,480円

●我孫子のいろいろ
八景歩き
「我孫子の景観を育
てる会」と協働して、
散策コースの選定、
コースマップの編集
作業、広報活動、散
策実施時の案内等
を行った。 A

．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●我孫子のいろいろ八景歩き
２７年度に設定した４コースの散策を再
度実施すると共に、新規で４コースを設
定し、散策を実施する。

【我孫子のいろいろ
八景歩き】
「我孫子の景観を育
てる会」と協働して行
う。

11
都市計画図
等の作成・管
理事務

常に最新の都市
計画図等の作成
に努め、都市計画
情報を市民・事業
者に広く提供す
る。

都市計画図を都市計画課窓口、行政情報資料室及び図書館に
配置するとともに、都市計画基本図（地形図）を都市計画窓口に
配置し、一般市民・事業者に対して広く閲覧できるようにした。
都市計画課窓口で都市計画図・都市計画基本図（地形図）を販
売した。

【販売枚数】
 84枚

都市計画図印刷費
　453,600円

なし
A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

都市計画図を都市計画課窓口、行政情
報資料室及び図書館に配置するととも
に、都市計画基本図（地形図）を都市計
画窓口に配置し、一般市民・事業者に対
して広く閲覧できるようにする。
都市計画課窓口で都市計画図・都市計
画基本図（地形図）を販売する。

都市計画図印刷費
　583,200円

都
市
計
画
課

10
都市計画に関
する情報の管
理・提供

都市計画とは何
か、都市計画法
等の法令内容に
沿って概要を説明
するとともに、我
孫子市における
都市計画の内容
について事例を用
いて説明する。

市民・事業者からの窓口や電話などでの問い合わせに対して都
市計画法第3条第3項に基づき、都市計画（用途地域、高度地
区、防火・準防火地域等）に関する適切な情報の提供を常時
行った。
都市計画の概要が記載されている「我孫子市の都市計画」や
ホームページの更新を行い情報提供を行った。

【ホームページ閲覧
数】
　2217件

なし なし
A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民・事業者からの窓口や電話などで
の問い合わせに対して都市計画法第3
条第3項に基づき、都市計画（用途地
域、高度地区、防火・準防火地域等）に
関する適切な情報の提供を常時行う。
都市計画の概要が記載されている「我
孫子市の都市計画」やホームページの
更新を行い情報提供を行う。

なし

なし

なし

都
市
計
画
課

●我孫子のいろいろ八景
歩き
「我孫子の景観を育てる
会」への業務委託料
　534,000円

都
市
計
画
課
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

各ルートのマップは、作成する
度に好評を得ており、多くの人
に手に取って頂いている。
マップの配布を通じて、我孫子
の魅力ある景観を周知するこ
とができた。

A．現状どおり推進

なし なし

市民への住宅施策の周知方
法の工夫で平成26年度不動
産相談件数が23件だったのに
対し平成27年度不動産相談件
数が44件（うち、空家・空地に
関する相談10件）と増加し、多
くの方に情報提供が行えた。

A．現状どおり推進

なし なし

水道事業の情報提供を行い、
広報誌の全戸配布等により、
その成果はあったと思われ
る。
我孫水ラベルデザインの審査
の結果、最優秀賞1点、優秀
賞3点、佳作11点が選ばれ、
最優秀賞のラベルデザインは
平成28年度に製造する我孫水
から使用する。

A．現状どおり推進

なし なし

建
築
住
宅
課

15
水道広報活
動推進事業

水資源の重要性
や、水道事業運
営状況等の積極
的な情報提供を
図る。

●広報「あびこの水道」発行
【発行回数】年２回（5/16号・11/16号）発行
・新聞折り込みにより市内全戸配布
・取手市小堀地区・取手地区に個別郵送
・市関連施設の窓口にて配布
・「あびこの水道」発行部数　各５３，０００部

●水道施設見学会
【場所】北千葉広域水道企業団・妻子原浄水場
【実施日】平成２７年８月１９日（水）
【対象者】小学生３～６年生とその保護者
【参加人数】１８人

●我孫水ラベルデザイン募集
我孫子市制45周年記念の一環として我孫水ラベルデザインを募
集した
【対象者】小学生３～６年生
【応募数】４７３点

●我孫水（水道水）のＰＲ
・各種イベント等で我孫水を配布し、水道水のおいしさをＰＲ

【「あびこの水道」発
行部数】
　１０６，０００部
（年２回５３，０００
部）

「あびこの水道」発行委託
費
５/１６号
　　…４１２，５６０円
１１/１６号
　　…７３７，６４０円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●広報「あびこの水道」発行
【発行回数】年２回（5/16号・11/16号）発
行
・新聞折り込みにより市内全戸配布
・取手市小堀地区・取手地区に個別郵
送
・市関連施設の窓口にて配布

●水道施設見学会
【場所】北千葉広域水道企業団・妻子原
浄水場
【実施日】平成２８年８月１８日（木）
【対象者】小学生３～６年生とその保護
者

●我孫水（水道水）のＰＲ
・各種イベント等で我孫水を配布し、水
道水のおいしさをＰＲ

●「あびこの水道」発行委
託費
５/１６号
　…４１２，５６０円
１１/１６号
　…７３７，６４０円

水
道
局
経
営
課

14
住宅情報の
総合的提供

市のホームペー
ジに「住まい」に関
わる情報提供
ページを設け、市
が行っている住宅
施策や市営住
宅、マンション管
理等の情報を提
供する。

市ホームページや広報を活用し、市の住宅施策の周知に努め
た。
また、住宅施策のひとつに空家対策事業があり、対応策として
不動産相談の活用を挙げている。
この不動産相談を幅広く周知するため、課税課と協議し、固定
資産税納付通知書の送付時に不動産相談の案内を同封し周知
を行った。

【住宅・不動産相談
申込件数】
　44件　（うち、空
家・空地に関する
相談10件）

住宅相談　相談員昼食代
　1,840円

住宅相談の相談員
を我孫子住宅セン
ター協議会に、不動
産相談の相談員を
宅建協会我孫子支
部に依頼した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

引き続き、市ホームページや広報を活
用の他、関連課等と連携しながら広報
手段を検討し、必要とされる情報を幅広
く発信する。

住宅相談の相談員
を我孫子住宅セン
ター協議会に、不動
産相談の相談員を
宅建協会我孫子支
部に依頼。

なし

13
あびバス景観
マップの作成

多くの市民に景観
への関心を持って
もらうとともに、あ
びバス利用の促
進や観光資源とし
ての活用を図るた
め、市民団体と協
働して、あびバス
景観散策マップを
作成する。

作成済みである船戸・台田ルート、栄・泉・並木ルートのマップを
アビスタ、アビシルベ、各近隣センター等の施設やあびバス車内
にて配布した。
新たに新木ルートのマップが完成し、２，５００部印刷。同じくアビ
シルベ等の施設やあびバス車内にて配布した。

【あびバス景観マッ
プ配付数】
　約３，０００部

あびバス景観マップ印刷製
本費（船戸・台田ルート及
び栄・泉・並木ルートの増
刷、新木ルートの新規印
刷）　156,945円

景観づくり市民団体
「我孫子の景観を育
てる会」と協働して、
散策コースの選定、
マップの編集作業を
行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

・新たに「根戸・布佐ルート」のマップ作
成を進める（完成・配布は２９年度を予
定）。
・作成済みルートのマップを引き続きア
ビシルベ等の施設やあびバス車内にて
配布していく。

なし

都
市
計
画
課

景観づくり市民団体
「我孫子の景観を育
てる会」と協働して、
作業を行う。

住宅相談に伴う昼食代
　6,400円（2人×4回×800
円）

6



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

あびこ楽校ニュースにより、市
の生涯学習情報を積極的に
発信した。また２７年度より、
市内自治会への回覧・配付を
行い、より多くの方へ周知をす
ることができた。

B．改善・見直しを行う

ホームページの閲覧数は、昨
年度の９，５３３件から３，７１４
件減少した。原因としては、リ
ニューアルに伴いページのア
ドレスが変更になったことや市
のトップページにあったバナー
が削除されたためだと思われ
る。
生涯学習のホームページのよ
り一層周知が必要である。

●ホームページ
こまめに情報の更新を行う。
周知の方法を考える。
●あびこ楽校ニュース
平成２７年度より自治会回
覧できるよう、印刷部数を増
やしたが、自治会から、回覧
資料を削減してほしいとの
要望があるため、平成２８年
度の自治会回覧の可否につ
いては、市民活動支援課と
協議し発行する。

なし B．改善・見直しを行う

市民活動支援課と連携を図
り、市民活動団体や生涯学習
団体の意向を確認していく必
要がある。

市民活動支援課と連携し、
市民活動団体や生涯学習
団体の意向を確認しながら
行う。

●あびこ楽校ニュース
あびこ楽校ニュース印刷費
　208,644円（52,164円×4
回）

生
涯
学
習
課

17
生涯学習情
報提供システ
ムの整備

学習や活動を行う
市民や団体が自
ら情報を提供する
ことができるホー
ムページの作成
する。また、市が
提供する人材情
報・団体情報・イ
ベント情報等の学
習情報をメール配
信やホームペー
ジ閲覧等を用い
て、いつでも情報
の発信や収集が
できる環境を提供
する。

生涯学習情報提供システム導入に向け、システム開発事業者
の説明を聞くとともに、システムの概要について検討し、システ
ム導入・管理に要する経費について、28年度予算（政策費）の要
望を行ったが、「事業の必要性は高いが、市民活動支援課と連
携して、29年度以降に実施すること」とされた。

なし なし なし
B
．
あ
ま
り
成
果
・
効
果
が
な
か

っ
た

平成29年度導入をめざし、市民活動支
援課と連携しながら生涯学習情報提供
システムの導入準備を行う。

なし

生
涯
学
習
課

16
生涯学習情
報の発信

各課で実施する
生涯学習関連事
業について、「あ
びこ楽校ニュー
ス」や「生涯学習
のホームページ」
などにより広く情
報の発信を行い、
生涯学習関連事
業の活用の拡大
を図る。

●ホームページ
７月の我孫子市ホームページのリニューアルに伴い、生涯学習
のホームページのリニューアルを行った。

●あびこ楽校ニュース
生涯学習の情報紙として、年３回発行。本年度から自治会配付
を実施した。
【印刷部数】　各７，０００部
【配付先と設置場所】　教育委員会、市役所本庁ロビー、アビス
タ、湖北地区公民館、図書館湖北台分館、図書館布佐分館、鳥
の博物館、白樺文学館、杉村楚人冠記念館、市民体育館、市内
近隣センター、行政サービスセンター、高齢者なんでも相談室、
市民プラザ、アビシルベ、農産物直売所、保健センター、消費生
活センター、商工会

・２６号
【発行日】６月１６日
【内容】ハケの道さんぽ～我孫子・天王台地区～、早寝！早起
き！朝ごはん！、我孫子の食育、我孫子の地名シリーズ「我孫
子の由来」、生涯学習出前講座を紹介

・２７号
【発行日】９月１６日
【内容】ハケの道さんぽ～天王台・湖北台地区～、秋の文化祭・
スポーツフェスタ、我孫子の地名シリーズ「“都部”読めます
か？」、生涯学習出前講座を紹介

・２８号
【発行日】１２月１４日
【内容】ハケの道さんぽ～湖北台・新木地区～、鳥の博物館へ
行ってみよう！、生涯学習推進事業「人は、なぜ走るか？」、生
涯学習出前講座を紹介

●【楽】マーク
各課で実施する生涯学習関連事業について、広報掲載時にあ
びこ楽校事業として【楽】マークを付けて、生涯学習事業の周
知・普及を図った。
【年間掲載数】　２８１件

【生涯学習トップ
ページのアクセス
数】
　５８３９件

●あびこ楽校ニュース
あびこ楽校ニュース印刷費
　156,492円（52,164円×３
回）

●あびこ楽校ニュー
ス
公募の市民や、市民
団体、市内大学・研
究機関の方々で組
織するあびこ楽校協
議会において、あび
こ楽校ニュースの記
事内容を協議しなが
ら編集作業を行っ
た。
≪あびこ楽校ニュー
ス編集部会委員≫
公募委員、布佐南小
学校長、中央学院大
学教授、電力中央研
究所員、我孫子市体
育協会職員、我孫子
市国際交流協会、我
孫子野鳥を守る会会
員

B
．
あ
ま
り
成
果
・
効
果
が
な
か

っ
た

ホームページや情報紙などにより生涯
学習に関する情報提供を行う。
●ホームページ
情報の更新を積極的に行い、新しい情
報を発信できるようにし、閲覧回数の増
加をめざす。

●あびこ楽校ニュース
生涯学習の情報紙として、年４回発行す
る。自治会配付を行い、市で行っている
生涯学習情報を積極的に発信する。
【発行日】４月１６日、７月１６日、１０月１
６日、平成２９年１月１６日

なし

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

市のホームページに移管する
ことにより、情報管理を適切に
行い、情報更新を速やかに行
うことができるようになった。

A．現状どおり推進

なし 最新発掘調査情報を充実さ
せる。

我孫子市や千葉県に関する郷
土・行政資料を収集・保存・提
供することにより、市民が郷土
への理解を深め、愛着をもっ
て生活し、主体的に行政に係
わるための一助となった。

A．現状どおり推進

「我孫子にゆかりの人と作品
コーナー」の運営にあたって
は、今後も白樺文学館、杉村
楚人冠記念館と連携すること
が欠かせない。

なし

インターネット及び館内検索コ
ンピュータからの予約受付件
数（年間）が２千件（２％）増加
した。

A．現状どおり推進

図書館の情報化をより一層推
進するとともに、資料のデジタ
ル化も検討していく必要があ
る。

なし

２７年７月から２８年３月までの
ホームページ閲覧者数は３４，
４６０人で、前年度同時期の３
２，３７８人より約６％増加し
た。

A．現状どおり推進

なし なし

書誌データ使用料
　４６３千円
消耗品（利用カード）
 １９４千円

図
書
館

21
鳥の博物館
ホームページ
の運営

鳥の博物館専用
ホームページを運
営し、鳥の博物館
のイベント情報、
企画展のお知ら
せ等、博物館事
業の情報提供を
行う。

ホームページのリニューアル及び市のサーバーで一括管理でき
るよう業務委託を実施し、企画展、イベント、博物館周辺の自然
情報など最新の情報を発信した。（２７年７月）
７月のリニューアル以降、平成２８年度３月までの９か月間に1５
３回の更新を行い、最新情報の提供に努めた。

【ホームページ更新
回数】
１５３回（７月～３
月）

ホームページリニューアル
業務委託料
　１，６０４千円
ブログ管理手数料
　２５，９２０円
生態観察OBISシステム管
理手数料
　４９，６８０千円

なし
A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

昨年度に引き続き、企画展やイベント情
報など最新情報を発信していく。

ブログ管理手数料
　２６千円
生態観察OBISシステム管
理手数料
　５０千円
OBISシステム用機器購入
　８８１千円

鳥
の
博
物
館

20
図書館の情
報化推進

図書館の電算シ
ステム等を運用
し、市民の利便性
の向上を図るとと
もに、過去の出来
事や事件を手軽
に調べることがで
きる新聞の有料
データベースによ
り情報提供を行
い、知る自由を保
障する。

図書館電算システム及び事務機器等を運用し、トラブル等に対
処した。
館内検索コンピュータを運用し、利用者サービスに努めた。
新聞記事の有料データベースを活用して、利用者サービスに努
めた。

【インターネット及び
館愛検索コン
ピュータからの予約
（リクエスト）受付件
数（年間）】

　１０１千件（２千件
増（＋２％））

書誌データ使用料
　４６３千円
消耗品（利用カード）
　１９４千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

図書館電算システムの更新
図書館電算システム及び事務機器等を
運用し、トラブル等に対処する。
館内検索コンピュータを運用し、利用者
サービスに努める。
新聞記事の有料データベースを活用し
て、利用者サービスに努める。

なし

なし

なし

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

19
図書館におけ
る郷土・行政
資料サービス

多くの市民に我孫
子市や千葉県の
郷土や行政に関
心を持ってもらう
ため、郷土・行政
資料の収集・保
存・提供に努め、
学びたい時に学
べる学習機会の
充実を図る。我孫
子市の資料につ
いては、アビスタ
本館が中心とな
り、収集・保存す
る。

我孫子市や千葉県に関する郷土・行政資料を収集・保存・提供
した。我孫子資料については、特にアビスタ本館が中心となって
収集・保存した。
なお、「我孫子にゆかりの人と作品コーナー」の運営、講演会の
開催にあたっては、白樺文学館、杉村楚人冠記念館と連携を
図った。

我孫子資料・千葉県資料
【年間貸出冊数】　４，３１１冊

≪杉村楚人冠記念館・我孫子市民図書館合同イベント≫
【内容】朗読で知る昭和はじめの我孫子
【日程】９月２６日（土）
【場所】杉村楚人冠記念館
【参加者】２６人
【講師】杉村楚人冠記念館スタッフ、図書館市民スタッフ（読書普
及）

≪「我孫子にゆかりの人と作品コーナー」の運営≫
図書館に、我孫子ゆかりの人と作品を紹介するコーナーを設置

【郷土行政資料（我
孫子資料・千葉県
資料）の年間貸出
冊数】
４，３１１冊（２３２冊
増（＋５．７％））

嘱託職員報酬他
　１，３５４千円
事務用消耗品
　５４千円

杉村楚人冠記念館と
の合同イベント「朗読
で知る昭和はじめの
我孫子」において、
市民スタッフ（読書普
及担当）が朗読を担
当した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

我孫子市や千葉県に関する郷土・行政
資料を収集・保存・提供する。我孫子資
料については、特にアビスタ本館が中心
となって収集・保存する。
白樺文学館、杉村楚人冠記念館と連携
を図り、「我孫子にゆかりの人と作品
コーナー」の運営及び講演会の開催を
行う。

嘱託職員報酬他
　１，４６２千円
事務用消耗品
　５４千円

図
書
館

18
電脳考古博
物館の運営

我孫子の文化財
とその保護の取
組みについて、市
民に広く知っても
らうため、市の文
化財のホーム
ページである「あ
びこ電脳考古博
物館」から文化財
の情報を発信す
る。

掲載内容を精査して２８年３月に市ホームページに移管を完了
した。

【ホームページ閲覧
数】
　3,150件

リニューアル業務委託料
　1,825千円

なし A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

最新情報として、発掘調査情報、イベン
ト情報、指定文化財などの情報更新を
速やかに実施する。

なし

杉村楚人冠記念館と
連携をはかり市民ス
タッフの協力を得て
講演会を実施する。

8



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

　②学びにつなげるための相談体制の充実 　②学びにつなげるための相談体制の充実

生涯学習人材情報、生涯学習
団体・グループ情報のホーム
ページや閲覧用冊子を参照し
た方からの問い合わせが、多
数あった。
出前講座メニュー表を配布す
ることで、市民に主体的な学
習機会を提供できた。

A．現状どおり推進

なし なし

「生涯学習人材情報」、「生涯
学習団体・グループ情報」を
ホームページや閲覧用冊子で
参照した方からの問い合わせ
が多数あった。

A．現状どおり推進

なし なし

ボランティア登録を行うことに
より、ボランティア情報の提供
や、ボランティアが活躍できる
場の提供を行えた。

A．現状どおり推進

なし なし

なし

生
涯
学
習
課

、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

、
鳥
の
博
物
館

、

図
書
館

、
保
育
課

、
子
ど
も
支
援
課

、
指
導
課

24
生涯学習ボラ
ンティア

出前講座市民講
師登録等のボラン
ティア登録を担当
課で行い、市民が
持つ様々な経験
や専門的知識を
活かせる場を提
供する。

市民がもっている様々な経験や専門的知識を活かせる機会の
提供と学ぶ場の提供のため、生涯学習に関わるボランティアの
活用を図る。
 
≪子ども支援課≫
　宿泊通学スタッフ  12人
　あびっ子クラブサポーター 209人
≪保育課≫
　子育て支援施設子育てボランティア　 47人
　子育てサポーター  73人
　保育園における災害時協力員 　65人
　インターンシップ  14人
　キッズスタッフ  3人
≪指導課≫
　学校支援ボランティア 1103人 19団体
≪文化･スポーツ課≫
　文化事業市民スタッフ 34人
≪鳥の博物館≫
　鳥の博物館市民スタッフボランティア 36人
≪図書館≫
　図書館市民スタッフ（読書普及スタッフ） 11人
　図書館市民スタッフ（対面朗読スタッフ） 13人
≪生涯学習課≫
　生涯学習出前講座市民講師 62人、6団体
　保育市民スタッフ事業（学習中の保育） 　10人

【平成27年度末 ボ
ランティア登録数】
≪個人登録数≫
　1,692人
≪団体登録数≫
　25団体

なし 多くの市民の方にボ
ランティア登録しても
らい、市民ボランティ
アのサポートを受
け、生涯学習事業を
実施した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民がもっている様々な経験や専門的
知識を活かせる機会の提供と生涯学習
に関わるボランティアの活用を図る。

多くの市民の方にボ
ランティア登録しても
らい、市民ボランティ
アのサポートを受
け、生涯学習事業を
実施した。

なし

生
涯
学
習
課

23
生涯学習人
材バンクの整
備

市民の能力、経
験や学習の成果
をボランティア活
動や市民活動に
活かすため、絶え
ず人材情報や生
涯学習団体情報
のデータ更新を行
い、情報の提供を
行う。

「生涯学習人材情報」、「生涯学習団体・グループ情報」につい
て、３年ごとに再確認を行い最新の情報へ更新を行う。また、随
時登録募集を行うとともに、市民の問い合わせに対し情報を提
供した。

平成２７年度は「生涯学習人材情報」と「生涯学習団体・グルー
プ情報」の再確認作業を行い更新した。

【平成27年度末登録状況】
≪生涯学習人材情報≫
　87人
≪生涯学習団体・グループ情報≫
　155団体

【新規登録件数】
　10件

印刷製本費
　５千円

なし
A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

生涯学習人材情報、生涯学習団体・グ
ループ情報について、随時登録募集を
行い、情報数を増やす。
課内の情報共有を行い、問い合わせに
対し迅速に回答できるようにする。

なし

生
涯
学
習
課

22
生涯学習学
習相談体制
の整備

市民一人ひとりの
学習ニーズに対
応した学習相談に
応じるため、さま
ざまな学習情報を
収集し、提供でき
るよう学習相談体
制を整備する。

生涯学習センター「アビスタ」を拠点に我孫子市内外で行われて
いる様々な学習情報の収集と提供を行った。また収集した情報
を活用した学習相談を行った。
「生涯学習人材情報」や「生涯学習団体・グループ情報」を整備
し、インターネットや閲覧用ファイルで市民に情報を提供する。

《出前講座メニュー表》
【発効日】随時発行
【内容】生涯学習出前講座の利用方法、メニュー、市民講師プロ
フィール

【学習相談件数】
　50件

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

生涯学習センター「アビスタ」を拠点に我
孫子市内外で行われている様々な学習
情報の収集と提供を行う。また収集した
情報を活用した学習相談を行う。
各課で実施している生涯学習関連事業
や学校等で活躍している地域の方の人
材情報や団体情報・イベント情報を収集
し、インターネット等で市民に情報を提供
する。

なし

なし

9



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

視聴覚ライブラリーの教材や
機材を貸し出し、市民に活用し
てもらうことで市民の生涯学習
課活動を支援することができ
た。

B．改善・見直しを行う

現在保有している機材の老朽
化が課題となっている。

平成28年度から、市民の学
習や地域活動に必要なDVD
教材と機材を除いて新規購
入を行わない。また、１６ミリ
フィルムと映写機は貴重な
資源でもあるので、当面は
貸出しを行うが、時期を見て
保存を検討する。

図書館資料の利用により、市
民が知る自由を享受し、より豊
かな生活を送ることができた。
自主的な学習活動を支援し、
幅広い学習機会を提供でき
た。

A．現状どおり推進

今後減少傾向の原因を様々な
視点で調査し、利用増につな
がる対策を検討する必要があ
る。

なし

郵送貸出サービスは、デイ
ジー録音図書の貸出開始によ
り年々増加している。宅配
サービスは新規登録者への貸
出が活発だったため宅配件数
が増加した。

ハンディキャップを持つ人への
様々なサービスの提供によ
り、学びたいときに学べる学習
機会を充実させるという目的
に対して、一定の効果が上
がっている。

A．現状どおり推進

一部の利用者の利用だけに
偏らないよう、今後も新たな利
用者の開拓や、ＰＲを積極的
に行っていく必要がある。

なし

嘱託職員報酬他
　４８，８０２千円
臨時図書整理員賃金他
　１２，１１６千円
事務用消耗品
　２４６千円
研修旅費
　６４千円
燃料費
　３８５千円
複写機サービス料
　４９９千円
事務機器使用料（コピー
リース料）
　３１２千円
施設備品購入費（グリップ
イン再生器他）
　１９５千円

図
書
館

27
図書館利用に
障害のある方
へのサービス

録音図書の貸出
や、図書の郵送
貸出等、ハンディ
キャップを持つ人
の特性に合わせ
た幅広いサービス
を提供することに
より、学びたい時
に学べる学習機
会の充実を図る。

ハンディキャップを持つ方のニーズに応じて、目の不自由な方へ
のサービスとして「デイジー録音図書作成・貸出事業」「対面朗
読サービス」「郵送貸出サービス」、身体の不自由な方へのサー
ビスとして「宅配サービス」、耳や言葉の不自由な方へのサービ
スとして「FAXでのリクエストの受付サービス」を行なった。
また、ハンディキャップサービスのPRを行なった。

【宅配・郵送・対面
朗読等年間利用件
数】
《対面朗読サービ
ス》　　　　　１０２回
《郵送貸出サービ
ス（デイジー録音図
書含む）》　　　１，０
７５回
《宅配サービス》
２７５回
≪窓口でのデイ
ジー録音図書貸
出》　　　　２３５件
・利用件数を前年
度と比較すると、対
面朗読サービスは
１９回減少（-１５．
７％）、郵送貸出
サービスは５２回増
加（+５．１％）、宅配
サービスは５６回増
加（+２５．６％）と
なった。

嘱託職員報酬他
　４６９千円
市民スタッフ対面朗読担当
報償費
　１００千円
デイジー録音図書作成用
他消耗費
　１２１千円
講師報償費
　３千円
施設備品購入費（ＰＣ外付
ハードディスクの購入）
　６５千円

対面朗読は市民ス
タッフ、録音図書作
成は市内朗読ボラン
ティアと協働して実
施した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

ハンディキャップを持つ方のニーズに応
じて、目の不自由な方へのサービスとし
て「デイジー録音図書作成・貸出事業」
「対面朗読サービス」「郵送貸出サービ
ス」、身体の不自由な方へのサービスと
して「宅配サービス」、耳や言葉の不自
由な方へのサービスとして「FAXでのリク
エストの受付サービス」を行なう。
また、ハンディキャップサービスのPRを
行なう。

嘱託職員報酬他
　７６９千円
市民スタッフ対面朗読担当
報償費
　９６千円
デイジー録音図書作成用
他消耗費
　４６千円

図
書
館

26
図書館カウン
ターサービス

図書館資料の利
用により、市民が
知る自由を享受
し、より豊かな生
活を送ることが出
来るよう、自主的
な学習活動を支
援し、幅広い学習
機会を提供する。

・図書館資料（図書・雑誌・ＣＤ・カセットテープ）の貸出・返却を
行った。また、返却された図書館資料を元の書架に戻し、書架
整理を行った。
・図書館サービス向上のため、年末年始（１２月２９日～１月４
日）を除く祝日を開館した。また、アビスタ本館の開館日は午後
８時まで開館した。
・窓口において、利用登録の受付、市民が求める資料を探し出
すための援助、調査研究の援助、複写サービスを行った。
・利用者の求める図書館資料が貸出中または所蔵していない場
合に、予約を受け付けて提供するサービスを行った。

【年間貸出冊数】
　１，２０１，９４４冊
【年間貸出利用者数】
　３１３，０４４人

【年間貸出利用者
数】
２，０２６人減少（-
０．６％）
【年間貸出冊数】
１，２０１千冊（１７
千冊減（－１．
４％）））
前年度と比較する
と、年間貸出利用
者数は２，０２６人
減少（-０．６％）し
た。年間貸出冊
数、年間貸出利用
者数ともに平成２５
年度から減少傾向
にある。

嘱託職員報酬他
　４６，８３５千円
臨時図書整理員賃金他
　１４，６４０千円
事務用消耗品
　２５９千円
研修旅費
　４９千円
燃料費
　４１３千円
複写機サービス料
　３８１千円
事務機器使用料（コピー
リース料）
　３１２千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

・図書館資料（図書・雑誌・ＣＤ・カセット
テープ）の貸出・返却を行う。また、返却
された図書館資料を元の書架に戻し、
書架整理を行う。
・図書館サービス向上のため、年末年始
（１２月２９日～１月４日）を除く祝日を開
館する。また、アビスタ本館の開館日は
午後８時まで開館する。
・窓口において、利用登録の受付、市民
が求める資料を探し出すための援助、
調査研究の援助、複写サービスを行う。
・利用者の求める図書館資料が貸出中
または所蔵していない場合に、予約を受
け付けて提供するサービスを行う。

なし

対面朗読は市民ス
タッフ、録音図書作
成は市内朗読ボラン
ティアと協働して実
施する。

25
視聴覚ライブ
ラリーの管
理・運営

現在保有する視
聴覚教材・機材を
維持管理しなが
ら、広く市民や団
体に貸し出し、市
民の生涯学習活
動を支援する。

●機材・教材保有状況
・１６ミリ映写機、液晶プロジェクター、ポータブルアンプセットな
ど約２０種類の機材
・１６ミリフィルム：３２５本
・ビデオソフト：２５３本
・ＤＶＤ：1９３本

●事業
≪視聴覚教材及び機材の貸出（通年）≫
【対象者】市内に在住又は在勤し、営利を目的としない者。
≪視聴覚教材の保守点検≫
【日程】５月1９～２６日
【１６ミリフィルム保守点検数】９３本
≪DVD教材の新規購入≫
【日程】７月
【DVDソフト購入数】８本

【視聴覚ライブラ
リー利用件数（機
材・１６ミリフィル
ム・ビデオソフト・Ｄ
ＶＤソフト）】
　２９０件

≪視聴覚教材及び機材の
貸出≫
　消耗品
　　２７，４０７円
≪視聴覚教材の保守点検
≫
　保守点検委託料
　　４３，１８９円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●視聴覚教材及び機材の貸出（通年）
【対象者】市内に在住又は在勤し、営利
を目的としない者。
●視聴覚教材の保守点検

≪視聴覚教材及び機材の
貸出≫
消耗品
　９３，５００円
≪視聴覚教材の保守点検
≫
保守点検委託料
　７５，０００円
修繕料
　８０，０００円

生
涯
学
習
課

なし

10



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

③学びへの関心を高めるための啓発の充実 ③学びへの関心を高めるための啓発の充実
子どもたちへの交通ルールや
マナーに対する認識を着実に
高めることができた。

A．現状どおり推進

なし なし

糖尿病、高血圧、動脈硬化や
がんの知識と食生活・運動習
慣・休養・喫煙・アルコール・口
腔衛生などに関する健康教育
を実施することで、健康寿命
の延伸、疾病の一次予防の推
進を図ることができた。

A．現状どおり推進

ホームページや広報など、
様々な機会に生活習慣病予
防等の啓発を行っており、集
団健康教育のみの効果が評
価しにくい。

健康教育は様々な場で啓発
していく必要があり、引き続
き実施していく。

自転車交通安全教室を受
講した小中学生に自転車
安全運転受講証を配付
　8,000円
　（20円×400枚）

市
民
安
全
課

29
集団健康教
育

保健センターで実
施する各種がん
検診等の場で、生
活習慣病予防の
ための健康教育
を実施する。

集団でのがん検診等の場（子宮頸がん検診、乳がん検診、胃が
ん検診、骨粗しょう症検診）で待ち時間等を利用し、チラシ等を
配布するなど生活習慣病予防等の啓発、健康教育を実施した。
【内容】がん、禁煙、ロコモティブシンドローム、歯の健康等
【場所】保健センター
【参加者（延べ人数）】延べ実施人数：　１０，９９９人（集団：子宮
頸がん検診　３，０９８人、乳がん検診　４，０５８人（マンモグラ
フィー検査２，９４７人　超音波検査１，１１１人）、胃がん検診
３，４０１人、骨粗しょう症検診　４４２人）

【参加者（延べ人
数）】
　１０，９９９人

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

集団でのがん検診等の場（子宮頸がん
検診、乳がん検診、胃がん検診、骨粗
しょう症検診）で待ち時間等を利用し、チ
ラシ等を配布するなど生活習慣病予防
等の啓発、健康教育を実施する。（内
容：がん、禁煙、歯の健康、ロコモティブ
シンドローム等）

なし

健
康
づ
く
り
支
援
課

28
交通安全思
想の普及

警察署、交通安
全協会と連携し、
交通安全教室の
実施等、実践的な
交通安全啓発活
動を充実させ、交
通安全思想の普
及を図る。

保育園、幼稚園、小中学校へ出向き、警察、交通安全協会と連
携し、交通安全教室を実施した。
模擬信号機、模擬交差点、ダミー人形等を使った安全な歩行実
習、自転車の乗り方実習をするほか、ＤＶＤやビデオ教材等を使
いながら事故事例をもとに自転車の正しい乗り方と自転車側の
過失による損害賠償について学んでもらった。

【日程・対象・参加者数・内容】
4月  6日（月）　根戸小　1年　183人　歩行（シティア居住児童）、
4月13日（月）　布佐中　1年　106人　自転車
4月20日（月）　布佐南小　①1～3年　69人　歩行　②4～6年　91
人　自転車
4月22日（水）　根戸小　1年　165人　歩行、4月24日（金）　湖北
中　1～2年　291人　自転車
4月27日（月）　湖北小　1～2年　116人　歩行、4月28日（火）　湖
北台西小　5～6年　123人　自転車
4月30日（木）　湖北台西小　3～4年　109人　自転車、4月30日
（木）　久寺家中　1年　128人　自転車
5月 1日（木）　湖北台西小　1～2年　117人　歩行、5月13日（水）
高野山小　1年　111人　歩行
5月25日（月）　ひかり幼稚園　園児　150人　歩行、5月29日（金）
湖北台東小　3～4年　100人　自転車
6月 1日（月）　高野山小　2年　100人　巻き込み防止実演、6月4
日（木）　第二小　1年　60人　歩行
6月12日（金）　第一小　①1～2年　192人　歩行　②3年　93人
自転車
6月17日（水）　並木小　①1年　63人　歩行　②3年　85人　自転
車
6月18日（木）　新木小　①1年　91人　歩行　②3年　83人　自転
車　③6年　113人　自転車
6月19日（木）　新木小　①2年　88人　歩行　②4年　85人　自転
車　③5年　107人　自転車
6月24日（水）　緑保育園　園児　120人　歩行
6月26日（水）　第四小　①1～2年　289人　歩行　②3～4年　278
人　自転車
7月 2日（木）　布佐小　①1～2年　66人　歩行　②3年　45人　自
転車
10月28日（水）　ぽけっとランドあびこ　園児　63人　歩行

【交通安全教室延
べ開催回数】
　47回

自転車交通安全教室を受
講した小中学生に自転車
安全運転受講証を配付
　8,000円（20円×400枚）

警察のほか、我孫子
交通安全協会と市の
三者で連携・協力し
て開催。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

保育園、幼稚園、小中学校へ出向き、警
察署、交通安全協会と連携・協力して交
通安全教室を開催する。
模擬信号機、模擬交差点、ダミー人形等
を使った安全な歩行実習、自転車の乗
り方実習をするほか、必要に応じてＤＶ
Ｄやビデオ教材等を使いながら事故事
例をもとに自転車の正しい乗り方と自転
車側の過失による損害賠償について学
ぶ。

なし

警察のほか、我孫子
交通安全協会と市の
三者で連携・協力し
て開催。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

　雨天のため、昨年度より参
加者数は減ったが、来場者ア
ンケートでは、「健康フェアに
参加して健康についての意識
が高まった/とても高まった」と
答えた方が約９５％を占め、事
業を通して健康づくりへの意
識向上を促せたと考える。

A．現状どおり推進

様々な分野から健康づくりに
ついて発信していくため、新規
市民活動団体の参加を促して
いくことが課題である。

市民の方の健康意識向上、
健康保持増進方法の啓発
の核となる事業として今後も
推進していく。

放射能の関係から対象を大人
に絞って施設見学を行ったこ
とで、ひき続き我孫子市にお
けるリサイクルの流れや廃棄
物処理の実情を紹介をする機
会を提供できた。

C．廃止･休止

イベントや小学生を対象にし
た施設見学は、放射能を含む
焼却灰を取り扱っているため
休止。
新規焼却施設の建設準備の
ため、順次解体工事が実施さ
れることから平成28年11月か
ら平成33年3月（予定）まで施
設見学は休止になる。

平成28年１１月から平成３３
年３月（予定）まで施設見学
は休止する。

事業費
　６３万９千円

健
康
づ
く
り
支
援
課

31
廃棄物に関す
る教育啓発事
業

我孫子市におけ
るリサイクルの流
れや廃棄物処理
の実情を紹介し、
生活から排出され
る「ごみと資源」に
ついて共に考え、
廃棄物行政への
理解とごみの減
量、リサイクルの
推進を図る。

●大人を対象とした施設見学
【日程・参加者数】
第１回　　９月１６日　　１２名
第２回　１１月２７日　　２５名
第３回　　２月　２日　　１４名

【合計参加者数】　５１名

【事業開催回数】
　３回

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

イベントや小学生を対象にした施設見学
は、放射能を含む焼却灰を取り扱ってい
るため休止。再開の目処はたっていな
い。

出前講座のメニューに大人が対象の「施
設見学」を行う。（10月まで）

なし

ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

30 健康フェア

健康寿命の延伸
に向けて、市民が
普段から健康増
進に努め、病気の
原因となる危険因
子を予防・改善す
る“一次予防”に
取り組めるよう、
健康に関する啓
発を行う。健康づ
くりに関する情報
提供や健康相
談、ニュースポー
ツなど様々な健康
づくりの取り組み
を紹介し、健康に
おける運動習慣
の重要性に関す
る啓発を行う。

市民の健康づくりを目的とした健康フェアを開催。
【日程】１１月８日（日）１０時から１６時（受付１５時まで）
【場所】アビスタ
【内容】テーマ「健康寿命の延伸」　健康に関するイベント、健康
相談・教育を実施。
（無料）◎市民歯科健診・親子歯科相談　◎スポーツ吹矢チャレ
ンジ2015
◎歩行年齢測定会　◎カイロプラクティック健康講座　◎ニュー
スポーツ体験
◎食と運動　◎身体測定コーナー　◎医師・薬剤師による健康
相談　◎足裏・肩こりほぐし
◎セントラルウェルネスクラブ親子ヨガ体験
◎親子で変身！ドクター・ナース服で記念撮影　◎折り紙で脳ト
レ＆リラクゼーション　◎自分カルテ配布　◎健康づくり情報大
公開
（販売）◎うどん、パン等
【参加者】2,465名（延べ）

【来場者アンケー
ト】
≪「健康フェアに参
加して健康につい
ての意識が高まっ
た/とても高まった」
と答えた割合≫
　94.5%
≪「健康寿命の意
味がわかった方」
の割合≫
　86.6％

事業費
　６３万９千円

健康フェア実行委員
会（医師会・歯科医
師会・薬剤師会、
市、市民活動団体、
健康フェアに協力す
る市民等）主催で実
施。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民の健康づくりを目的とした健康フェ
アを開催予定。
【日程】１１月２０日
【場所】アビスタ
【主催】健康フェア実行委員会（医師会・
歯科医師会・薬剤師会、市、市民活動団
体、健康フェアに協力する市民等）
【内容】テーマ「健康寿命の延ばそう！
Smart　Life　Project！」　健康に関する
イベント、健康相談・教育、講演等を実
施する予定。

健康フェア実行委員
会（医師会・歯科医
師会・薬剤師会、
市、市民活動団体、
健康フェアに協力す
る市民等）主催で実
施予定。

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

保育園の夕涼み会、わくわく
広場でシャボン玉を使いなが
ら、子供たちは遊びその親に
は石けんの大切さをアピー
ル・啓発する形態、学習会とし
て参加申込を募り学び知る形
態、大きなイベントにひとつの
コーナーを設け石けんの啓発
をする形態の３つに分けて事
業を行った。その結果幼児か
ら小学生低学年、高学年と幅
広く啓発ができ、その親の石
けんに対する関心を深めるこ
とができた。

A．現状どおり推進

なし なし

【配布物】石けんの街２００g
（粉石けん）＠１０２×２，０
００袋×１．０８＝２２０，３２
０円の予算を取っている。

商
業
観
光
課

32
石けん利用の
推進

石けんの利用を
通して、私たちの
生活と環境とのか
かわりに関心を
持ってもらい、手
賀沼浄化や地球
温暖化など環境
改善につなげる。

●保育園での啓発
【内容】粉石けん・パンフ配布とシャボン玉遊びを通しての石け
ん啓発
①【日程】７月４日　【場所】東我孫子保育園　【参加者】園児130
名、保護者100名
②【日程】７月１１日　【場所】つくし野保育園　【参加者】園児120
名、保護者100名
③【日程】７月２８日　【場所】わくわく広場　【参加者】親子6組、
園児25名

●せっけん学習会
≪手賀沼流域フォーラム≫
【日程】７月２０日　【場所】アビスタ　【参加者】親子41名

●イベント参加
≪ママへのごほうびフェスタ≫
【日程】９月５日
【場所】イトーヨーカドー我孫子南口店
【内容】コネコネ石けん、プリプリ石けん作り
≪産業まつり≫
【日程】１０月１８日
【場所】湖北台中央公園
【内容】啓発用粉石けん、パンフ800セット配布、ブラックボックス
体験パネル展示・プリン状石けんの見本展示
及び説明
≪福祉ふれあいプラザ　せっけん講座≫
【日程】11月29日（日）
【場所】けやきプラザ１Ｆ介護実習センター
【内容】コネコネ石けん作り、プリプリ石けんの効果や使用方法
の説明による啓発
【参加人数】大人15名　子供18名
≪こもれび親子石けん体験教室≫
【日程】平成28年3月12日
【場所】こもれび２Ｆ
【内容】歯磨き実験・コネコネ石けん作り・プリプリ石けん作り
【参加人数】大人10名　子供8名
≪子育てフェスタ　石けん啓発≫
【日程】平成28年3月26日
【場所】イトーヨーカ堂
【内容】コネコネ石けん作り、プリプリ石けん作りの体験学習
【参加人数】大人138人　子供140人

【来場者数】
　１７２２人

【配布物】
　せっけんの街２００ｇ（粉
石けん）
　１２０，５４６円（１０２円×
１１８２人）

すべてのイベント《我
孫子市石けん利用
推進協議会》

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●保育園での啓発
①【日程】７月２日　　【場所】寿保育園
②【日程】７月９日　　【場所】湖北台保育
園
③【日程】７月２６日　【場所】わくわく広
場

●せっけん学習会
≪手賀沼流域フォーラム≫
【日程】７月２３日　【場所】アビスタ
≪福祉ふれあいプラザ親子体験教室≫
【日程】11月　【場所】けやきプラザ

●イベント参加
≪子育てフェスタ≫
【日程】９月３日　【場所】イトーヨーカドー
我孫子南口店
≪産業まつり≫
【日程】１０月１６日　【場所】湖北台中央
公園
≪福祉プラザ石けん学習会≫
【日程】11月12日
【場所】けやきプラザ

すべてのイベント《我
孫子市石けん利用
推進協議会》
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

歯磨き・食育に関しての啓発
ができた。
１２歳児の永久歯の１人平均
むし歯経験歯数が、全国平均
値より低い数値であった。

A．現状どおり推進

なし なし

廃止した事業が１、休止した事
業が２、２年に１回実施する事
業が２事業あったものの、ほ
ぼ順調に執行された。

B．改善・見直しを行う

生涯学習推進計画実施計画
実施状況調査表の平成２６年
度事業の課題を見ると、事業
のＰＲの必要性や、定員に満
たない事業の対策、事業サ
ポーター・スタッフの確保など
の課題があった。

各課の課題のある事業につ
いては、生涯学習推進本部
幹事会などの場を活用し、
課題の解決にあたって必要
な情報提供や、庁内間の連
携のきっかけづくりなどを
行っていく。

消耗品
　２０，０００円

生
涯
学
習
課

34

生涯学習推
進計画事業
実施状況調
査

市民が主役の生
涯学習の推進を
図るため、我孫子
市生涯学習推進
計画に基づく生涯
学習関連事業の
実施状況調査を
実施し、その進行
管理や調整を行
う。

第二次生涯学習推進計画実施計画に基づく事業の平成２６年
度実施状況の具体的内容・課題、平成２７年度の実施予定内容
と廃止・見直し等の理由・代替事業の有無の把握をするため、４
～５月に計画に基づく事業の進行管理のための実施状況調査
を実施した。

●平成２６年度実施状況
実施計画（後期）に位置付けた１３９事業を実施計画事業として
進行管理を進めた。

【新規事業】
・我孫子市創業支援事業（企業立地推進課）
・チャレンジＤＡＹ（市民活動支援課）
【休止事業】
・手話及び要約筆記奉仕員養成講座（障害福祉支援課）
・廃棄物に関する教育啓発事業（クリーンセンター）
【隔年事業】
・暮らしの便利帳・あびこガイドブックの発行（秘書広報課）

●平成２７年度の実施予定内容
平成２７年度は、概ね２６年度事業を継続して実施する。また、
事業を休止した事業・隔年事業・統合事業・廃止事業が６事業あ
り、平成２７年度は、１３３事業を実施した。

【廃止事業】
・朝食レシピコンクール（健康づくり支援課）
【休止事業】
・手話及び要約筆記奉仕員養成講座（障害福祉支援課）
・廃棄物に関する教育啓発事業（クリーンセンター）
【隔年事業】
・高齢者虐待防止講演会（高齢者支援課）
・こども議会（指導課）
【統合事業】
・デイジー録音図書作成事業（図書館）
※図書館利用に障害のある方へのサービス　へ統合

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

第三次生涯学習推進計画前期実施計
画に基づく事業の平成２７年度実施状況
の具体的内容・課題、平成２８年度の実
施予定内容と廃止・見直し等の理由・代
替事業の有無を把握するため、５から６
月に計画に基づく事業の進行管理のた
めの実施状況調査を実施する。

なし

33
小学校『歯磨
き・食育指導』
事業

乳歯から永久歯
への交換期であ
る児童の歯・口の
健康づくりを目指
すため、小学生に
対して歯磨き・食
育指導を実施す
る。

市内各学校の児童に対し、１～２学期を中心に実施。
【実施回数】１３６回
【場所】市内小学校１３校
【対象者】４，００９人

学校の希望により、学校給食後（昼食後）の児童の歯磨き指導
を、希望する各学校で実施。
【実施回数】各校５回
【場所】市内小学校１３校
【対象者】１３６人

学校の希望により、臨時歯科健康診断時に、希望する各学校で
実施。
【実施回数】各校５回
【場所】市内小学校１３校
【対象者】４１５人

【給食後の歯磨きを
実施している学校
数】
　13校

消耗品費
　15,340円

【内訳】
・綿棒90円×20ケース＝
1,800円
・歯垢染出し液（赤）399円
×10本=3,990円
・歯垢染出し液（ダブル
チェッカー青）498円×５本
＝2,490円
・紙コップ（1000個入り）
1,490円
・糸付ようじ188円×25袋＝
4,700円
・手指消毒液870円×1本＝
870円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

・市内各学校の児童に対し、１～２学期
を中心に実施予定。（実施回数・参加者
は見込み数）

【実施回数】１０８回
【場所】市内小学校１３校
【対象者】３，２００人

・学校の希望により、学校給食後（昼食
後）の児童の歯磨き指導を、希望する各
学校で実施。
【実施回数】各校３回
【場所】市内小学校１３校
【対象者】５０人

・学校の希望により、臨時歯科健康診断
時に、希望する各学校で実施。
【実施回数】各校５回
【場所】市内小学校１３校
【対象者】３００人

消耗品費
　12,744円

【内訳】
・綿棒90円×16ケース＝
1,440円
・歯垢染出し液（赤）399円
×８本=3,192円
・歯垢染出し液（ダブル
チェッカー青）498円×４本
＝1,992円
・紙コップ（1000個入り）
1,490円
・糸付ようじ188円×20袋＝
3,760円
・手指消毒液870円×1本
＝870円

学
校
教
育
課

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

全庁の生涯学習推進計画の
推進を図るとともに、課題につ
いて協議し、結果を各課に情
報として提供することができ
た。また市民に各課が実施す
る生涯学習に関わる事業の調
査や学習情報を提供できた。
第三次生涯学習推進計画を
策定し、２８年度からこの計画
に基づき、生涯学習の推進を
図っていく。

A．現状どおり推進

なし なし

35
生涯学習推
進本部の運
営

生涯学習を総合
的に推進するた
め、生涯学習推
進計画の策定の
ほか、生涯学習に
関する施策や各
課で行われている
生涯学習関連事
業の進行管理、
総合調整を行う。

●推進本部会議
推進本部会議を３回開催し、各課で行われている生涯学習関連
事業の進行管理、総合調整を行うとともに、第三次生涯学習推
進計画について協議し策定した。
【日程】７月３０日、１１月２６日、２月１２日

・生涯学習推進計画実施計画実施状況調査
５から６月に第二次生涯学習推進計画に基づく事業進行管理の
ため実施状況調査をし、平成２６年度実施事業内容、平成２７年
度実施予定事業の把握を行った。

●幹事会会議
幹事会会議を４回開催し、主に第三次生涯学習推進計画につ
いて協議を行った。
【日程】７月２７日、１１月１２日、１月２８日、３月２４日

●第三次生涯学習推進計画策定部会
第三次生涯学習推進計画策定のため、第三次生涯学習推進計
画策定部会を設置し、会議を７回開催した。
【日程】６月５日、７月１０日、８月２８日、１０月６日、１１月４日、１
２月４日、３月２４日

【本部会議開催数】
　3回

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●推進本部会議
推進本部会議を開催し、各課で行われ
ている生涯学習関連事業の進行管理、
総合調整を行うとともに、生涯学習の推
進を図る。

≪生涯学習推進計画実施計画実施状
況調査≫
６月に第二次生涯学習推進計画に基づ
く事業進行管理のため実施状況調査を
し、平成２７年度実施事業内容、平成２８
年度実施予定事業の把握を行う。

●幹事会会議
推進本部会議を円滑に運営するため、
幹事会会議を開催し、各課で行われて
いる生涯学習関連事業の調整を中心に
協議する。

なし

生
涯
学
習
課

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

市の広報、ホームページで周
知を図り多数の参加を得た。

B．改善・見直しを行う

≪チャレンジスポーツフェスタ
≫
いかにすれば全市的なイベン
トにできるかを検討。
≪総合型地域スポーツクラブ
≫
各クラブの自主運営のため参
加人数は、掴んでいない。
交流連絡会について方向性を
示し、より一層のクラブ活動の
充実を図る。

≪総合型地域スポーツクラ
ブ≫
会員数の増加につながる魅
力的なプログラムの提供
≪チャレンジスポーツフェス
タ≫
実施種目の精査、協賛団体
を増やし参加者の増加を図
る。

出前講座等参加者数は、市民
団体や学校の人数によって変
動的ではあるが、毎年１，００
０人以上の実績があり、安定
して読書普及効果がある。

A．現状どおり推進

なし なし

図書館資料の予約受付件数
のうち、約７０％がホームペー
ジからのオンライン予約であ
り、インターネットサービスに
対する市民のニーズの高さが
確認された。

A．現状どおり推進

貸出冊数等が減少傾向にある
ことから、ＰＲや情報提供の方
法を工夫し、一層の利用促進
を図る必要がある。

なし

嘱託職員報酬他
　２２５千円
事務用消耗品
　４６千円
印刷製本費（「図書館だよ
り」）
　２１千円

図
書
館

38 図書館PR

図書館利用促進
のためのＰＲや情
報提供を行い、多
くの市民に図書館
サービスを周知す
る。

・図書館のホームページにおいて、利用促進のためのＰＲ及び
情報提供を行なった。
・「我孫子市の図書館」「たんた新聞」等の刊行物を発行した。

●我孫子市の図書館
【発行日】10月1日
【発行部数】２５０部

●たんた新聞
【発行日】年4回（４月１日、７月１日、１０月２７日、１２月１日）発
行
【配布場所】図書館窓口、市内各小学校、県立我孫子特別支援
学校小学部、県内公共図書館
【発行部数】合計１３，０００部

●我孫子市民図書館　秋のたより
【発行日】１０月２７日
【発行部数】１５００部

【ホームページの年
間アクセス数】
　５２４千件（５１千
件減（－８．９％））

嘱託職員報酬他
　３９０千円
事務用消耗品
　５０千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

図書館のホームページにおいて、利用
促進のためのＰＲ及び情報提供を行な
う。
「我孫子市の図書館」「たんた新聞」等の
刊行物を発行する。

なし

健康スポーツ普及事業
１１，３９９千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

37
読書普及活
動

依頼された市民
団体の元へ出向
き、読み聞かせや
読書案内を行うこ
とによって、市民
の読書への関心
を高め、図書館の
利用促進を図る。

出前講座として、「子どもと読書」「大人が楽しむおはなし会」「図
書館の上手な使い方・楽しみ方」の３つの講座を設け、市民団
体からの依頼に対し、職員や市民スタッフが出向き、講義や読
み聞かせ等を行なった。また、出前講座以外でも、市民団体、学
校などからの依頼に対し職員や市民スタッフを派遣した。

●出前講座等読書普及活動
≪出前講座≫
【回数・人数】３回、４２人
（「大人が楽しむおはなし会」２回　３３人、「図書館の上手な使い
方・楽しみ方」１回　９人）
≪職員派遣≫
【派遣回数】１０回
【参加者】２０４人
【派遣先】小・中学校、保育園等
≪離乳食教室での乳幼児と保護者への読み聞かせ≫
【実施回数】１２回（月１回）
【参加者】５６１人
≪出張おはなし会≫
【実施回数】７回
【参加者】３６７人

【出前講座及び職
員派遣先、出張お
はなし会、離乳食
教室での読み聞か
せの参加者数（年
間）】
１，１７４人（１７０人
増（＋１６．９％））

市民スタッフ読書普及担当
報償費
　８６千円
消耗品費
　８千円

市民スタッフ（読書普
及担当）と協働して、
絵本の読み聞かせ
や紙芝居、手遊びの
実演、本の紹介、図
書館案内を実施し
た。 A

．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

出前講座として、「子どもと読書」「大人
が楽しむおはなし会」「図書館の上手な
使い方・楽しみ方」の３つの講座を設け、
市民団体からの依頼に対し、職員や市
民スタッフが出向き、講義や読み聞かせ
等を行なう。また、出前講座以外でも、
市民団体、学校などからの依頼に対し
職員や市民スタッフを派遣する。
・出前講座
「子どもと読書」（随時）「大人が楽しむお
はなし会」（随時）「図書館の上手な使い
方・楽しみ方」（随時）
・職員派遣（随時）
・離乳食教室での乳幼児と保護者への
読み聞かせ（月１回）
・出張おはなし会（随時）

市民スタッフ読書普及担当
報償費
　１３３千円
消耗品費
　８千円

図
書
館

36
健康スポーツ
普及事業

市民の健康の保
持・増進等を図る
ためスポーツ推進
委員などと連携
し、総合型地域ス
ポーツクラブの育
成・支援を行う。
市民が気軽に参
加できるスポーツ
イベント等を開催
し健康スポーツの
普及を図る。多様
化するスポーツ
ニーズに対応する
ため、スポーツ指
導者資格研修制
度導入を研究す
る。

≪総合型地域スポーツクラブ≫
・市内６つのクラブにおいて、ペタンク・ショートテニス・健康体
操・太極拳・卓球等の活動を通し、総合型地域スポーツクラブと
して活動した。
・各クラブは毎週土曜・日曜日に活動している。
・各クラブの活動の他に６クラブ連絡交流会を組織しており、６ク
ラブ合同事業としてウォークラリーや市民メッセにおいて総合型
地域スポーツクラブの紹介映像やニュースポーツにデモンスト
レーションを行った。

≪体育協会の委託事業≫
・市民体育大会（４月から３月各競技連盟で、チャレンジスポー
ツフェスタ（１０月第１土曜日、新春マラソン大会（１月第４日曜
日）を開催。

≪総合型地域ス
ポーツクラブ≫
【会員数】４２７人

●イベント参加者
数
≪市民体育大会≫
【参加者】
　５，４４６人
≪チャレンジスポー
ツフェスタ≫
【参加者】
　２，３５８人
≪新春マラソン大
会≫
【参加者】
　２，１７７人

健康スポーツ普及事業
１３，９５８千円

≪チャレンジスポー
ツフェスタ≫
体育協会を主管とし
てスポーツ推進委員
連絡協議会、スポー
ツ少年団と連携しス
ポーツ体験、ニュー
スポーツ体験、新体
力測定などを実施し
た。
≪総合型地域ス
ポーツクラブ≫
連絡交流会に出席し
意見交換した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

≪総合型地域スポーツクラブ≫
引き続き各クラブでの自主的運営の支
援を行う。
市民体育大会：現在実施中
≪チャレンジスポーツフェスタ≫
【開催日】１０月１日
≪新春マラソン大会≫
【開催日】１月２２日

≪チャレンジスポー
ツフェスタ≫
体育協会を主管とし
て、スポーツ推進委
員連絡協議会、ス
ポーツ少年団と連携
し、スポーツ体験、
ニュースポーツ体
験、新体力測定など
を実施する。
≪総合型地域ス
ポーツクラブ≫
連絡交流会に出席
し、意見交換を行う。

市民スタッフ（読書普
及担当）と協働して、
絵本の読み聞かせ
や紙芝居、手遊びの
実演、本の紹介、図
書館案内を実施す
る。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

講演・講座では鳥類に関する
さまざまな研究や話題を取り
上げ、参加者の鳥や自然への
理解の機会を設けることがで
きた。イベントでは、工作や観
察などを通して、楽しんで自然
や科学を学ぶ機会を設けるこ
とができた。

A．現状どおり推進

なし なし

39

鳥博セミ
ナー・イベント
等の教育普
及活動

鳥類や自然科学
への理解を深め
ることを目的に専
門家を呼んで講
演会を実施する。
また、工作を楽し
む機会や、観察
や体験の機会を
提供するため、身
近な材料でできる
工作や、観察、体
験を中心に実施
する。

●講演・講座
≪開館２５周年記念講座「鳥の博物館のこれから」≫
【講師】林良博さん
【日程】５月２４日（日）１３：３０～１５：００
【参加者】６０人（招待者７人含む）
≪「鳥の道を越えて」上映会＆トーク≫
【トーク】今井友樹監督、佐藤文男さん
【日程】９月２６日（土）１３：３０～１６：００
【参加者】１５０人
≪鳥学講座スペシャル「研究最前線～今どうなっている？鳥と
恐竜～」≫
【講師】真鍋真さん、聞き手：林良博さん
【日程】１０月３１日（土）１３：３０～１５：３０
【参加者】１６６人
≪ゲストトーク「チョウゲンボウと十三崖の魅力」≫
【講師】本村健さん
【日程】１１月１日（日）１０：３０～１１：３０
【参加者】５２人
≪鳥博セミナー「フクロウはどうしてかわいいの？」≫
【講師】柴田佳秀さん
【日程】２月２１日（日）１３：３０～１５：００
【参加者】６１人

●フロアスタッフイベント
≪飛べ！鳥の紙ひこうき≫
【日程・参加者】５月４日（月・祝）・・・２０人
≪鳥凧教室　５月５日≫
【日程・参加者】（火・祝）・・・１４家族
≪ちぎり絵で鳥をつくろう≫
【日程・参加者】５月１０日（日）・・・８３人
≪夏の遊びと研究大集合！≫
【日程・参加者】（７月１８日から８月２３日までの毎週土・日曜）
　　　７/１８「ブーブーカモ笛」・・・２４人（子ども　以下同様）
　　　７/１９「ダチョウの骨ってどんな骨？」・・・１０人
　　　７/２５「ふくろうホバークラフト」・・・２１人
　　　７/２６「メダカでアクアリウム」・・・２８人
　　　８/１「ゴーストミミズク」・・・２４人
　　　８/２「ふくろうホバークラフト」・・・２１人
　　　８/８「実物大！羽図鑑をつくろう」・・・３０人
　　　８/９「ブーブーカモ笛」・・・２１人
　　　８/１５「ダチョウの骨ってどんな骨？」・・・９人
　　　８/１６「ゴーストミミズク」・・・２１人
　　　８/２２「コウノトリグライダー」・・・３１人
　　　８/２３「根っこの観察キットをつくろう」・・・１４人
≪鳥凧教室≫
【日程・参加者】１月１０日（日）・・・１０家族
≪ちぎり絵で鳥をつくろう≫
【日程・参加者】１月２４日（日）・・・２１人

【参加者数（定員に
対する割合の平
均】
≪講演・講座≫
　４８９人（１１６％）
≪フロアスタッフイ
ベント≫
　３７８人、２４家族
（７７％）

講師報償費
　３０千円
消耗品
　１００千円
市民スタッフ報償費
　３３千円

フロアスタッフイベン
トのうち、「鳥凧教
室」、「ちぎり絵で鳥
をつくろう」は鳥博友
の会が主体となって
実施。
「夏の遊びと研究大
集合！」に市民ス
タッフが参加して子
どもたちの指導等を
行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●講演・講座
≪鳥学講座≫
【日程】１１月５日（土）
≪ゲストトーク≫
【日程】１１月６日（日）
≪鳥博セミナー≫
【日程】２月下旬

●フロアスタッフイベント
【内容・日程】
≪飛べ！鳥の紙ひこうき≫５月４日（水・
祝）
≪鳥凧教室≫５月５日（木・祝）
≪和紙で鳥のカードをつくろう≫５月８日
（日）
≪夏の遊びと研究大集合！≫８月６日
から２８日までの毎週土・日曜日と祝日
　　8/6「ゴーストミミズク」
　　8/7「ブーブーカモ笛」
　　8/11「メダカでアクアリウム」
　　8/13「ばしゃばしゃペンギン」
　　8/14「実物大！羽図鑑をつくろう」
　　8/20「ブーブーカモ笛」
　　8/21「土壌生物クマムシを観察しよ
う」
　　8/27「ばしゃばしゃペンギン」
　　8/28「くるくる鳥ひこうき」
≪鳥凧教室≫１月上旬

講師報償費
　６０千円
消耗品
　１２０千円
市民スタッフ報償費
　４５千円

鳥
の
博
物
館

フロアスタッフイベン
トのうちのいくつか
で、鳥博友や市民ス
タッフと協働する。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

基本目標　２　生涯にわたってさまざまな学びのできるまちづくり 基本目標　２　生涯にわたってさまざまな学びのできるまちづくり
①地域への関心を高める学びの機会の推進 ①地域への関心を高める学びの機会の推進

子ども達が提案したアイデア
が事業として実現した「給食新
メニュー・コンテスト」は多くの
応募もあり、我孫子産野菜を
はじめ、地域への関心を高め
る機会になった。

C．廃止･休止

まちづくり探検隊は、当初、子
どもの権利条約の考え方を
ベースに策定された前子ども
総合計画に基づき、子どもの
意見表明の場の確保として実
施してきたが、現実はそうした
当初の目的からそれてきてし
まっている。こうしたことから、
平成26年度の事業仕分けを
受けて、「本来の事業趣旨、目
的に立ち返り、事業の廃止も
含め、新規事業の立ち上げや
他事業での目的達成など関係
各部課と検討する。」とした。
よって、平成28年度は代替事
業を検討することとなった。

平成28年度はまちづくり探
検隊に替わる事業として、関
係部課と検討する。

なし

子
ど
も
支
援
課

40
まちづくり探
検隊

子どもたちがまち
づくりについて意
見を述べる機会と
場をつくる。子ども
たちの暮らしや環
境をもっと良くして
いくため、子ども
たちががんばって
できることや、大
人に手助けして欲
しいことを考える
機会を提供する。

●平成２７年度：給食新メニュー・コンテスト（１学期分）
【日　　　程】
応募期間：６月～９月（※５月２０日に各校に応募用紙配布予
定）
最終選考：１２月
定例記者会見：平成２８年２月２２日
市長賞（最優秀個人賞）の表彰式・試食：平成２８年２月２５日
教育長賞(最優秀学校賞)へ表彰状と記念品を配布：平成２８年
２月２５日
新メニュー登場：平成２７年度３学期
【対　　　象】　小学４年生～６年生
【使用野菜】　春・夏野菜
【応  募  数】  ４７４件
【市  長  賞】　我孫子第一小学校　６年男子　「野菜たっぷり豆
腐しゅうまい」
　　　　　　　　　※賞状及び記念品（米１０㎏）
【教育長賞（最優秀学校賞）】　布佐南小学校　※賞状及び記念
品（学校給食用野菜としてミニトマト）

【給食新メニュー・コ
ンテストの応募数】
　４７４件

給食新メニューコンテスト
記念品
　8,164円

計画づくりの段階か
ら市民（子ども）の意
見を反映した。

C
．
わ
か
ら
な
い
・
未
実
施

関係部課との協議、市長協議の結果、
まちづくり探検隊は廃止することとなっ
た。

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

新たなあびっ子クラブを設置し
たことで放課後により多くの子
どもたちが安心・安全に過ご
すことのできる環境が増え、地
域の方の協力を得て異年齢間
の交流や様々な体験を通して
子どもの成長を育むことがで
きた。

A．現状どおり推進

スタッフの年齢層の高齢化が
進み、長期休暇等を含めあ
びっ子クラブを運営するスタッ
フの確保が難しくなっている。
また、疾病等を理由に退職す
るスタッフが増え、スタッフの
資質向上を目指す必要があ
る。

平成27度末までに市内小学
校13校中10校にあびっ子ク
ラブを設置しています。
我孫子市放課後子ども総合
プラン行動計画に基づき、
市内全小学校へのあびっ子
クラブの設置に向け、平成
28年度は湖北小・新木小、
平成30年度には布佐小へ
の開設を進めていきます。

事業を実施したことにより、貴
重な谷津の自然を認識いただ
いたとともに、谷津に興味を持
ち保全していくボランティアに
ついて理解が得られました。

A．現状どおり推進

現在活動をされているボラン
ティアの高齢化が進んでいる
ため、会員募集の拡大および
活動への参加呼びかけを強
化しなければならない。

なし
42

谷津ミュージ
アムづくり推
進事業

手賀沼沿いで最
も谷津の地形と自
然環境が残され
ている岡発戸・都
部地区の谷津３
６．７ヘクタールを
まるごと保全し、
かつての農村環
境の復活を目指
す。

●谷津の自然観察会
【日程・参加者】
４月２５日（土）　１０名
７月２０日（祝）　２３名
２月２０日（土）　　７名
【場所】谷津ミュージアム（岡発戸・都部の谷津）

●谷津学校
≪１３期生≫
【日程】４月～３月
【場所】谷津ミュージアム（岡発戸・都部の谷津）
【参加者】３人

●谷津の自然観察
会　３回合計参加
者　４０人

●谷津学校　受講
者合計　３人

●自然観察会
　講師報償費
　　13,000円
●谷津学校
　講師報償費
　　39,000円
　林業安全講習会委託料
　　43,000円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●谷津の自然観察会
【日程】
５月７日（土）　　１１名
７月１８日（祝）　２８名
２月１８日（土）
【場所】谷津ミュージアム（岡発戸・都部
の谷津）

●谷津学校
≪１４期生≫
【日程】４月～３月
【場所】谷津ミュージアム（岡発戸・都部
の谷津）
【参加者】７人

●自然観察会
　講師報償費
　　13,000円
●谷津学校
　講師報償費
　　39,000円
　林業安全講習会委託料
　　43,000円 手

賀
沼
課

41

子どもの居場
所づくり事業
（あびっ子クラ
ブ）

地域の方々がサ
ポーターとして、チャ
レンジタイムや子ど
もの見守りに参加す
ることや、サポーター
会議を通して子ども
への対応など意見交
換をし、運営に生か
している。

なし

子
ど
も
支
援
課

あびっ子クラブ運営費（既
存分）
　20,529千円
湖北小（Ｈ28.6オープン）
運営費
　2,811千円
新木小（Ｈ29.3オープン）
運営費等
　86,836千円
携帯電話設置
　198千円
施設維持補修費
　400千円

【チャレンジタイム
総実施回数】
　１２３７回　（全１０
クラブ合計）

・平成２７年６月に二小あびっ子クラブ、平成２７年８月に高野山
小あびっ子クラブ、平成２７年９月に四小あびっ子クラブをオー
プンした。
・平成２９年３月オープン予定の新木小あびっ子クラブの設計業
務を完了した。
●あびっ子クラブ
【活動内容】フリータイム、チャレンジタイム
【対象者】あびっ子クラブ設置小学校に在籍する１年生から６年
生まで全ての子ども
【活動日】
月～金曜日：下校時～午後５時
土曜日、学校の振替休業日：午前１０時～午後５時まで
春、夏、冬休み等の長期休業日：午前９時～午後５時
（ただし土曜日は午前１０時～午後５時）
※１１月～１月の閉室時間は、全日午後４時３０分となります。
【活動しない日】日曜日・祝日・年末年始
【活動場所】あびっ子クラブメインルーム、体育館、校庭等
●登録状況
≪一小あびっ子クラブ≫447人（登録率：79.5％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：お琴、おし花等
　実施回数（年間）：221回　　延べ参加人数：2,956人
≪四小あびっ子クラブ≫623人（登録率：76.1％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：カレンダー作り、囲碁等
　実施回数（年間）：73回　　延べ参加人数：858人
≪根戸小あびっ子クラブ≫808人（登録率：64.5％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：将棋、おはなし会等
　実施回数（年間）：322回　　延べ参加人数：3,934人
≪並木小あびっ子クラブ≫332人（登録率：79.8％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：囲碁、工作等
　実施回数（年間）：102回　　延べ参加人数：1,368人
≪二小あびっ子クラブ≫332人（登録率：74.1％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：カレンダー作り、カプラ等
　実施回数（年間）：56回　　延べ参加人数：617人
≪三小あびっ子クラブ≫488人（登録率：66.4％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：茶道、囲碁等
　実施回数（年間）：119回　　延べ参加人数：1,353人
≪高野山小あびっ子クラブ≫551人（登録率：82.5％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：工作、囲碁等
　実施回数（年間）：49回　　延べ参加人数：973人
≪湖北台西小あびっ子クラブ≫238人（登録率：68.2％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：手話ダンス、グランドゴル
フ等
　実施回数（年間）：90回　　延べ参加人数：971人
≪湖北台東小あびっ子クラブ≫198人（登録率：63.7％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：お習字、お琴等
　実施回数（年間）：132回　　延べ参加人数：1,507人
≪布佐南小あびっ子クラブ≫104人（登録率：63.4％）
　【チャレンジタイム】　主な実施内容：お話、けん玉等
　実施回数（年間）：73回　　延べ参加人数：692人

※布佐小（長期休業日のみ布佐南小あびっ子クラブ利用）：37人

【活動内容】
フリータイム、チャレンジタイム
【対象者】
あびっ子クラブ設置小学校に在籍する１
年生から６年生まで全ての子ども
【活動日】
月～金曜日：下校時～午後５時
土曜日、学校の振替休業日：午前１０時
～午後５時まで
春、夏、冬休み等の長期休業日：午前９
時～午後５時
（ただし土曜日は午前１０時～午後５時）
※１１月～１月の閉室時間は、全日午後
４時３０分となります。
【活動しない日】日曜日・祝日・年末年始
は実施しません。
【活動場所】あびっ子クラブメインルー
ム、体育館、校庭等
【オープン予定】
平成２８年６月　湖北小あびっ子クラブ
オープン
平成２９年３月　新木小あびっ子クラブ
オープン

地域の方々がサ
ポーターとして、チャ
レンジタイムや子ど
もの見守りに参加す
ることや、サポーター
会議を通して子ども
への対応など意見交
換をし、運営に生か
している。

あびっ子クラブ運営費（新
規校の整備費等含む）
　37,221千円
新規校（新木小）実施設計
　2,085千円
既存施設　維持補修工事
　47千円
湖北小整備工事費
　2,941千円
湖北小備品購入費
　36千円

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

放課後に子どもた
ちが安心・安全に
過ごすことのでき
る環境を整備し、
地域の方の協力
を得て異年齢間
の交流や様々な
体験を通して子ど
もの成長を育む。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

手賀沼の水質状況の説明は
もとより、遊覧船に乗り、手賀
沼に水上から触れ合っていた
だくことで、手賀沼や手賀沼に
暮らす様々な生き物を目で見
て、身近に感じてもらい、浄化
啓発を図れた。

B．改善・見直しを行う

小学校の実施数が増えるよう
周知する。

小学校の参加申込みが増え
るよう、カリキュラムを組む
前の前年度中に案内を行
う。

中止になった企画もあったが、
１，６８３人もの企画への参加
者があり、広く手賀沼の水質
浄化活動及び浄化啓発活動
が行えた。

A．現状どおり推進

イベントによっては、子どもの
参加がほとんどないものがあ
る。

なし

44
手賀沼流域
フォーラムの
開催

市民団体が中心
となって水質浄化
活動を展開する
手賀沼流域フォー
ラムの開催を支
援する。

●地域イベントの開催
柏、我孫子、流山、松戸、鎌ケ谷、白井、印西の手賀沼流域７市
各市民団体によるイベントを開催した。
【企画数】２８企画
[内訳]柏：６企画　、我孫子：１３企画、流山：０企画（中止となっ
たため）、松戸：２企画、鎌ケ谷：２企画
白井：２企画　　印西：３企画
【総参加者数】１，６８３人

●全体会の開催
フォーラムの課題に沿った内容の全体会を開催した。
≪講演会≫
【内容】
講演「琵琶湖の保全から学んだ経験と滋賀から世界への発信」
報告「美しい手賀沼をめざして」
【日　時】１０月１７日（土）１３：３０～１６：４０
【場　所】手賀沼親水広場　３階　研修室
【参加者】７２人
≪見学会≫
【内容】「水草展」バス見学会
【日　時】２月１１日（木・祝）１０：００～１５：３０
【場　所】千葉県立中央博物館
【参加者】３２人

総参加者数
　１，６８３人

なし 美しい手賀沼を愛す
る市民の連合会を中
心として市民団体が
主体となって各地域
企画を実施してい
る。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●地域イベントの開催
柏、我孫子、流山、松戸、鎌ケ谷、白
井、印西の手賀沼流域７市各市民団体
によるイベントを開催する。

●全体会の開催
フォーラムの課題に沿った内容の全体
会を開催する。

なし

手
賀
沼
課

43
手賀沼船上
学習の実施

遊覧船で手賀沼
を一周しながら小
学生や市民に手
賀沼汚濁の歴史
や状況などの話
をする船上学習を
開催し、手賀沼の
浄化啓発を図る。

小学校及び市民団体等からの視察を随時受け付けし、船上学
習を実施した。
●小学校の環境学習
【日程・参加者】
≪並木小学校≫
６月　３日、８７人
≪第四小学校≫
６月１０日、１４０人
≪湖北台西小学校≫
６月２４日、５６人

●市民団体等の市民講座や視察等の船上見学
【日程・参加者】
１０月１６日、１団体２０人
　１月３１日、１団体３０人

市内小学校実施数
３校（１３校中）

２５８，０００円
（遊覧船２０，０００円×１２
隻＋船外機９，０００円×２
隻）

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

小学校及び市民団体等からの視察を随
時受け付け、船上学習を実施する。

なし

美しい手賀沼を愛す
る市民の連合会を中
心として市民団体が
主体となって各地域
企画を実施してい
る。

４５８，０００円
（遊覧船２０，０００円×２２
隻＋船外機９，０００円×２
隻）

手
賀
沼
課
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

日本各地はもとより、海外から
も７カ国の出展を招へいし、例
年以上の発表となった。また、
広い世代に人気の恐竜をテー
マに記念講演を行なったこと
や、都内ラジオやＮＨＫやＴＢＳ
等テレビ番組に取り上げても
らったこともあり、過去２年の
来場者（ＪＢＦ２０１４：２７，００
０人　ＪＢＦ２０１３：３３，０００
人）から大幅に増やすことがで
き、多くの方へ手賀沼の魅力
と自然環境の大切さを伝える
ことができた。

B．改善・見直しを行う

多くの来場者があるため、そ
の中には鳥や自然に関心の
ある方から単にお祭りを楽し
みに来る方もいる。実行委員
会構成団体も、野鳥の会や鳥
類保護連盟など、JBFをより鳥
や自然環境の研究発表の場と
すべきと考える団体や、青年
会議所や商工会など、もっと
お祭りとして盛り上げるべきと
考える団体もいる。JBFをどの
ような方向で展開していくの
か、実行委員会で協議してい
く必要がある。

課題で挙げた内容をふまえ
ながら、海外からの出展な
ど新たな事業を常に実施し
ていく必要がある。

45
ジャパンバー
ドフェスティバ
ル

自然のシンボルで
ある鳥たちの魅力
を題材とした芸術
的・文化的なイベ
ントを開催し、鳥
類知識の普及や
手賀沼などの自
然環境保全の情
報の受発信を推
進する。

ＪＢＦ開催１５回記念及び我孫子市制施行４５周年記念開催とな
るＪＢＦ２０１５では、記念事業として海外７カ国からの出展団体
の招へいや、JBF実行委員会委員長とゲストによる講演会を
行った。ＪＢＦ開催前のＰＲも、あびこの魅力発信室をＪＢＦ実行
委員会事務局に加え、メディアに情報発信を行うとともに、駅前
での告知ライブ等も開催した。関係機関とさらに協力し、また
様々な出展団体間の情報交換促進を行い、鳥の魅力と自然環
境の大切さへの関心を持ってもらう機会づくりを行った。
【開催日】
１０月３１日（土）、１１月１日（日）
【開催場所】
 アビスタ、手賀沼親水広場他６会場
【記念事業】
・鳥学講座スペシャル「研究最前線～今どうなってる？鳥と恐
竜」
　アビスタ１階ホールにあわせ、２階第１学習室に同時上映モニ
ターを設置し、より多くの来場者に講演会に参加いただいた。
・海外からの出展者の招へい　　参加国計：７カ国
　リトアニア共和国・台湾・モンゴル・インド・フィリピン・香港・ブル
ネイ
　ＪＢＦ史上初の７カ国の参加を実現させ、世界にＪＢＦをＰＲし
た。
・出張・ことりカフェwith Birdstory
　人気の鳥カフェ・ことりカフェと愛鳥家のコミュニティサイト・
Birdstoryが水の館１階に記念出店。発信力も強い両社の協力
で、これまでにない支持層の来場や、女性が楽しめる雰囲気で
フェスティバルを盛り上げた。
・移動飲食販売車出店
　アビスタ会場に移動販売車３社が出店し、アビスタ会場を盛り
上げた。
【参加者】４０，０００人（開催２日間延べ人数）

【JBF　HPアクセス
数】
　１０７，０００件（平
成２７年４月１日～
平成２７年１１月９
日）
【参加者】
　４０，０００人（開
催２日間延べ人数）

３，２０５，０９６円

【内訳】
負担金
　３，２００，０００円
（我孫子市制施行４５周年
記念開催分４００，０００円
含）
旅費
　５，０９６円

我孫子野鳥を守る会
や中央学院大学、山
階鳥類研究所等で
実行委員会を構成
し、協働で事業を進
めている。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

改修工事の関係で水の館周辺が使用で
きないが、関係機関と協力し、様々な出
展団体間の情報交換促進を行い、鳥の
魅力と自然環境の大切さへの関心を
持ってもらう機会づくりを行う。
【開催日】
１１月５日（土）、６日（日）
【開催場所】
 アビスタ、手賀沼親水広場等７会場

我孫子野鳥を守る会
や中央学院大学、山
階鳥類研究所等で
実行委員会を構成
し、協働で事業を進
めている。

２，８２１，３００円

【内訳】
負担金
　２，８００，０００円
旅費
　２１，３００円

手
賀
沼
課
・
商
業
観
光
課
・
鳥
の
博
物
館
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

なし A．現状どおり推進

なし なし

我孫子産米、我孫子産野菜の
認知度については、小・中学
生ともに増加した。
米飯・和食給食を推進し、児
童生徒に米を中心とした和食
文化や「日本型食生活」の良さ
を伝えることができた。

A．現状どおり推進

我孫子産米、我孫子産野菜の
認知度とともに、児童生徒の
食に関する自己管理能力を高
める必要がある。
我孫子産野菜の使用割合は、
天候不順等のため前年より０.
４％減少している。

なし

全１２回の学習を通し、さらに
我孫子について知りたいと意
欲を持つ受講生や、市民活動
に関心を持ち、参加検討され
る受講生も多く、継続学級も発
生しており次のステップアップ
が大いに期待できる。

A．現状どおり推進

講座内容が例年同じ様な内容
になる事が多い。

提案型公共サービス民営化
制度や運営方法などは現状
どおり推進するが、講座内
容の変更を視野に入れ受託
者と協議していく。

失われつつある民俗文化財の
聞き取り調査は、時間とのた
たかいであり、文字として記録
できたことは貴重な機会となっ
た。

A．現状どおり推進

なし なし
49

市史調査研
究

我孫子市内に残
る古文書の解読
や資料類の収集・
調査研究を行い、
報告書等を作成し
て市政や教育に
活用する。

市内に残る古文書、古記録、石造物、寺社、建造物などの歴
史・文化遺産を現地調査し、市民からの聞き取り調査や資料収
集を通じて調査研究を進める。

●資料調査
井上家資料の資料目録作成にむけての資料調査を実施。

●古文書管理
市内諸家文書の問い合わせ、資料閲覧対応

●和紙公図の保存修復
和紙公図を専門業者に委託し、６７点の地図を保存修復した。

嘱託共済費
　４１６千円
旅費
　２８３千円
需用費
　２６１千円
報償費
　８千円
役務費
　１０千円
備品購入費
　９千円
負担金
　９千円
和紙公図修復委託
　８９７千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●資料調査
井上家資料の資料目録作成にむけての
資料調査。専門に従事する３号嘱託職
員を採用し、読解とデータ作成をおこな
う。
●古文書管理
市内諸家文書の問い合わせ、資料閲覧
対応
●和紙公図の保存修復
和紙公図を専門業者に委託し、５６点の
地図を保存修復する予定（修復したもの
のデータ化を含む）。

なし嘱託共済費
　６９７千円
旅費
　５１０千円
需用費
　３１６千円
報償費
１０千円
役務費
　３４千円
備品購入費
　２０千円
負担金
　９千円
和紙公図修復委託
　８９７千円

48
市民カレッジ
我孫子を知る
コース

我孫子の歴史や
我孫子と関わった
文人たちの足跡を
講義と史跡めぐり
を交えて学び、郷
土愛と市民意識
の向上を図り、家
族や地域へ伝承
する機会とする。
また、仲間づくり
や生涯学習の
きっかけづくり、我
孫子市政や市民
活動の現状など
をテーマに取り入
れ、市民活動の
動機付けとする。

【日程】５月から１２月の間で全１２回コース
【内容】
・学習内容は、「我孫子の古代・中世」、「白樺派の文人たち」、
「史跡めぐり」、「手賀沼船上学習」、「我孫子市の課題」、「市民
活動の現状」等
・講義形式と実習形式で実施
・募集人員３６人
【場所】我孫子地区公民館ほか
※提案型公共サービス民営化制度により採用した事業

【受講者数】
　３６人

一人でも多くの受
講者が、学習成果
を日常生活で生か
せるきっかけ作りを
する。

委託事業費
　４００，０００円

提案型民営化制度
により市民団体へ委
託した。また、講座
の講師として市民活
動団体を活用してい
る。
・ＮＰＯ法人ふれあい
塾あびこ　・我孫子
の文化を守る会　・
つくし野南サロン　・
ＮＰＯ法人あびこシ
ニアライフネット

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【開催場所】
我孫子地区公民館
【日程】
５月から１２月の間で全１２回コース
【募集人数】３６人　※応募が１５名未満
の場合は、講座は実施しない
【内容】
・学習内容は、「我孫子の古代・中世」
「白樺派の文人たち」、「史跡めぐり」、
「手賀沼船上学習」「我孫子市の課題」
「市民活動の現状」　等
・講義形式と実習形式で実施する。

委託事業費
　４００，０００円

生
涯
学
習
課

47

我孫子産農
産物の学校
給食導入事
業

我孫子産米や我
孫子産野菜を取り
入れた学校給食
を通じて我孫子市
の農業への興味
関心を持ってもら
うとともに、栄養
バランスの優れた
「日本型食生活」
の定着を図る。

●我孫子産米・我孫子産野菜
我孫子産野菜を月１～４回学校給食に使用し、品数・数量ともに
増やす。
使用回数は全校平均で月３.８回、品数は４.９品目、使用割合は
全野菜量に対して６.５％だった。

【我孫子産米・我孫子産野菜の認知度】
我孫子産米・我孫子産野菜の認知度９０％を目標とする。
６月実施のアンケート結果では我孫子産米の認知度は小学校８
６.０％、中学校８２.０％
我孫子産野菜の認知度は小学校８７.４％、中学校８９.３％だっ
た。

●米飯給食
米飯給食回数３.９回/週を目標とする。
米飯給食を週４回実施した。

●和食の実施
和食の実施回数を５０％以上とする。
和食献立の実施率は全校平均６１％を達成。

【６月実施のアン
ケート結果】
●我孫子産米の認
知度
　≪小学校≫
　　８６.０％
　≪中学校≫
　　８２.０％
●我孫子産野菜の
認知度
　≪小学校≫
　　８７.４％
　≪中学校≫
　　８９.３％

我孫子産米調達業務委託
料
　7,292,320円

我孫子産野菜の給
食導入事業におい
て、市内農業者や地
産地消推進協議会と
連携、協力してい
る。 A

．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●我孫子産米・我孫子産野菜
我孫子産米・我孫子産野菜の認知度１０
０％を目標とする。
我孫子産野菜を月１～４回学校給食に
使用し、品数・数量ともに微増を目標と
する。

●米飯給食
米飯給食回数３.９回/週を目標とする。

●和食の実施
和食の実施回数を５０％以上とする。

我孫子産野菜の給
食導入事業におい
て、市内農業者や地
産地消推進協議会と
連携、協力する。

提案型民営化制度
により市民団体へ委
託する。また、講座
の講師として市民活
動団体を活用する。

我孫子産米調達業務委託
料
　7,412,000円

46
地区計画制
度の活用の
支援

市民が地区計画
制度を活用して、
宅地開発などによ
り整備された良好
な住環境を保全
することを支援す
るため、ホーム
ページなどによる
制度の周知や出
前講座を行う。

地区計画制度の説明パンフレットやホームページを活用して、
市民や事業者に対して正確に情報提供を行った。

●パンフレット
【配布場所】　市役所都市計画課
【配布部数】　100部

【ホームページ閲覧
数】
　594件
【地区計画の区域
内における行為の
届出件数】
　 65件

なし なし A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

地区計画制度の説明パンフレットやホー
ムページを活用して、市民や事業者に
対して正確に情報提供を行う。

なし

都
市
計
画
課

なし

学
校
教
育
課

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

郷土芸能を保存と継承する市
民団体と、小中学校の郷土芸
能クラブの発表の場を提供す
ることにより、広く市民に郷土
芸の魅力を伝え、保存継承し
ていくことの一助となった。

A．現状どおり推進

なし なし

文化財保護補助金を活用し、
指定文化財　中里薬師堂薬師
三尊像の保存修復を実施し
た。
ヒカリモを指定文化財化した。

A．現状どおり推進

指定文化財への保存支援に
ついては、所有者の意向を汲
みながら、計画的に実施でき
るよう調整する必要がある。
指定文化財の追加について
は、文化財の重要性だけでな
く、関係者同意に依る部分が
多い。

なし

例年に比して民間開発発掘調
査が多い中、調査を円滑に実
施できた。
民間開発発掘調査では、湖北
地区の郡衙関連集落を調査
し、古墳時代から奈良・平安時
代の集落変遷が明らかになっ
た。

A．現状どおり推進

なし なし

下ヶ戸貝塚については報告書
刊行３か年目にあたっており、
貝塚の全容解明にむけて大き
な成果を上げることができた。

A．現状どおり推進

なし なし53
考古遺物整
理

埋蔵文化財発掘
調査により出土し
た遺物を整理して
記録保存した内
容を、発掘調査報
告書として刊行し
て公開し、市政や
教育に活用する。

『下ヶ戸貝塚Ⅲ』、『平成２７年度市内遺跡発掘調査』の２冊の報
告書を刊行した。

【一年間の報告書
刊行冊数】
　２冊

需用費
　１，０６０千円
委託料
　２，４８１千円
使用賃借料
　２３１千円

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

３冊程度の発掘調査報告書の刊行を予
定している。

なし報償費
　３０千円
需用費
　１５１０千円
委託料
　４８０千円
使用賃借料
　１０１千円
備品購入費
　２０千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

52
埋蔵文化財
発掘調査

市内に所在する
埋蔵文化財包蔵
地において、公共
事業、民間開発
等に伴って現状
変更が行われる
のに先立ち、遺跡
の記録保存を目
的とした埋蔵文化
財発掘調査を行
う。

市内遺跡発掘調査、不特定遺跡発掘調査、公共事業発掘調
査、民間開発発掘調査を実施した。
案件が上がった際にできるだけ速やかに対応した。
【市内遺跡発掘調査】１０件　（昨年度１１件）
【不特定遺跡発掘調査】１件　（昨年度２件）
【公共事業発掘調査】０件　（昨年度０件）
【民間開発発掘調査】５件　（昨年度1件）

【必要な発掘調査
の実施率】
　１００％

●市内遺跡発掘調査・不特
定遺跡発掘調査
　需用費
　　６００千円
　修繕料
　　６９千円
　使用賃借料
　　１，５０２千円

●民間開発発掘調査
　需用費
　　５８４千円
　使用賃借料
　　２，４４５千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市内遺跡発掘調査、不特定遺跡発掘調
査、公共事業発掘調査、民間開発発掘
調査を実施する。
案件が上がった際にできるだけ速やか
に対応する。

●市内遺跡発掘調査・不
特定遺跡発掘調査
　需用費　６７０千円
　修繕料　１９０千円
　業務委託料　１７００千円
　使用賃借料　１，９０７千
円
●公共事業発掘調査
　需用費　１０千円
　使用賃借料　４８千円
●民間開発発掘調査
　需用費　３００千円
　委託料　４００千円
　使用賃借料　１，０００千
円
　備品購入費　８０千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

51
文化財の指
定調査と保存
支援

指定文化財制度・
登録文化財制度
の活用を行うこと
により、時代の流
れにより滅失しや
すい有形・無形文
化財の保護を行
う。

●指定文化財・登録文化財制度の活用
市指定文化財を増やし、保存につなげる。２７年度は新たな市
指定文化財としてヒカリモを指定した。

●文化財保存基金
文化財保存基金募金箱を文化財施設に設置したほか、イベント
に際して募金箱を持参し、市民に対し基金の主旨の宣伝を行っ
て、協力を積極的にもとめた。文化財の保存や活用に役立てる
ため、基金への募金を募り、また、計画的な積立を行った。

●指定文化財への保存支援
市指定文化財の整備や維持管理のための補助金の活用を進
める。２７年度は中里薬師堂薬師三尊像保存修復を実施した。

●文化財の維持・管理
県指定史跡水神山古墳の草刈りを実施した。
県指定天然記念物東源寺榧の木施肥及び除草を行い、現況調
査を実施した。

【市指定文化財数】
　１５個

報償費
　７６千円
委託料
　２９６千円
文化財保護補助金
　６４０千円
文化財保存基金積立金
　２，４１０千円

中里区が所有する
仏像の修理費を半
額捻出し、市が同額
補助を実施した。ま
たヒカリモの発生す
る谷津ミュージアム
の維持管理は市民
が担っている。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●指定文化財・登録文化財制度の活用
市指定文化財を増やし、保存につなげ
る。

●文化財保存基金
文化財の保存や活用に役立てるため、
基金への募金を募り、また、計画的な積
立を行う。

●指定文化財への保存支援
市指定文化財の整備や維持管理のため
の補助金の活用を進める。

●文化財の維持・管理
県指定史跡水神山古墳の草刈りを実施
する。
県指定天然記念物東源寺榧の木施肥
及び除草を行う。

なし

なし

報償費　８０千円
需用費
　１００千円
委託料
　４２９千円
文化財保護補助金
　２，０００千円
文化財保存基金積立金
　８０２千円

50
郷土芸能へ
の支援

郷土芸能の発表
の場を設けること
により、継承者の
意識の高揚と団
体内の活性化を
図る。

我孫子市に伝わる神楽舞や祭囃子などの民俗芸能を発表する
郷土芸能祭を教育委員会の主催で実施した。
【日程】１２月２０日（日）
【場所】湖北地区公民館
【郷土芸能祭参加者数】１０２人
【入場者】４５０人
【出し物】「神楽舞」「祭囃子」「寿獅子舞」など。
【出演者】「古戸はやし連中」「あびこふるさと会」「ひょっとこ睦」
「布佐中郷土芸能講座」「第四小伝統芸能クラブ」「湖北小伝統
芸能クラブ」「布佐小伝統芸能クラブ」　他

【入場者数】
　４５０人

出演者報償費
　１００千円
需用費
　１７０千円
委託料
　５６１千円

「古戸はやし連中」
「あびこふるさと会」
「ひょっとこ睦」「布佐
中郷土芸能講座」
「第四小伝統芸能ク
ラブ」「湖北小伝統芸
能クラブ」「布佐小伝
統芸能クラブ」の郷
土芸能クラブが発表
を行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

我孫子市に伝わる神楽舞や祭囃子など
の民俗芸能を発表する郷土芸能祭を教
育委員会の主催で実施予定。
【日程】１２月４日（日）
【場所】湖北地区公民館
【出し物】「神楽舞」「祭囃子」「寿獅子舞」
など。
【出演者】「古戸はやし連中」「あびこふる
さと会」「ひょっとこ睦」「布佐中郷土芸能
講座」「第四小伝統芸能クラブ」「湖北小
伝統芸能クラブ」「布佐小伝統芸能クラ
ブ」　他

出演者報償費
　１００千円
需用費
　１７０千円
委託料
　６９２千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

「古戸はやし連中」
「あびこふるさと会」
「ひょっとこ睦」「布佐
中郷土芸能講座」
「第四小伝統芸能ク
ラブ」「湖北小伝統芸
能クラブ」「布佐小伝
統芸能クラブ」の郷
土芸能クラブが発表
を行う。

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

この観察会を通して我孫子の
自然について、親しみをもって
理解する機会の提供ができ
た。

B．改善・見直しを行う

参加者が少ない回があった。 広報以外にも周知の方法を
工夫する。
他課のイベントと内容・時期
が重ならないよう注意する。
よりよい内容になるよう絶え
ず工夫する。

子どもから大人まで身近な自
然に関心を持つことができる
ような定点・定期の観察会を
実施することができた。

A．現状どおり推進

なし なし

　②子どもから高齢者までに対応した学習内容の提供 　②子どもから高齢者までに対応した学習内容の提供
延べ２４６名の体験者があり、
子どもや若者が市民公益活動
に参画する機会の提供ができ
た。

A．現状どおり推進

なし なし
56

子どもＮＰＯ
ボランティア
体験

子どもや若者を対
象に市民活動団
体や福祉施設等
でボランティア体
験できる情報を提
供することで、子
どもや若者が市
民公益活動に参
画する機会を増
やすとともに、体
験を受け入れる
団体の活性化を
図る（平成２６年
度から指定管理
者事業として実
施）。

指定管理者事業の一つとして実施。

●子どもＮＰＯボランティア体験
【日程・場所】場所・時期：受入団体により異なる。（イベント、通
常の活動等）
【対象】小学生から大学生
【体験者数】
幼稚園１名、小学生１３４名、中学生７２名、高校生３３名、大学
生６名、全体で延べ２４６名

●情報紙
【タイトル】ＪＯＹボラ
【発行回数】年２回　・・・夏休み前（7月頃）、冬休み前（11月頃）
【内容】ボランティアを募集する団体や募集人数、条件など

【体験受入れ団体】
　４０以上
【体験者総数】
　２００名以上

指定管理者事業の一つとし
て実施。指定管理料
　15,000,000円

指定管理者事業の
一つとして実施。指
定管理者　ＮＰＯ法
人ＡＣＯＢＡ

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

指定管理者事業の一つとして実施。

●子どもＮＰＯボランティア体験
【日程・場所】開催場所・時期：受入団体
により異なる。
【対象】小学生から大学生

●情報紙
年2回発行

指定管理者事業の一つと
して実施。指定管理料
　14,500,000円

市
民
活
動
支
援
課

55
てがたん（手
賀沼の自然
観察会）

環境学習の一環
として、鳥の博物
館周辺の身近な
自然に関心を持
ち、理解を深める
ことを目的に観察
会を行う。

毎月第２土曜日午前１０時から正午までの２時間、子どもから大
人まで身近な自然に関心を持つことができるような観察会を鳥
の博物館市民スタッフと協働で実施。

【日程・内容】
毎月第２土曜午前１０時から正午まで
≪第 １回≫４月１１日　春の花・・・参加者５人
≪第 ２回≫５月９日　緑色の季節・・・参加者１５人
≪第 ３回≫６月１３日　初夏のイネ科植物・・・参加者２７人
≪第 ４回≫７月１１日　夏の水辺の生き物・・・参加者２９人
≪第 ５回≫８月８日　手賀沼の魚・・・参加者３５人
≪第 ６回≫９月１２日　秋の虫・・・参加者２２人
≪第 ７回≫１０月１０日　渡る生き物・・・参加者１７人
≪第 ８回≫１１月１４日　カモいろいろ・・・悪天候のため中止
≪第 ９回≫１２月１２日　冬の散歩道・・・参加者２１人
≪第１０回≫１月９日　冬鳥を楽しむ・・・参加者２４人
≪第１１回≫２月１３日　冬の散歩道Ⅱ・・・参加者８人
≪第１２回≫３月５日　土と生き物・・・参加者１７人
≪てがたんｉｎＪＢＦ≫１０月３１日「あびこの鳥たち」・・・参加者２
１人
１１月１日「あびこの鳥たち」・・・参加者１６人

【開催数】
　１３回
【参加者数平均（中
止回除く）】
　２０人

市民スタッフ報償費
　３３千円
保険料
　３０千円
遊魚料
　５千円

企画段階から実施ま
で鳥の博物館市民
スタッフと協働で行っ
た。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

毎月第２土曜日午前１０時から正午まで
の２時間、子どもから大人まで身近な自
然に関心を持つことができるような観察
会を実施。毎回約２０人の参加者を見込
み、鳥の博物館の市民スタッフと協働で
実施。

【日程・内容】
毎月第２土曜午前１０時から正午まで
≪第 １回≫４月９日　あびこの自然景観
≪第 ２回≫５月１４日　渡りと繁殖
≪第 ３回≫６月１１日　探してみよう！コ
ケの世界
≪第 ４回≫７月９日　歩道で生きるガッ
ツな植物
≪第 ５回≫８月１３日　魚を釣って観察
しよう
≪第 ６回≫９月１０日　帰る鳥・来る鳥
≪第 ７回≫１０月８日　秋の生き物たち
≪第 ８回≫１１月１２日　カモいろいろ
≪第 ９回≫１２月１０日　葉っぱの形で
名前がわかるかな？
≪第１０回≫１月１４日　冬鳥をじっくり観
察しよう
≪第１１回≫２月１１日　気にならない木
を気にしてみる冬の散歩道
≪第１２回≫３月１１日　春をさがそう

企画段階から実施ま
で鳥の博物館市民
スタッフと協働で行
う。

指定管理者事業の
一つとして実施。指
定管理者　ＮＰＯ法
人ＡＣＯＢＡ

市民スタッフ報償費
　６０千円
保険料
　３０千円
遊魚料
　５千円

鳥
の
博
物
館

54
あびこ自然観
察隊

環境学習の一環
として、我孫子の
自然を代表する
場所を選び、子ど
もから大人まで気
軽に参加できる観
察会を実施する。

子どもから大人まで分かりやすい観察会を目指し、環境学習の
一環として、我孫子の自然を代表する場所を選び、子どもから
大人まで気軽に参加できる観察会を年４回実施した。
開催場所は市内各所で、定員３０人で実施する。
≪第１回≫
　【内容】手賀沼のプランクトンと水鳥観察
　【日程】７月２９日（水）９：３０～１５：３０
　【参加者】２４人
≪第２回≫
　【内容】秋の谷津田観察会
　【日程】１０月１７日（土）９：３０～１２：００
　【参加者】４人
≪第３回≫
　【内容】おーい！冬鳥くん
　【日程】２月１４日（日）９：００～１２：３０　悪天候のため中止
≪第４回≫
　【内容】フクロウの鳴き声を探そう
　【日程】３月５日（土）１６：３０～１８：３０
　【参加者】１６人

【開催数】
　３回
【参加者数平均（中
止回除く）】
　１４．７人

市民スタッフ報償費
　１６千円
保険料
　１０千円

市民スタッフと協働し
て計画作りから実施
まで行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程・内容・場所】
開催場所は市内各所で、定員３０人で実
施する。
≪第１回≫「シギ・チドリに会いに行こう」
５月１５日（日）
≪第２回≫「手賀沼のプランクトンと水鳥
観察」８月３日（水）
≪第３回≫「鳴く虫観察会」９月３日（土）
≪第４回≫「おーい！冬鳥くん」２月１２
日（日）
≪第５回≫「春の谷津田観察会」３月２０
日（日・祝）

市民スタッフ報償費
　２０千円
保険料
　１０千円

鳥
の
博
物
館

市民スタッフと協働し
て計画作りから実施
まで行う。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

離乳期後半から幼児期に向け
ての食事のバランス、生活リ
ズム、歯の手入れ等について
健康教育を行い、正しい食習
慣への理解を促すとともに、
個別相談の強化を図ったこと
で保護者の不安の軽減につな
がった。

A．現状どおり推進

なし なし

適切な時期に妊娠、出産、育
児に関する知識を啓発するこ
とにより、「妊娠、出産、育児に
関する知識を高めた人」の割
合が９９．２％となっている。

A．現状どおり推進

なし なし

　離乳食の進め方全般を映像
で紹介したり、大人の食事か
らの取り分け食の実際のやり
方の実演及び試食を通じて確
認することにより、離乳食作り
の具体的なイメージがわき、
不安の軽減につながった。

A．現状どおり推進

なし なし
59 離乳食教室

離乳期において、
保護者が適切な
離乳食の実践方
法を学ぶことを通
して、乳児のすこ
やかな発育・発達
を助けるとともに、
家族の食生活を
見直すきっかけを
作り、生涯におい
て健康的な食生
活を送るための知
識を提供する。

【内容】
・成長段階に応じた離乳食の進め方に関する指導
・大人の食事を利用した離乳食の調理方法及び試食
・保護者・家族向けの食事を通した健康教育
・咀嚼に関する講話
【場所】保健センター
【日程】年１２回
【対象】市内在住の４～６か月の児を持つ保護者。
【参加者数】　２８９組

【離乳食に関する
知識を得た人の割
合】
　９９．１％

消耗品費
　８万円
細菌検査手数料
　２万円
臨時職員賃金
　１２万円

図書館の市民スタッ
フ（読書普及担当）
が、教室開始前に
「離乳食教室での乳
幼児と保護者への読
み聞かせ」を実施し
た。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【内容】
・成長段階に応じた離乳食の進め方に
関する指導
・大人の食事を利用した離乳食の調理
方法及び試食
・保護者・家族向けの食事を通した健康
教育
・咀嚼に関する講話
【場所】保健センター
【日程】年１２回
【対象】市内在住の４～６か月の児を持
つ保護者。

図書館の市民スタッ
フ（読書普及担当）
が、教室開始前に
「離乳食教室での乳
幼児と保護者への読
み聞かせ」を実施す
る。

消耗品費
　８万円
細菌検査手数料
　２万円
臨時職員賃金
　１５万円

健
康
づ
く
り
支
援
課

58
しあわせママ
パパ学級

体の変化が著し
い妊娠期に、日常
生活・栄養・環境
などについて、専
門職の健康教育・
アドバイスを受け
ることで、妊娠期
を健康に過ごし、
お産を無事に迎
えられるよう啓発
を図る。また夫婦
が、妊娠・出産・
育児に関して学ぶ
場を共有し、子育
てや家庭生活に
おける互いの役
割について考える
機会とする。

●しあわせママパパ学級
【実施日】　毎月１コース（１コース３日間）実施
【場所】保健センター
【対象者】　妊娠期の夫婦、家族
【実施内容】３日間１コース(平日２コース、土曜１０コース）
【開催回数】３６回
【参加者】
妊婦:１４８人（実）、３２７人（延）、夫・家族:１２６人（実）、２４６人
（延）
【委託】千葉県助産師会

【学級後のアンケー
ト結果】
≪「妊娠、出産、育
児に関する知識を
高めた人」の割合
≫
　９９．２％

運営委託料
　1,476,600円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【実施日】　毎月１コース（１コース３日
間）実施
【場所】保健センター
【対象者】　妊娠期の夫婦、家族
【実施内容】３日間１コース(平日２コー
ス、土曜１０コース）
【委託】千葉県助産師会

運営委託料
　1,476,600円

健
康
づ
く
り
支
援
課

57
後期離乳食
教室

乳幼児期後半か
ら幼児期にかけて
の適切な食事内
容、生活リズム、
間食のとり方等を
学ぶことを通じ
て、この時期の食
習慣が今後の健
全な食習慣の形
成につながること
への理解を促し、
親子共に健康的
な食生活を営むこ
とができるよう、食
事と歯科衛生に
関する実践的な
知識の提供をす
る。

【内容】
・成長段階に応じた離乳食の進め方に関する指導
・離乳期後半から幼児期に向けて、食事、起床・就寝等を含めた
生活リズムの整え方
・噛むことの大切さ、食形態の変化のさせ方、むし歯予防の話、
歯みがき指導
・間食の意義、適切な与え方
・家族全体の食事に関する健康教育
【場所】保健センター
【日程】年１８回
【対象】市内在住の８～９か月の児を持つ保護者。
【参加者数】　２７５組

【離乳食に関する
知識を得た人の割
合】９９．６％

消耗品費
　１１万円
通信運搬費
　７万円
臨時職員賃金
　１７万円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【内容】
・成長段階に応じた離乳食の進め方に
関する指導
・離乳期後半から幼児期に向けて、食
事、起床・就寝等を含めた生活リズムの
整え方
・噛むことの大切さ、食形態の変化のさ
せ方、むし歯予防の話、歯みがき指導
・間食の意義、適切な与え方
・家族全体の食事に関する健康教育
【場所】保健センター
【日程】年１８回
【対象】市内在住の８～９か月の児を持
つ保護者。

なし

なし

消耗品費
　１１万円
通信運搬費
　７万円
臨時職員賃金
　１７万円

健
康
づ
く
り
支
援
課
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

通学しながら他校の児童と共
同生活を送ることによって自
立心、協調性を育む一助と
なった。
保護者アンケートの記述か
ら、帰宅してから宿泊通学のこ
とを家庭で話したり、他校の子
と友達になったなどよい体験と
なっているなどの意見をいた
だいている。

B．改善・見直しを行う

子どもの対応に精通したスタッ
フの確保が課題である。
内部職員に依頼しスタッフ参
加していただいている。

平成２６年度事業仕分けに
取り上げられ、廃止案では
参加対象児童が２０００人に
対して１５０人程度の事業で
ある為廃止と指摘を受ける。
要改善案では現行プログラ
ムに独自性が無い、見直し
と目標達成のための工夫、
ニーズの再把握が必要、行
政が先頭に立つのではな
く、社会教育団体の育成が
必要との要改善の指摘を受
ける。これらの指摘から、プ
ログラムの内容を一部変更
して実施するという方針とし
た。

・最近の子ども達の傾向とし
て、体験活動やコミュニケー
ション不足が指摘されており、
子ども達が企画段階から参画
することや、子ども達が主体と
なったまつりに参加すること
は、貴重な社会体験の場と
なっている。
室内だけではなく、野外の公
園にもたくさんの催し物を行
い、毎年楽しんでいただいて
いる。

A．現状どおり推進

・企画運営にあたる役員の後
継者の発掘に苦慮をしてい
る。

なし

長年実施している事業なの
で、市民にも定着し、参加者も
多い。様々な体験をすること
で、豊かな心、社会性を育む
機会となっている。
ゲストを呼んで、まつりをより
一層活気づけている。

A．現状どおり推進

なし なし

62
げんきフェス
タ

市内の子ども達
が、楽しく充実し
た文化に触れ、地
域の中でいきいき
と逞しく、創造性
豊かに成長する
機会を作る。ま
た、それを支える
大人のネットワー
クを広げ、参加す
る団体の交流と文
化の向上を目指
す。

子どもに関連する団体や地域の自治会やお店などが実行委員
会を組織して、市と共同開催で実施する。芸術鑑賞、昔あそび、
体験型レクリエーション、お仕事体験が出来る「子どもハロー
ワーク」など子ども達が主役となって１日を楽しむイベントを行っ
た。
【日程】６月２１日（日）
【開催場所】湖北地区公民館及びその周辺
【参加者】７７３人（有料入場者数）

【参加者】
　７７３人（有料入
場者数）

負担金
　190千円

子どもに関係する団
体や地域のお店など
と実行委員会に参加
し、たくさんの子ども
達が楽しめるように
手続き等を行った。
イベント内の出し物
や運営など子どもに
関係する団体や地
域のお店など合計２
８団体と協働した

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

子どもに関連する団体や地域の自治会
やお店などが実行委員会を組織して、
市と共同開催で実施する。芸術鑑賞、昔
あそび、体験型レクリエーション、お仕事
体験が出来る「子どもハローワーク」など
子ども達が主役となって１日を楽しむイ
ベントを行う。
【日程】６月１２日（日）
【場所】湖北地区公民館及びその周辺

負担金
　190千円

子
ど
も
支
援
課

61
あびこ子ども
まつり

子どもがまつりの
企画から携わり協
力しながら自主的
に行動し、まつり
をつくりあげるとと
もに楽しむ機会を
提供する。参加す
る子どもは仕事体
験しアビーという
子どもまつりで使
える通貨をもら
い、使って楽しむ
という労働体験の
場を提供する。

●あびこ子どもまつり
あびこ子どもまつり実行委員会、我孫子市（共同主催）で、アビ
スタ、手賀沼公園を使用し、子ども達が主体となり、子ども達の
まつりを実施した。
【日程】１０月１８日（日）
【場所】アビスタ、手賀沼公園で実施
【参加者】１，１６３人（有料入場者数）

【参加者】
　１，１６３人（有料
入場者数）

負担金
　190千円

子どもに関係する団
体や地域のお店など
と実行委員会に参加
し、たくさんの子ども
達が楽しめるように
手続き等を行った。
【協賛協力団体数】
　２３団体

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●あびこ子どもまつり
あびこ子どもまつり実行委員会、我孫子
市（共同主催）で、アビスタ、手賀沼公園
を使用し、子ども達が主体となり、子ども
達のまつりを実施
【日程】１０月１６日（日）
【場所】アビスタ、手賀沼公園で実施予
定

子どもに関係する団
体や地域のお店など
と実行委員会に参加
し、たくさんの子ども
達が楽しめるように
手続き等を行う。

子どもに関係する団
体や地域のお店など
と実行委員会に参加
し、たくさんの子ども
達が楽しめるように
手続き等を行った。

負担金
　190千円

60
手賀の丘ふ
れあい宿泊通
学

手賀の丘少年自
然の家を宿泊場
所として、学校に
通いながら、子ど
もが集団のなかで
自己を確立し、心
の交流や連帯感
を身に付け、社会
のルールを養い、
自立心や協調性
などを育む機会を
提供する。

【日程】
≪第１回≫７月８日（水）から７月１０日（金）　 ２泊３日
≪第２回≫９月３０日（水）から１０月　２日（金）　 ２泊３日
≪第３回≫１１月１１日（水）から１１月１３日（金） 　２泊３日
【場所】
 千葉県立手賀の丘少年自然の家
【対象】
 市内１３小学校５～６年生
【募集人数】第１回～第３回　各回３２人
【参加者】
≪第1回≫31人（男15人　女16人）
≪第2回≫27人（男12人　女15人）
≪第3回≫28人（男15人　女13人）

【全参加者数】
　８６人

旅費
　30千円
需用費
　410千円
役務費
　66千円
支援者報償費
　82千円

市、教育委員会と宿
泊施設である県立手
賀の丘少年自然の
家との共同主催とし
て、また各小学校の
協力も得て年間3
回、調整を図った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程】
≪第１回≫７月６日（水）から７月８日
（金）　 ２泊３日
≪第２回≫９月７日（水）から９月９日
（金）　 ２泊３日
≪第３回≫１０月２６日（水）から１０月２
８日（金） 　２泊３日
【場所】
 千葉県立手賀の丘少年自然の家
【対象】
 市内１３小学校５～６年生
【募集人数】第１回～第３回　各回３２人

旅費
　3７千円
需用費
　525千円
役務費
　89千円
支援者報償費
　100千円

子
ど
も
支
援
課

市、教育委員会と宿
泊施設である県立手
賀の丘少年自然の
家との共同主催とし
て、また各小学校の
協力も得て年間3
回、調整を図る。

子
ど
も
支
援
課
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

イベントへの父親参加数が増
加（２６年度９７２人が２７年度
１，３６７人）していることから、
父親が子どもと関わる時間が
増えてきているのがわかる。
意識向上の成果がでている。

A．現状どおり推進

なし なし

それぞれの広場の特色を生か
し、利用者のニーズに合った
様々な講座を行ったことで、参
加者は、子育てに必要な情報
を得るとともに、一緒に受けた
保護者同士がつながりを広げ
ており、子育て支援の周知・関
心が高まっている。

A．現状どおり推進

なし なし

講師報償費
　200,000円
消耗品費
　40,000円
印刷製本費（パパのタネ増
刷）
　159,000円

保
育
課

64
子育て支援施
設における講
習

子どもが安全に遊
べる場を設け、親
同士や子ども同
士の交流を図る。
利用者アンケート
などをもとに、毎
月各子育て支援
施設において、親
の子育て力の向
上と親子の絆を深
めることができる
育児講座を工夫し
て実施する。

市内在住の乳幼児と保護者を対象に、市立の子育て支援施設
４か所で行った。
●育児相談（保健センターと実施 ）
【日程】毎月２回～３回（年間２３回）
【場所】にこにこ広場
【参加組数】１８４組
【内容】保健相談・栄養相談・歯科相談

●プレパパママ講習会（あびこ助産師専門学校との共催）年２回
【日程】①１０月１７日（土）　②１２月１日（火）
【場所】にこにこ広場
【参加組数】①３組（大人５人、子ども２人）　②２組（大人３人、子
ども１人）

●歯科医師講習会（我孫子市歯科医師会との共催）
【日程】５月２８日、８月２０日、９月１０日、１０月１５日、１０月２９
日、３月１０日
【場所】にこにこ広場・すくすく広場　年各２回、わくわく広場・すこ
やか広場　年各１回
【参加組数】１０７組（大人１０７人　子ども１１７人）

●育児講座（保育園園長　園長補佐　保健師　栄養士による講
座）
【日程】各広場にて年３回～４回（年間１４回）
【場所】にこにこ広場、すくすく広場、わくわく広場、すこやか広場
【参加組数】１９４組（大人１９４人　子ども２０２人）

●子育てフェスタ（株式会社イトーヨーカ堂との共催）
【日程・場所・人数】
９月５日（土）　アビイクオーレ　延べ７，７３１人（大人４，２２１人
子ども３，５１０人）
３月２６日（土）　あびこショッピングプラザ　延べ７，００５人（大人
３，７６１人　子ども３，２４４人）

【利用者数】
　75,824人

子育て支援拠点4ヶ所運営
費
　17,646,000円

●プレパパママ講習
会
あびこ助産師専門学
校との共催

●歯科医師講習会
我孫子市歯科医師
会との共催

●育児講座
保育園園長　園長補
佐　保健師　栄養士
による講座

●子育てフェスタ
株式会社イトーヨー
カ堂との共催

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市内在住の乳幼児と保護者を対象に、
市立の子育て支援施設４か所で行う。
●育児相談（保健センターと実施 ）
【日程】毎月１回～２回（年間２３回）
【場所】にこにこ広場
【内容】保健相談・栄養相談・歯科相談
●プレパパママ講習会（あびこ助産師専
門学校との共催）年２回
【日程】１０月８日（土）、１２月６日（火）
【場所】にこにこ広場
●歯科医師講習会（我孫子市歯科医師
会との共催）
【日程】５月２６日、８月２５日、９月８日、
１０月１３日、１０月２０日、３月２３日
【場所】にこにこ広場・すくすく広場　年各
２回　　わくわく広場・すこやか広場　年１
各回　　計６回
●育児講座（保育園園長　園長補佐　保
健師　栄養士による講座）
【日程・場所】
各広場年３回～４回（年間１５回）
●子育てフェスタ（株式会社イトーヨーカ
堂との共催）
【日程・場所】
９月３日（土）　アビイクオーレ
３月未定　あびこショッピングプラザ

子育て支援拠点4ヶ所運営
費
　17,996,000円

保
育
課

63
ｅｎｊｏｙパパ応
援プロジェクト

子育て支援・若者
支援プロジェクト
の意向を受けて、
男性の育児に対
する意識向上、知
識や技術の習得
を目指し、育児講
座や講演会等を
実施する。

【対象】
就学前の子どもと父親

●あびこでパパを楽しもう
【日程・場所・内容・参加者】
・５月２日（土）  我孫子市民体育館 「サッカー講座：めざせJリー
ガー＆なでしこ～フットサル～ 」　父３９人　子４０人
・７月２６日（土）  あびこ市民プラザ 「かけっこ教室」　父５８人
子７３人
・９月５日（土）ママへのごほうびフェスタ　父親参加延べ人数７１
１人
・１０月２４日(土)我孫子市少年野球場　「ゆうゆうボール」 　父１
４人　子１４人
・１２月１９日（土）あびこ市民プラザ　「マジックと音楽と絵本のコ
ンサート」  父４１人　子４８人
・平成２８年１月２４日（日）アビスタ調理室「簡単クッキング！！」
父１０人　子１２人
・平成２８年２月２７日（土）アビスタホール「くぼたまさと工作教
室」　父１８人　子１９人

●広場でパパを楽しもう
【日程・場所・参加者】
≪にこにこ広場　「パパとあそぼう」≫毎月１回　父１７９人　子１
９８人
≪すくすく広場　「すくすくパパタイム」≫原則毎週土曜日　父２１
０人　子２１９人
≪わくわく広場　「わくわくファミリー」≫不定期　父２９人　子３４
人
≪すこやか広場　「みんなで遊ぼう！」≫６月・９月・１月　父２２
人　子３６人

【父親のイベント等
への延べ参加者
数】
　1,367人

講師報償費
　199,000円
消耗品費
　40,000円
印刷製本費（パパのタネ増
刷）
　159,000円

講座（かけっこ教室、
料理教室）を市民で
ある父親に、講師を
お願いし協働した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【対象】
就学前の子どもと父親

●あびこでパパを楽しもう
【日程・場所・内容・参加者】
・６月５日（日）  我孫子市民体育館
「サッカー講座：めざせJリーガー＆なで
しこ～フットサル～ 」　４３組
・８月６日（土）  あびこ市民プラザ 「か
けっこ教室」　２部制　第１部１６組　第２
部３８組
・９月３日(土)ママへのごほうびフェスタ
父親参加延べ人数４９９人
・１０月２２日(土)我孫子市少年野球場
「ゆうゆうボール」 　４組
・１２月１８日（日）あびこ市民プラザ　「お
ちゃっぴ粘土教室」  ４０組
・平成２８年２月５日（日）近隣センターこ
もれび調理室「簡単クッキング！！」　１
２人
・平成２８年３月４日（土）音楽ユニット
kajii「食琴コンサート」　５０組

●広場でパパを楽しもう
【場所・日程】
≪にこにこ広場　「パパとあそぼう」≫毎
月１回
≪すくすく広場　「すくすくパパタイム」≫
原則毎週土曜日
≪わくわく広場　「わくわくファミリー」≫
不定期
≪すこやか広場　「みんなで遊ぼう！」
≫６月・９月・１月

講座（かけっこ教室、
料理教室）を市民で
ある父親に、講師を
お願いする。

●プレパパママ講習
会
あびこ助産師専門学
校との共催

●歯科医師講習会
我孫子市歯科医師
会との共催

●育児講座
保育園園長　園長補
佐　保健師　栄養士
による講座

●子育てフェスタ
株式会社イトーヨー
カ堂との共催
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

なし A．現状どおり推進

なし なし

卒業生及び在校生が、地域活
動、まちづくり等に参加する動
機づけとなった。

A．現状どおり推進

なし なし

市内中学校卒業生１２人の新
成人代表者とともに、企画運
営会議を開催し、式典企画や
記念品の検討を行った。
式典をとおして行政や市民活
動への参加意識を持ってもら
うこと、また地元への愛着を一
層深めてもらうことにつなが
り、今後まちづくりを担う新成
人にとって重要な機会となっ
た。

A．現状どおり推進

なし なし

式典委託料
　１，３５０，０００円
施設使用料
　２１６，０００円
成人代表者謝礼
　６０，０００円
手話通訳者謝礼
　２８，０００円
消耗品
　６０，０００円
記念品台本等印刷
　１，１７１，０００円

生
涯
学
習
課

67 成人式

大人になったこと
の自覚を促し、自
ら生き抜こうとす
る青年を祝い励ま
す式典を行う。

【日程】平成２８年１月１０日（日）
【場所】けやきプラザ　ふれあいホール
【対象者】
平成７年（１９９５）４月２日から平成８年（１９９６）４月１日に出生
した市内在住者
≪午前の部≫我孫子・白山中学校区：６７２人
≪午後の部≫湖北・布佐・湖北台・久寺家中学校区：５８４人
【式典企画】
≪午前の部≫新成人代表者制作の「恩師からのビデオメッセー
ジ」
≪午後の部≫新成人有志団体による歌と新成人代表者制作の
「恩師からのビデオメッセージ」
【記念品】
新成人代表者デザインのオリジナル図書カード５００円券

≪企画運営会議について≫
【日程・内容】
新成人代表による企画運営会議を立ち上げ、成人式の準備を
進めた。
≪第１回≫５月２４日　平成２７年成人式DVD視聴の後、式典の
内容等について意見交換
≪第２回≫６月２１日　式典内容、記念品、役割分担等について
検討
≪第３回≫７月１９日　式典企画及び記念品「図書カード」デザイ
ンの検討
≪第４回≫８月２３日　図書カードデザイン、役割分担、式典台
本及び式典企画について検討
≪第５回≫９月１３日　式典台本及び式典企画について検討
≪第６回≫１０月２５日　式典台本について検討
≪第７回≫１１月２２日　本番の流れを確認、会議室でのリハー
サル
≪１２月リハーサル≫１２月６日　新成人代表による会場リハー
サル及び「恩師からのビデオメッセージ」DVD試写
≪前日リハーサル≫１月１０日　舞台スタッフ及び新成人代表に
よるリハーサル

【参加者】
　９５０人
　（出席率７７.６
８％）
≪午前の部≫
　５００人
　（出席率７４.４
０％）
≪午後の部≫
　４４０人
　（出席率７５．３
４％）

式典委託料
　１，０４７，６００円
施設使用料
　１６９，０００円
成人代表者謝礼
　６０，０００円
手話通訳者謝礼
　２５，１００円
消耗品
　５９，６７１円
記念品台本等印刷
　１，０４２，１８８円

市内中学校卒業生１
２名の新成人代表者
に企画運営委員と
なってもらい、成人
式の企画・運営を実
施してもらった。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程】平成２９年１月８日（日）
【場所】けやきプラザ　ふれあいホール
【対象者及び人数】
平成８年（１９９６）４月２日から平成８年
（１９９７）４月１日に出生した市内在住
者：平成２８年４月２０日現在１，２５５人
≪午前の部≫我孫子・湖北・湖北台中
学校区（未定）：６５１人
≪午後の部≫白山・久寺家・布佐中学
校区（未定）：６０４人
【式典企画】
新成人代表者制作の「おもいでのアル
バム」等（未定）
【記念品】
新成人代表者デザインのオリジナル図
書カード５００円券等（未定）
≪企画運営会議について≫
【日程・内容】
新成人代表による企画運営会議を立ち
上げ、成人式の準備を進める。
≪第１回≫５月２２日　成人式DVD視聴
の後、式典の内容等について意見交換
≪第２回≫６月２６日　式典内容、記念
品、役割分担等について検討
≪第３回≫７月２４日　式典企画及び記
念品「図書カード」デザインの検討
≪第４回≫８月２８日　図書カードデザイ
ン、役割分担、式典台本及び式典企画
について検討
≪第５回≫９月２５日　式典台本及び式
典企画について検討

市内中学校卒業生１
２名の新成人代表者
に企画運営委員と
なってもらい、成人
式の企画・運営を実
施してもらう。

５０，０００円
【内訳】
ＤＶＤケース代　１，２００円
（６００円×２セット（２０枚
入）※子ども議会の映像記
録各校配付および保存用
カード立て代　２４，０００円
（６００円×４０枚）　　　※子
ども議員名札掲示用
消耗品費　２４，８００円

指
導
課

66 長寿大学

高齢者として充実
した生活を送るた
め、人間関係を深
めつつ、地域の活
動や社会の変化
に順応した知識を
楽しく学び、地域
活動、まちづくり
等に積極的に参
加できるようにす
る。

【場所】
湖北地区公民館ほか
【内容】
・市広報等により学級生を募集。４年制の学級で、「健康福祉」
「我孫子を知る」「地域交流」など柱として、平成２７年４月から平
成２８年３月まで年間２４回の学習プログラムで実施。
・運営、運動会、大学祭、校外学習、研修など各委員会を組織し
活動。
【参加者】
≪１年生≫５４人
≪２年生≫４７人
≪３年生≫４８人
≪４年生≫４５人

【参加者】
　１９４人

講師報償
　３５０千円
事業費
　３７９千円

長寿大学の講座は、
「出前講座」の市民
講師にも依頼した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【場所】
湖北地区公民館ほか
【内容】
・市広報等により学級生を募集。４年制
の学級で、「健康福祉」「我孫子を知る」
「地域交流」など柱として、平成２８年４
月から平成２９年３月まで年間２４回の
学習プログラムで実施する。
・運営、運動会、大学祭、校外学習、研
修など各委員会を組織し活動する。
【参加者】
≪１年生≫５１人
≪２年生≫４８人
≪３年生≫４７人
≪４年生≫４８人

講師報償
　４５９千円
事業費
　３９１千円

生
涯
学
習
課

65 こども議会

次世代を担う小中
学校の児童生徒
に、議会制民主主
義の理解や我孫
子市のまちづくり
に関心を深めても
らうとともに、小中
学生の市に対す
る要望や意見を
聴き今後のまちづ
くりの参考にす
る。なお、子ども
議会は、2年に一
度開催する。

隔年事業のため実施なし なし なし なし

C
．
わ
か
ら
な
い
・
未
実
施

【日程】１１月10日（木）
【場所】我孫子市議会議事堂
【内　容】各小中学校から代表する子ど
も議員を招集し、市長のまちづくり方針
に対する子ども議員からの質問や意見
に対する答弁を市役所職員から聞く。実
際の市議会の流れとほぼ同様に進行す
るよう実施する。
【参加者】子ども議員：３８人（市内小中
学校児童生徒男女各１人）
議会参加者：市長ほか関係職員、教育
委員、市議会議員※保護者などの傍聴
者は、傍聴席を使用

次世代を担う小中学
生を対象に子ども議
会を開催することに
より、有権者となる
前の早い段階から、
より良い我孫子市の
まちづくりに対して見
識を高めるとともに
我孫子市への郷土
愛をより一層深める
機会とする。

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

１年間の学習が終了した時点
のアンケートでは、全般的に
受講内容についての満足度が
高く、各講座とも参考になった
と答えた人が多く、今後の生
活に役立つ情報と、話せる仲
間を得ることができてよかった
という意見が寄せられた。高
齢者施設の見学、介護のコ
ツ、高齢者の栄養講座（調理）
等の体験学習、遺言と相続等
の専門的な学習を提供でき
た。

A．現状どおり推進

なし なし

・仲間づくりを念頭に学習を
行った結果、終了後に継続学
級が立ち上がり、自主的な活
動へと繋げることができた。
・各回の学習についての満足
度も高く、日常生活に活かし、
実践するという目標も概ね達
成できた。
・家庭教育学級への参加が少
ない湖北・布佐地区を考慮し、
湖北地区公民館を会場にして
プチ家庭教育学級を実施した
が、募集枠１５人に対して１１
人が参加となった。欠席も少
なく、意見交換や質疑応答の
時間も十分に取れて、受講生
の満足度が高まった。

A．現状どおり推進

なし なし

年間を通して、共同作業が必
要な調理や班単位でのミニレ
ク、話し合い等を取り入れるこ
とで、親同士の横のつながり
を深め、互いに支え合える仲
間づくりの場となった。また、
学習活動終了後には自主的
な活動を続けるための継続学
級が立ち上がった。

A．現状どおり推進

なし なし

講師報償
　２４６千円
事業費
 　４３千円

生
涯
学
習
課

70
のびのび親子
学級

ゆとりある子育て
の実現に向け、親
子のふれあい、学
級生同士の交流
などを軸に仲間と
子育てについて
学ぶ機会を提供
する。

●のびのび親子学級
【日程】５月から１月まで(各コース全１２回)
【場所】我孫子地区公民館ホール、湖北地区公民館第1学習室、
手賀沼公園、及び湖北小学校校庭
【対象】平成２３年４月２日から平成２５年４月１日生まれの子
（２，３歳児）と保護者
【人数】・アビスタ火曜コース、アビス木曜コース、アビスタ金曜
コース　各コース親子２５組
・湖北火曜コース　親子２０組

●プチのびのび親子学級
【日程】２月９日・１６日・２３日
【開催場所】布佐小学校地域交流教室
【対象者】２，３歳児と保護者
【人数】親子１２組

【子育ての楽しさや
集団の中で成長を
感じた人の割合】
　８０％

講師謝礼
 ６０４千円
事業費
　５９千円

おもに市内在住者、
地域で活躍する先輩
の母親、団体の協力
により実施した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●のびのび親子学級
【日程】５月から１月まで(各コース全１２
回)
【場所】我孫子地区公民館ホール、湖北
地区公民館第1学習室、手賀沼公園、及
び湖北小学校校庭
【対象】平成２４年４月２日から平成２６
年４月１日生まれの子（２，３歳児）と保
護者
【人数】・アビスタ火曜コース、アビス木
曜コース、アビスタ金曜コース　各コース
親子２５組
　　　　 ・湖北火曜コース　親子２０組

●プチのびのび親子学級
【日程】２月７日・１４日・２１日
【開催場所】布佐小学校地域交流教室
【対象者】２，３歳児と保護者
【人数】親子１２組

講師報償
 ６００千円
事業費
  ５７千円

生
涯
学
習
課

69
家庭教育学
級

子育てについて
の学習や、親同
士の情報交換を
通して、家庭・親
子のあり方を考え
る機会を提供する
とともに、家庭で
の教育力の向上
を図る。

●家庭教育学級
【日程】５月から１月の間の全１４回
【場所】我孫子地区公民館（生涯学習センターアビスタ）
【内容】子育て・家庭教育に関する講義や体験学習(調理実習・
運動・フラワ―アレンジメント）全１４回
【参加者】小学校１年生の子どもを持つ保護者４７人

●公開講演会
【演題】「こんのひとみ　トーク＆ライブ　絵本『くまのこうちょうせ
んせい』より」
【日程】　１２月１０日（木）
【参加者】　９１人　（学級生３３人　一般参加者　５８人）

●プチ家庭教育学級
【日程】　２月１８日（木）　２月２５日（木）　３月３日（木）
【場所】湖北地区公民館
【内容】家庭教育学級の講座の中から選んだ内容で３回シリー
ズで実施
【対象】小学６年生までの子どもを持つ保護者を対象
【参加者】　１１人

【学級終了時に実
施したアンケート結
果】（回答者３６人）
≪大変満足≫
　３２人
≪大体満足≫
　４人
≪「不満が残っ
た」、「期待はずれ
だった」≫
　０人

講師報償費
　２３５千円
事業費
　４０千円

全１４回の学習のう
ち、７回を市民の講
師が担当した。（元
市内小学校長、中学
校長、学校栄養士、
生け花教授、児童委
員、スポーツアドバイ
ザー） A

．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●家庭教育学級
【日程】５月から１月の間で　年間１４回
【場所】我孫子地区公民館（生涯学習セ
ンターアビスタ）
【内容】子育て・家庭教育に関する講義
や体験学習（調理実習・運動・フラワー
アレンジメント）　公開講演会も含め全１
４回
【参加者】小学１年生の子どもを持つ保
護者５６人

●プチ家庭教育学級
【日程】２月に３回
【対象】小学６年生までの子どもを持つ
保護者を対象
【内容】家庭教育学級の講座の中から選
んだ内容で２月に３回シリーズで実施
(読み聞かせ、調理実習、性教育）
【場所）湖北地区公民館

年間１4回の学習の
うち何回かを市民の
方に講師をお願いす
る。

市内在住者、地域で
活躍する先輩の母
親、団体の協力によ
り実施する。

68 熟年備学

熟年世代が、これ
からの高齢社会
をより良く生きる
ために、高齢社会
の諸問題や対処
方法を学び、人生
の後半を自立し豊
かな暮らしがで
き、地域の高齢者
を支えながら、自
らもハツラツとした
人生を送るために
どうしたら良いか
を考える機会を提
供する。

【日程】５月から１月　１３回
【場所】我孫子地区公民館、市内高齢者施設
【内容】主に、定年退職を控えた方々を念頭に、人生の後半の
生き方・過ごし方、心と身体管理、介護予防、終の棲家、現代の
葬送事情、遺言と相続の講義や、シニア世代の食生活（実習）、
終の棲家である施設の見学を実施。
【対象】４０歳以上の方　４１人

【アンケート結果】
（学習終了時実施）
≪大変参考になっ
た≫
　７８％
≪参考になった≫
　２２％
≪どちらともいえな
い、参考にならな
かった≫
　０％

講師報償費
　８８千円
事業費
　１９千円

１３回の学習のうち、
２講座を市民である
講師が担当した。
市内の３つの高齢者
施設をバスを利用し
て見学した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程】　５月から１月　１４回
【場所】我孫子地区公民館、市内高齢者
施設
【内容】主に定年退職を控えた方々方を
念頭に、人生の後半の生き方、過ごし
方、地域活動への入り方、だまされない
ための暮らしと契約、終の棲家、心と体
の健康維持、老前整理、遺言と相続、エ
ンディング事情についてのの講義を行
い、健康体操、高齢者施設の見学、介
護のコツを学ぶ実習を行う。調理実習に
ついては実施を見合わせる。

講師報償費
　１４２千円
事業費
　２１千円

生
涯
学
習
課

年間１4回の学習の
うち何回かを市民の
方に講師をお願いす
る。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

参加者との関わりを大切にし、
且つ興味、関心を高めてくれ
る講師によって満足度の高い
講座を実施することができた。

A．現状どおり推進

なし なし

開催については、市内で子ど
も達のために活動している団
体と実行委員会を組織して、
子どものニーズや子どもに見
てもらいたいという視点を取り
入れ、開催することができた。

A．現状どおり推進

なし なし

年間貸出利用者数を前年度と
比較すると、１，５２７人減少（-
０．５％）となったが、講演会、
講習会は満員になるなど盛況
であり、市民生活・生涯学習に
役立つ図書館サービスの提供
を安定的に行うことができた。

A．現状どおり推進

なし なし

嘱託職員報酬他
　８９９千円
事務用消耗品
　１１千円
普通旅費
　４千円
消耗品費（逐次刊行物）
　６，１０１千円
図書資料購入費（一般書）
　１７，９２８千円
講師報償費
　５０千円
損害保険料（託児）
　１千円

図
書
館

73
成人・青少年
への図書館
サービス

中学生、高校生、
大学生および一
般成人を対象とし
て、市民生活・生
涯学習に役立つ
図書館サービスを
行う。出版情報や
社会状況、市民
要求を的確に把
握して資料選定を
行い、資料を提供
する。

中学生、高校生、大学生および一般成人を対象として、出版情
報や社会状況、市民要求を的確に把握して資料選定を行い貸し
出した。また、講演会などの事業を実施した。
・一般書、逐次刊行物、ティ-ンズ資料の選定及び提供
・成人、青少年に対するサービスの企画運営
・一般サービス選定会議の運営（週１回程度）
・館内研修の実施

【年間貸出利用者数（１２歳以下、団体利用は除く）】
２８３，９７５人
《講演会》
【テーマ】「常磐線・成田線今昔～我孫子市域の発展を中心に
～」
【講師】白土貞夫氏（鉄道友の会参与）
【日程】１１月２９日（日）　【場所】アビスタホール　【参加者】１２０
人
《ブックフィルムコーティング講習会》
【日程・場所・参加者】
１０月２８日（水）　アビスタ本館　２３人
１０月２９日（木）　布佐分館　　　　９人
１０月３０日（金）　湖北台分館　　 ５人

【年間貸出利用者
数（１２歳以下、団
体利用は除く）】
　２８４千人（１千人
減（－０．４％））

嘱託職員報酬他
　８５９千円
事務用消耗品
　２０千円
消耗品費（逐次刊行物）
　５，９５７千円
図書資料購入費（一般書）
　１７，３２４千円
講師報償費
　２５千円

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

中学生、高校生、大学生および一般成
人を対象として、出版情報や社会状況、
市民要求を的確に把握して資料選定を
行い貸出する。また、講演会などの事業
を実施する。
・一般書、逐次刊行物、ティ-ンズ資料の
選定及び提供
・成人・青少年に対するサービスの企画
運営
・一般サービス選定会議の運営（週１回
程度）
・館内研修の実施

なし

講師謝礼
 ７０千円
事業費
  ４０千円

生
涯
学
習
課

72
子どものため
の舞台鑑賞
事業

子どもたちに良質
な舞台芸術を鑑
賞してもらうため、
プロ劇団による演
劇鑑賞会を開催
する。ふだんはあ
まり実際の演劇な
ど舞台芸術に親し
む機会の少ない
子どもたちに鑑賞
機会を与えること
によって、豊かな
感受性と芸術に
対する意欲を醸
成する。

●子どものための舞台観賞
子どもたちの文化教養として舞台芸術に親しみ、楽しむ鑑賞会
を、教育委員会主催で実施した。

≪アートサーカスパフォーマンスくるくるシルクＤＸ≫
【日程】平成２８年１月２３日（土）
【場所】けやきプラザ　ふれあいホール
【参加者】３６０人
【出演】くるくるシルクＤＸ

【入場者数】
　３６０人

需用費
　６８千円
手数料
　４千円
委託料
　４３８千円
使用料
　４７千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

子どもたちの文化教養として舞台芸術に
親しみ、楽しむ鑑賞会を教育委員会の
主催で実施します。
【日程】平成２９年１月予定
【場所】けやきプラザ　ふれあいホール
【内容】子ども向けの舞台公演を開催

需用費
　６８千円
手数料
　８千円
委託料
　４６３千円
使用料
　１４３千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

71
アビコでなん
でも学び隊

小・中学生を対象
に、地元の学校・
企業・専門家等の
協力を得て、体験
型の講座を実施
し、子どもの夢や
希望を拡げる。ま
た、人との交流に
よって豊かな人間
関係を作るととも
に、我孫子の良さ
を発見し、ふるさ
と意識を持ち将
来、まちづくりに
貢献できるように
する。

●アビコでなんでも学び隊
【内容・日程・参加者数】
≪ROBOLAB教室 ロボットを作って動かしてみよう！≫７月４日
２２人
≪ヒップホップでカッパダンス≫７月１１日　１９人
≪五つの味の世界 プロのシェフに学ぼう≫７月２２日　２３人
≪磁石とコイルのパワーを探れ)≫７月２８日　午前２３人 午後２
４人
≪Mｙ望遠鏡で月を見よう！≫７月２９日　２０人
≪科学で遊ぼう！≫７月３１日　２４人
≪あら不思議カガミを使わない万華鏡！（小学校１～３年生）≫
８月４日　２４人
≪あら不思議カガミを使わない万華鏡！（小学校４～６年生）≫
８月５日　２４人
≪伝統の美・友禅染≫８月７日　１３人
≪生命の不思議発見！－メダカを通して－≫８月１１日　 ２４人
≪卓球チャンピオンになろう！基本からゲームまで≫８月１７日
～２１日　１９人
≪トライサイエンス（探査機を宇宙に送ろう）≫１０月３日　２４人
≪英語でハロウィン≫１０月２４日　２５人
≪粉こねてピザをつくろう！（高校生とジョイント）≫１１月２４日
高校生ボランティア８人、参加者１５人
≪パンでクリスマスブーツをつくろう！≫１１月２８日　１６人
≪はじめての書初め≫１２月５日　２０人
≪ＵＦＯオムライスと季節のサラダ≫１月２３日　１８人
【場所】我孫子地区公民館・湖北地区公民館
【対象】小・中学生

【講座に参加した子
ども達の満足度】
　９６％

講師謝礼
　４０千円
事業費
　３６千円

おもに我孫子の市
民、企業、団体、学
校の協力により実施
した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程】６月・７月・８月・１０月・１１月・１２
月・１月
【場所】我孫子地区公民館・湖北地区公
民館
【対象】小・中学生
【内容・定員】
≪ROBOLAB教室 ロボットを作って動か
してみよう！≫　２２人
≪ヒップホップでカッパダンス≫２０人
≪伝統の美・友禅染 プロに学ぶ日本の
技≫　１５人
≪科学で遊ぼう！≫　２４人
≪生命の不思議発見！－メダカを通し
て－≫ ２４人
≪五つの味の世界 プロのシェフに学ぼ
う≫　２４人
≪磁石とコイルのパワーを探れ)≫２４人
×２回
≪雪の結晶万華鏡をつくろう！≫２４人
≪Mｙ望遠鏡で月を見よう！≫　２０人
≪卓球チャンピオンになろう！基本から
ゲームまで≫　２０人
≪トライサイエンス（探査機を宇宙に送
ろう・ゆかいなクラクション）≫　２４人
≪粉こねてピザをつくろう！（高校生と
ジョイント）≫１５人
≪パンでクリスマスブーツをつくろう！≫
１８人
≪はじめての書初め≫２２人
≪ＵＦＯオムライスと季節のサラダ≫１８
人

我孫子の市民、企
業、団体、学校の協
力により実施する。

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

おはなし会では、児童や保護
者に絵本の楽しさを伝えなが
ら、図書館利用の促進を図っ
た。親子で楽しむおはなし会
は、布佐分館での開催が定期
化したため、５４人増（+６．
６％）だった。おはなし会は、１
０５人増（+３４．８％）だった。
子どものための科学実験講座
の応募状況は毎年盛況であ
り、テーマを変えながら、科学
読み物につなげて、成果を上
げている。

A．現状どおり推進

なし なし

事業採択はされたので２９年
度以降の策定を目指して事務
を進めていく。

A．現状どおり推進

２８年度政策的経費対象事業
として事業採択されたが、査
定額はつかなかったため、計
画に係るアンケート調査につ
いては手法も含め検討する必
要がある。

なし

なし

図
書
館

75
子どもの読書
活動推進計
画の策定

「子どもの読書活
動の推進に関す
る法律」第９条の
規定に基づく「子
どもの読書活動
推進計画」を策定
することにより、子
どもの読書活動
推進に関する施
策を総合的かつ
計画的に推進し、
子どもの読書や
学習活動につな
げる。

「子どもの読書活動推進計画」策定準備（課内での検討等）を
行った。

【策定準備の進捗
率】
　１００％

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

「子どもの読書活動推進計画」策定準備
（課内会議の開催、スケジュール・進め
方・コスト等の検討）

なし

74
児童への図
書館サービス

子どもの発達や
人間形成、人生
経験に好ましい影
響を及ぼすことの
出来る図書を選
定し提供する。読
書の楽しみと図書
館利用の促進を
図るために、おは
なし会や講座を実
施する。

・新刊を含む児童書の選定・内容検討等
・児童サービスの企画運営として、おはなし会（≪親子で楽しむ
おはなし会≫≪おはなし会≫≪そよかぜおはなしタイム≫）、子
どものための科学実験講座、よむよむラリー、館内研修などを
実施
・学校図書館支援・整備、調べ学習への支援
・学校図書館市民図書館連絡会議で、子どもたちの読書環境向
上と読書普及のための方策を協議

●親子で楽しむおはなし会
【場所・実施回数・合計参加者】
①アビスタ本館　２２回　７６２人
②布佐分館　　　１２回　１１１人

●おはなし会
【場所・実施回数・合計参加者】
①アビスタ本館　２４回　２２４人
②布佐分館　　　２４回　１８３人

●そよかぜおはなしタイム
【場所・実施回数・合計参加者】
①青山台ステーション　７回　６８人
②久寺家ステーション　６回　２５人

●子どものための科学実験講座
【日程】８月５日（水）
【場所・参加者】
①布佐分館　３４人　②アビスタ本館　３６人

●よむよむラリー
【完了数】４０５人

【児童書の年間貸
出冊数】
２４８，７７９冊（７，
９７８冊減（－３．
１％））

嘱託職員報酬他
　１，３０２千円
臨時図書整理員賃金他
　８３千円
講師報償費
　４０千円
市民スタッフ報償費
　４０千円
普通旅費
　４千円
事務用消耗品
　４０千円
図書資料購入費（児童書）
　３，０９８千円

市民スタッフ（読書普
及担当）と協働して、
布佐分館おはなし会
での素話と絵本の読
み聞かせ、そよかぜ
おはなしタイムでの
絵本の読み聞かせ
を実施した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

・新刊を含む児童書の選定・内容検討等
・児童サービスの企画運営として、おは
なし会（≪親子で楽しむおはなし会≫≪
おはなし会≫≪そよかぜおはなしタイム
≫）、子どものための科学実験講座、よ
むよむラリー、館内研修などを実施
・学校図書館支援・整備、調べ学習への
支援
・学校図書館市民図書館連絡会議で、
子どもたちの読書環境向上と読書普及
のための方策を協議

嘱託職員報酬他
　１，６８７千円
講師報償費
　４０千円
市民スタッフ報償費
　３９千円
普通旅費
　１１千円
事務用消耗品
　４３千円
図書資料購入費（児童書）
　３，２５７千円

図
書
館

市民スタッフ（読書普
及担当）と協働して、
布佐分館おはなし会
での素話と絵本の読
み聞かせ、そよかぜ
おはなしタイムでの
絵本の読み聞かせ
を実施する。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

③多様化・高度化するニーズに対応した学習内容の充実 ③多様化・高度化するニーズに対応した学習内容の充実
概ね好評だったが、中には「男
女共同参画のテーマが感じら
れない」との意見もあった。た
だし参加者の裾野を広げる目
的のため、ストレートな講演内
容でなくても集客力があり、心
の元気が得られるようなもの
であり、一定の成果が得られ
たと考えている。参加者には
男女共同参画に関する資料を
配布して、「持ち帰って読んで
もらう」しかけづくりにも取り組
んだ。また参加者アンケートに
より、参加満足度だけでなく、
市民の男女共同参画について
の認知度や今後の開催に役
立つ情報を得ることができた。

A．現状どおり推進

講師やテーマについて、一考
の余地がある。参加者層につ
いては、例年男女比では女性
が圧倒的、また高齢者に偏る
傾向にある。

現状通り、参加者の裾野を
広げることを第一にテーマと
講師を選定する。特に働く世
代や子育て世代の参加を促
進するため、PRの工夫をし
ていきたい。同時に男女共
同参画に日頃から親しんで
いて、毎回参加してくれる市
民にも満足してもらえるよう
な内容も考えていく。

76
男女共同参
画講演会の
実施

男女共同参画に
対する理解を図る
ため、男女共同参
画をテーマにした
講演会を開催す
る。

●男女共同参画月間講演会（主催）
【テーマ】明るく笑顔で過ごすための“気持ちの切りかえ”法
【日程】6月27日（土）14時30分～16時
【場所】アビスタホール
【講師】宮下敏子さん（フリーアナウンサー・歌手）
【内容】周りの幸せを願いながら自らも幸せに自分らしく過ごせ
るためのちょっとしたテクニックなど。後半には参加者全員で、
声に表情を持たせたり、歌を歌ったりと、参加者を巻き込む講師
ならではの工夫もあった。
【参加者】66人

●男女共同参画社会づくり講演会
【共催】市民団体「あびこ女性会議」
【テーマ】自己人生の文字　書いてみませんか～かな文字から
男女共同参画を考える～
【場所】10月4日（日）14時30分～16時
【場所】アビスタホール
【講師】堀井桃蓮さん（創書家・古典文学研究家）
【内容】日本で誕生したかな文字誕生とかな文字によって発展し
た女流文学の歴史についての講演後、かな文字の書き方につ
いて習い、参加者全員で実際に小筆を使って色紙などを作成し
た。
【参加者】43人

【参加者アンケート
による満足度】
●男女共同参画月
間講演会（主催）
79.6％（有効回答数
54人、81.8％）
●男女共同参画社
会づくり講演会
91.3％（有効回答数
23人、53.4％）

●男女共同参画月間講演
会（主催）
　講師謝礼
　　100,000円
●男女共同参画社会づくり
講演会
　講師謝礼
　　50,000円

≪男女共同参画社
会づくり講演会≫
関係する市民団体
「あびこ女性会議」と
毎年秋に共催で実
施。講師選定・企画
は同団体、講師謝
礼、ポスター・チラシ
作成は市で、広報活
動、当日運営は協働
で、綿密に打ち合わ
せながら行ってい
る。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●男女共同参画月間講演会（主催）
【テーマ】わたしの平成幸福論ノート～自
分らしい生き方、家族のあり方を考える
～
【日程】6月26日（日）14時～15時40分
【場所】アビスタホール
【講師】水無田気流さん（詩人、社会学
者。國學院大學経済学部教授）
【内容】世の中が豊かになってきている
はずなのに日本人の幸福感が高まって
きていない現実に着目した講演。昭和30
年代からのテレビコマーシャル映像や海
外との比較グラフなどをふんだんに用い
て、問題点を分かりやすく提示し、解決
への糸口を探った。
【参加者】81人

●男女共同参画社会づくり講演会
【共催】市民団体「あびこ女性会議」
【テーマ】なんでこんなに大変なの？！
日本の子育て・介護のゆくえ
【場所】10月22日（土）14時～16時
【場所】アビスタホール
【講師】山根純佳さん（実践女子大学人
間社会学部准教授）

●男女共同参画月間講演
会（主催）
　講師謝礼
　　100,000円
●男女共同参画社会づくり
講演会
　講師謝礼
　　50,000円

秘
書
広
報
課

≪男女共同参画社
会づくり講演会≫
関係する市民団体
「あびこ女性会議」と
毎年秋に共催で実
施。講師選定・企画
は同団体、講師謝
礼、ポスター・チラシ
作成は市で、広報活
動、当日運営は協働
で行う。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

●元派遣中学生による「リレー講
座」のスタート
中学生派遣事業のスタートから１
０年が経ち、派遣経験を持つ若
者が、さらに若い世代である小学
生に戦争や原爆の悲惨さや平和
の尊さを伝えていく「リレー講座」
が新たにスタートした。これが、
戦争・原爆体験者を中心に行っ
てきた平和事業を、この先、戦
争・原爆を体験していない世代が
中心となって行っていく仕組みづ
くりのきっかけとなった。

●平和のシンボルの設置
新たな平和のシンボルとして、
「平和の灯」・「禎子鶴」・「陽光
桜」を、手賀沼公園・アビスタに、
設置・展示・植樹した。

●マスコミに多く取り上げられた
リレー講座、平和の灯、禎子鶴な
ど、戦後70年に実施した様々な
平和事業が、マスコミに取り上げ
られ、市の平和事業をPRするこ
とができた。

B．改善・見直しを行う

●リレー講座への協力者を増や
すこと
27年度に実施したリレー講座で
は、大学生や高校生が活躍し
た。今後もリレー講座を継続して
実施していくために、勉強や部
活、アルバイト等で忙しい大学生
や高校生の協力者をどのように
増やしていくかが課題である。ま
た、広島や長崎に派遣されたば
かりの中学生にも、講座の講師
を担ってもらえるような工夫が、
今後必要であると考えている。

●平和のシンボルの活用
手賀沼公園・アビスタには、27年
度に設置した「平和の灯」、「禎子
鶴」、「陽光桜」のほか、平和の記
念碑（昭和61年）、被爆アオギリ
２世・被爆クスノキ２世（平成24年
8月植樹）など、平和のシンボル
が集まっている。今後は、これら
を活用したり、発信していく工夫
が必要であると考えている。

平成27年度に、リレー講座
がスタートしたことにより、広
島や長崎への派遣体験を持
つ元派遣学生が、平和事業
に参加する機会を設けるこ
とができた。今後は、平和祈
念式典などにも若い世代が
より多く関わっていけるよ
う、工夫をしていく。

アンケート調査の結果、健康
意識が「とても高まった・高
まった」と回答した割合が73%、
講演会の内容について、「とて
もよかった・よかった」と回答し
た割合が73%であり、7割以上
の方が健康意識の向上につ
ながった。

A．現状どおり推進

アンケートの中で、がんやが
んの予防などの話についての
要望も多くあった。

今年度は骨粗しょう症の講
演に加えてがん等の話につ
いても検討・実施していく。

講師報償費
　２７，０００円

健
康
づ
く
り
支
援
課

78

健康づくりに
関する専門家
によるセミ
ナー

市民の自主的な
健康づくりを目的
に、運動、休養、
口腔衛生、栄養
等の生活習慣の
話や、実践的な筋
力アップ体操・スト
レッチに関する情
報を提供し、市民
に正しい生活習
慣についての理
解を深め、現在の
生活習慣を見直
し、自分にあった
アレンジを加え日
常生活を改善して
もらう。

●骨粗しょう症セミナー
現在患者数は1300万人以上と言われている骨粗しょう症につい
て、市民の方に関心をもっていただき、日頃からできる予防の実
践や、発症している方、それに気が付いていない方に対する医
療機関への受診を通して改善・病態進行の阻止につなげていた
だくため、専門家による骨粗しょう症セミナーを実施した。
【演題】医師による骨粗しょう症セミナー「骨粗しょう症と予防」
【日程】平成28年3月16日（水）　１３時～15時
【場所】アビスタホール
【参加者】81人
【対象】事前に申し込みをされた我孫子市民（男性8人、女性73
人）
【内容】
≪すがもり整形外科医院院長の菅森毅士氏による講演≫
　1.骨粗しょう症とは？
　2.骨粗しょう症になるとどうなるの？
　3.骨粗しょう症と骨折の予防
≪我孫子市健康づくり推進員及び食生活改善推進員による講
演≫
　「カルシウムについて」
○ロコモティブシンドロームについての説明、あびこ市民の歌健
康体操（ロコトレバージョン）の実施
○我孫子市で行っているがん検診についての説明、生活習慣
についての説明
【共催】中外製薬（株）

【参加者】
　８１人

なし 中外製薬（株）と共催
で行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
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●骨粗しょう症セミナー
【演題】未定
【日程】平成28年11月～12月頃
【場所】未定
【内容・対象】我孫子市民100名程度。
内容については昨年度同様に医師によ
る骨粗しょう症についての講演をメイン
に行い、それに関わる栄養（カルシウ
ム）等の話や身体づくり（ロコモティブシ
ンドローム予防）については継続し、要
望の多かったがんについての話もがん
検診の話に盛り込んで実施していく。

企
画
課

長崎派遣経費（中学生・引
率者）
　1,547千円
平和祈念式典後の映画上
映
　90千円
派遣中学生発表会
　380千円
その他（市民会議委員報償
費等）
　70千円

計　2,087千円

平和事業は、平和事
業推進市民会議や
我孫子市原爆被爆
者の会とともに実施
する。
平成２８年度は平和
事業市民会議委員１
４名と会議を行い、
催しの企画・運営を
行う。

なし

平和事業は、毎年、
平和事業推進市民
会議や我孫子市原
爆被爆者の会ととも
に実施している。27
年度は、戦後70年の
節目の年にあたり、
市民会議委員を増
員し27名で、催しを
企画・運営。

●平和の集い
我孫子中学校演劇
部のほか、第3部
は、市内で音楽活動
をする市民が中心と
なって企画したコン
サートを実施。合唱
等の市民団体や中
学校の吹奏楽部・合
唱部等、例年よりも
多くの市民が出演者
として参加した。

●リレー講座
中学生時代に広島
や長崎に派遣され、
現在は社会人・大学
生・高校生となった
元派遣中学生が中
心となって、小学校
全校で平和の大切さ
を伝えていく「リレー
講座」をスタートし
た。全１３校の６年
生、各クラスで実施
した。

広島派遣経費（中学生・引
率者）
　1,911千円
平和祈念式典後の映画上
映
　108千円
平和の集い
　227千円
写真展、講演会の開催
　200千円
記念誌の作成
　299千円
その他
　292千円
　
計　3,037千円（うち国際・平
和交流推進基金2,975千円
を充当）

「平和の灯」維持管理費
　239千円（モニュメントの
製作・設置は、東日本ガス
（株）の寄贈により実施）
「禎子鶴」展示
　927千円
 
計　1,166千円（国際・平和
交流推進基金を充当）※社
会福祉課

●平和事業推進市民会議
開催回数　５回
委員数　　14名

●中学生派遣
派遣先　　長崎
派遣期間　８月８日（月）～１０日（水）
派遣人数　１２名（中学校６校から、２名
ずつ）

●派遣中学生による報告会
開催日程　１２月４日（日）
会　　　場　けやきプラザ２階ふれあい
ホール
内　　　容　派遣中学生報告会、長崎市
との共催による被爆体験講話
　　　　　　　我孫子中学校演劇部による
劇（長崎を舞台）
同時開催　11/30～12/4　長崎市との共
催により「ナガサキ原爆被災展」
　
●リレー講座
開催時期　平成28年6月～平成29年2月
対象者　　　小学校全１３校の６年生各ク
ラス

●我孫子市平和事業推進市民会議、戦後７０年運営委員会の
開催　全１４回開催
●広島市への中学生派遣と発表会
≪中学生派遣≫
【参加者】各中学校から４人、計２４人を派遣。
【日程】８月５日（水）～７日（金）
【内容】平和について発表会。また、広島の平和の灯から分火を
受けた
≪平和の集い≫
第１部　広島派遣中学生による報告会
第２部　「禎子鶴」寄贈・禎子物語朗読劇（佐々木雅弘さん・祐滋
さん、我孫子中学校演劇部出演）
第３部　INORIコンサート IN Abiko （佐々木祐滋さん、我孫子市
民）
【日程】１２月６日（日）
【会場】けやきプラザふれあいホール
【来場者数】５７０人
●平和祈念式典
【日程】８月１５日（土）９時３０分～
【場所】手賀沼公園「平和の記念碑」前
【参加者数】９０人
【内容】式典で「平和の灯」点灯式を実施。式典後、アビスタで映
画「アオギリにたくして」を上映
●戦後７０年記念平和事業
・「平和の灯」ガス灯の設置　（手賀沼公園、平和祈念式典で点
灯式）
・中学生派遣の人数拡大
・「禎子鶴」をアビスタに常設展示（平和の集いで寄贈式）
・国際交流スピーチ大会（９月２７日）、写真展（９月１８日～３０
日）を開催
【内容】平和をテーマにしたスピーチ大会とともに、被爆二世写
真家 宮角孝雄氏の講演と写真展を実施
【写真展来場者】５０９人
・戦後７０年　広島・長崎派遣中学生リレー講座「未来を生きる子
どもたちへ」を小学校全１３校で実施
・戦後７０年記念誌「祈り」を発行
・戦後７０年のホームページ（ブログ）の開設
・中央学院大学あびこ祭の戦後70年特別企画に協力
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【派遣中学生発表
会（27年度は、「平
和の集い」として実
施）への来場者数】
　約５７０人

平和事業77

今も世界の各地
で起きている紛争
の現実を知り、多
くの市民が平和を
大切にする思いを
強くし、さまざまな
平和への取り組
みにつなげるた
め、市民や市民
団体と連携しなが
ら市民会議や広
島への中学生派
遣等の平和に関
する各種事業を
行い、戦争や原爆
の悲惨さを次の世
代に伝える。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

講演会では精神障害の基本
的な知識と、障害を持った方
が地域で生活していく方法を
知っていただくことができた。
また、まちかど相談室を知らな
い方も多く、我孫子の社会資
源をＰＲすることができた。

B．改善・見直しを行う

なし 平成28年度から障害者啓発
事業と心の健康講座を統合
し、メンタルヘルス啓発事業
として、市と障害者まちかど
相談室の共催という形で、
事業を展開する。

失語のある人のご家族に失語
に関する基礎知識と会話技術
を提供した。

A．現状どおり推進

広報等で周知を図っている
が、参加者数が増えない。
広報活動の強化を検討する。

広報活動の強化を検討す
る。

講習会を通して、読話の基礎
の習得及び当事者間の交流
が促進された。
読話の基礎を学ぶ機会を提供
した。

A．現状どおり推進

中途失聴者・難聴者が孤立や
引きこもりになってしまう事が
ある。

H29年度は、読話講習会を
開催しする。また、中途失聴
者・難聴者が孤立や引きこ
もり予防するため、講座修
了後、交流の場として市内
のサークルを紹介していく。

なし

障
害
福
祉
支
援
課

(

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

)

81
手話講習会・
読話講習会

中途失聴者・難聴
者の方とその家
族を対象とした手
話講習会、読話
講習会を開催す
る。

●手話講習会・読話講習会
中途失聴者・難聴者の方のコミュニケーションの問題を軽減する
ため、読話によるコミュニケーションの獲得や仲間づくりを支援
する目的で、「読話講習会」を開催した。初心者向けに、読話の
基礎を扱った。
【開催場所】障害者福祉センター
【実施回数】全10回
【参加人数】23名
【対象】我孫子市在住の中途失聴者・難聴者とその家族、千葉
県中途失聴者・難聴者協会会員
【費用】無料（テキスト代のみ実費負担）
*情報補償として、要約筆記者を配置

【講習会参加実人
数】
　２３人

筆耕翻訳料(県の要約筆記
者7580円×7人分)
　82,000円
報償費(市の要約筆記者
3530円×23人分）
　54,000円

千葉県中途失聴者・
難聴者協会我孫子
支部と協議の上、事
業を計画した。 A

．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●手話講習会・読話講習会
中途失聴者・難聴者の方のコミュニケー
ションの問題を軽減するため、手話によ
るコミュニケーションの獲得や仲間づくり
を支援する目的で、「手話講習会」を開
催する。初心者向けに、手話の基礎を
学ぶ。
【開催場所】障害者福祉センター
【実施回数】全10回
【定員】20名
【対象】我孫子市在住の中途失聴者・難
聴者とその家族、千葉県中途失聴者・難
聴者協会会員
【費用】無料
*情報補償として、要約筆記者を配置

報償費(手話講師8000円×
1人×10回）
　80,000円
筆耕翻訳料(要約筆記者
8600円×3人×5回)
129,000円
報償費（要約筆記者3500
円×3人×5回）
53,000円

障
害
福
祉
支
援
課

(

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

)

80
失語症家族
教室

失語のある人の
ご家族を対象に
失語に関する悩
み相談、家族間
交流、情報交換、
失語の知識や会
話技術について
の講習・実習を行
う。

●失語症家族教室
失語のある人の家族が抱えるコミュニケーション上の負担を軽
減するために、失語症家族教室を開催し、悩み事の相談、家族
同士の情報交換、失語の基礎知識や会話技術に関する講習と
実習を行った。
【開催場所】障害者福祉センター
【実施回数】5回
【参加者数】延べ10名
【対象者】失語のある方の家族
【費用】無料

【失語症家族教室
への延べ参加者
数】
　1０人

なし 失語のある人のご家
族から、実施にあ
たっての参考意見を
聴取している。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

失語のある人の家族が抱えるコミュニ
ケーション上の負担を軽減するために、
失語症家族教室を開催し、悩み事の相
談、家族同士の情報交換、失語の基礎
知識や会話技術に関する講習と実習を
行う。
●失語症家族教室
【開催場所】障害者福祉センター
【実施回数】5回
【定員】10名
【対象者】失語のある方の家族
【費用】無料

失語のある人のご家
族から、実施にあ
たっての参考意見を
聴取する。

79
こころの健康
講座

精神保健福祉に
関心のある市民
に、病気に対する
正しい理解を深め
てもらい、地域の
支援者の増加を
図る。年1回、３日
間程度の講座を
実施する。

【日程】2月27日
【場所】我孫子南近隣センター
【参加人数】８１人
【実施内容】
≪ストレスに負けないこころと体のつくり方≫
【講師】柏駅前なかやまメンタルクリニック院長　中山貴至氏
≪訪問看護による精神障害者のケアについて≫
【講師】わかくさ訪問看護ステーション千葉氏
≪まちかど相談室ってどういうところ？≫
【講師】まちかど相談室松尾氏

【講演会参加者】
　81人

なし 地域で精神障害者
の支援及び相談をし
ている方々に講演会
講師を依頼。
（なかやまメンタルク
リニック中山先生、
わかくさ訪問看護ス
テーション千葉氏、
天王台地区障害者
まちかど相談室松尾
氏）

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【内容】ひきこもりから精神疾患につなが
るケースが多いため、ひきこもりを防止
するための家族向け講座を開催する予
定。
・講師に柏駅前なかやまメンタルクリニッ
ク院長　中山貴至氏に交渉予定
【場所】南近隣センター
【開催時期】　秋～冬頃
【定員】80～100人前後
【対象】ひきこもりの家族や支援者

なし

障
害
福
祉
支
援
課

地域で精神障害者
の支援及び相談をし
ている方々に講演会
講師を依頼。

千葉県中途失聴者・
難聴者協会我孫子
支部と協議の上、事
業を計画する。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

合計４８８人の教室への参加
があった。認知症予防や生活
習慣、転倒防止のための運
動、家族介護への知識の習得
に加え調理実習等を交え、自
分自身が健康に生活するため
の知識習得を進めることがで
きた。

A．現状どおり推進

なし 平成２８年度も各地区高齢
者なんでも相談室が主催し
実施する講座に協力し、多く
の高齢者自身が健康に生
活できるような知識の習得
ができる講演講座の実施を
進めていく。

延べ６４名の参加があり、アン
ケートでは「参加により不安の
軽減できたか」１００％であり、
介護家族の交流や負担軽減
の場となっている。

B．改善・見直しを行う

課題として、「こほく」会場の参
加者が減少しており、事業目
的である参加者同士の交流が
難しくなっている。

平成２８年度より、事業名を
「認知症の方の家族のつど
い」とし、「こほく」「あびこ」会
場を統合することで多くの参
加者が集い交流を図れるよ
うにしていく。

認知症家族のつどい講師
報償費
　21千円

高
齢
者
支
援
課

83

認知症の方
の家族のつど
い「あびこ・こ
ほく」

認知症の症状の
ある方を介護して
いる家族が、同じ
悩みを抱える家族
間で交流を図り、
介護方法などの
情報交換を行うこ
とにより、家族の
負担の軽減や不
安の解消を図る。
認知症高齢者と
その家族の方が
安心して暮らせる
ことができるよう
支援を行う。

【内容】
 ・参加者からの介護における悩み事や介護方法への助言
・参加者同士の情報交換
・家族間の交流
・各会場年2回認知症の人と家族の会千葉県支部から世話人
【対象】
認知症の症状のある方を介護している家族

≪あびこ≫
【日程】偶数月の第２水曜日を基本とし、年６回開催　（千葉県福
祉ふれあいプラザ介護実習センターとの共催事業）
【場所】けやきプラザ　１F工作室
【参加者】　延４３人
≪こほく≫
【日程】 奇数月の第４金曜日を基本とし、年６回開催
【場所】保健センター　３F大会議室
【参加者】　延２１人

【アンケートの結
果】
≪参加により不安
の軽減できた≫
　１００％
　自由記載の一部
抜粋　「色々なお話
を聞いて勉強にな
りました」「教えてい
ただける事も多く、
又、自分の気持ち
も楽になりました」

家族の会ファシリテーター
謝礼
　48千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

千葉県福祉ふれあいプラザ　介護実習
センターとの共催事業
【日程】　偶数月の第２水曜日を基本と
し、年６回開催
【場所】　けやきプラザ７階研修室
【参加対象者】　認知症の症状のある方
を介護している家族
【実施内容】
・参加者からの介護における悩み事や
介護方法への助言
・参加者同士の情報交換
・家族間の交流

なし

82
家族介護教
室

要介護被保険者
の状態の維持改
善をめざし、介護
をしている人を対
象に、適切な介護
知識や技術、外
部サービスの適
切な利用方法に
ついての教室を
開催する。

市内４カ所の各地区高齢者なんでも相談室が主催し、主に高齢
者を対象に地域の近隣センター等を会場として開催した。
《我孫子地区》
・「家族介護者のための心と体のリフレッシュ講座」
　【日程】７月２１日（火）　【場所】我孫子市民プラザ和室　【参加
者】７人
・家族介護者のためのくすりの知識講座
　【日程】３月２日（水）　　【場所】我孫子市民プラザホール　【参
加者】８人
《天王台地区》
・「認知症ってなんだろう！」
第１回　【日程】５月１２日（火）　【場所】天王台北近隣センター
【参加者】３９人
第２回　【日程】７月１６日（木）　【場所】天王台北近隣センター
【参加者】３０人
・「認知症を知って予防しよう！講座」
第３回　認知症を防ぐ生活習慣　笑い編　　 【日程】９月２９日
(火）　　【場所】天王台北近隣センター　【参加者】３４人
第４回　認知症を防ぐ生活習慣　食生活編　【日程】１１月１３日
(金）　【場所】天王台北近隣センター　【参加者】１６人
第５回　認知症を防ぐ生活習慣　運動編　　 【日程】１月２６日
(火）　　【場所】天王台北近隣センター　【参加者】３９人
第６回　認知症サポーターになろう　【日程】３月１７日(木）　【場
所】天王台北近隣センター　【参加者】１７人
《湖北・湖北台地区》
・「ホクホク介護教室」
第１回　『老後の備え』　【日程】６月２４日（水）　【場所】湖北台近
隣センター　【参加者】８１人
第２回　『知っておきたい認知症の知識』　【日程】９月８日（火）
【場所】特別養護老人ホーム久遠苑　【参加者】５５人
第３回　『知っておきたい認知症の知識』　【日程】１１月６日（金）
【場所】湖北台近隣センター　【参加者】４４人
第４回　『介護職の基本（調理実習）　【日程】３月３日（木）　【場
所】湖北地区公民館調理室　【参加者】９人
・「転ばないための運動教室～ロコモと転倒予防～」
　【日程】１２月１０日（木）　【場所】湖北台近隣センター　【参加
者】４３人
《布佐・新木地区》
・「老後の備え」　【日程】１２月１０日（木）　【場所】ふさの風近隣
センター　【参加者】４７人
《市内全地区》
・「ケアメン倶楽部『男の料理教室』」
第１回　【日程】９月１７日（木）　　【場所】アビスタ調理室　【参加
者】５人
第２回　【日程】１１月１８日（水）　【場所】アビスタ調理室　【参加
者】５人
第３回　【日程】２月１８日（木）　　【場所】アビスタ調理室　【参加
者】９人

【教室参加者】
　４８８人

委託費に含まれているた
め、経費負担はなし

湖北・湖北台地区で
実施の「ほくほく介護
教室」で、市内ケア
ハウス入居者の協
力があった。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市内４箇所の高齢者なんでも相談室が
主催し、主に高齢者を対象に地域の近
隣センター等を会場として、年間２回を
目安に開催する。

委託費に含まれるため、経
費負担はなし

高
齢
者
支
援
課

湖北・湖北台地区で
実施の「ほくほく介護
教室」で、市内ケア
ハウス入居者の協
力あり。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

講演会に３７９名が参加。講演
会参加者のうち、『わかりやす
い』９１．８％であり、介護予防
に関する知識の普及啓発は行
えた。
例年200人以下の参加者で
あったが、平成２７年度は定員
４５０人に対し３７９名の参加と
大幅に参加者が増加した。

A．現状どおり推進

なし 平成２７年度は、ひきつける
テーマやタイトル、目立つち
らし・ポスター構成が集客に
も効果があったと考えられる
ため、次年度の参考として
いく。

なし なし

なし なし

本事業は、生活機能の低下に
よる要介護状態を予防するた
め、介護予防に関する啓発を
行っている。今後も高齢者が
自ら介護予防に取り組めるよ
う、引き続き現状通り継続して
いく。

B．改善・見直しを行う

市内３ヶ所に設置のうんどう遊
具が設置から１５年以上経過
し、老朽化や破損等による補
修の必要性が多く出てきてい
る。

利用者が安全に使用するこ
とのできる環境を整えてい
く。

３つの環境学習全てで定員に
は満たなかったが、保護者に
も参加してもらうことで広い世
代に環境学習が行えた。

B．改善・見直しを行う

広く周知し、３つの環境学習全
てが定員になるようにする必
要がある。

水の館のリニューアルオー
プン後は、より多くの方に自
然環境の啓発が出来るよ
う、事業内容や回数を見直
す。

消耗品費
　５０，０００円
保険料
　１０，０００円
講師報償費
　６，５００円
船借り上げ料
　２０，０００円

手
賀
沼
課

87
環境学習の
推進

小学生を対象に、
簡単な実験や廃
材利用の工作等
の学習機会を提
供し、身近な環境
や地球温暖化問
題・生物多様性・
廃棄物・資源やエ
ネルギーについて
関心や探究心を
深める。また、鳥
などの生き物や手
賀沼を身近に感
じ、我孫子市の環
境施策を推進す
る。

≪手賀沼を観察しよう！～プランクトンネット作り＆観察と船上
バードウォッチング～≫
【日程】７月２９日（水）
【場所】手賀沼親水広場水の館３階研修室
【対象】小学生
【参加者】小学生１１人、保護者５人、幼児１人

≪紙粘土で花瓶を作ろう！～廃物利用で鳥型の花瓶など～≫
【日程】７月２２日（水）・８月３日（月）
【場所】アビスタ工芸工作室
【対象】小学生
【参加者】
７月２２日：小学生１９人、保護者１３人、幼児１人
８月　３日：小学生１９人、保護者１３人、幼児１人

≪船から見る手賀沼のふしぎ≫
【日程】７月２４日（金）
【場所】手賀沼公園
【対象】小学生
【参加者】小学生１２人、保護者１１人、幼児２人

【夏休み環境学習３
事業参加者】
　７５人

消耗品費
　１２，７４４円
保険料
　１，０００円
講師報償費
　６，５００円
船借り上げ料
　２０，０００円

「紙粘土で花瓶を作
ろう！～廃物利用で
鳥型の花瓶など～」
及び「船から見る手
賀沼のふしぎ」事業
は、環境に関わるボ
ランティアリーダーで
ある我孫子市環境レ
ンジャーに講師を務
めていただき実施し
た。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程・場所・対象】
≪手賀沼を観察しよう！～プランクトン
ネット作り＆観察と船上バードウォッチン
グ～≫
８月３日（水）　鳥の博物館講堂　小学生
１２人（３年生以下保護者同伴）
≪紙粘土で花瓶を作ろう！～廃物利用
で鳥型の花瓶など～≫
７月２１日（木）・２８日（木）　アビスタ工
芸工作室　小学生２０人（３年生以下保
護者同伴）
≪船から見る手賀沼のふしぎ≫
７月２７日（水）　手賀沼公園　小学生２０
人（３年生以下保護者同伴）

「紙粘土で花瓶を作
ろう！～廃物利用で
鳥型の花瓶など～」
及び「船から見る手
賀沼のふしぎ」事業
は、環境に関わるボ
ランティアリーダーで
ある我孫子市環境レ
ンジャーに講師を務
めていただき実施し
た。

高齢者虐待防止講演会講
師報償費
　100千円 高

齢
者
支
援
課

86
遊具うんどう
教室

生活習慣病予防
のため、運動の習
慣化を目指し、う
んどう遊具を利用
した運動の実践な
どの健康情報の
提供や、地域ぐる
みで支え合う健康
づくりの支援を行
う。

【日程】
≪湖北台中央公園≫毎月第３火曜日、９回、１８５人
≪天王台西公園≫毎月第３金曜日、７回、１４６人
≪布佐南公園≫毎月第２水曜日、８回、２２人
※雨天の場合には、中止
【対象】概ね６５歳以上の方

【遊具うんどう教室
参加者合計数】
　３５３人

運動遊具修繕料
　3,433千円

市民から公募し養成
を行った健康生活サ
ポートリーダーが中
心となって、遊具うん
どう教室を実施して
いる。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【場所・日程・参加者】
≪湖北台中央公園≫毎月第３火曜日
≪天王台西公園≫毎月第３金曜日
≪布佐南公園≫毎月第２水曜日
※雨天の場合には、中止
【対象者】概ね６５歳以上の方

運動遊具修繕料
　1,305千円

高
齢
者
支
援
課

85
高齢者虐待
防止講演会

高齢者虐待に関
する正しい知識の
普及を図るととも
に、地域の見守り
による虐待防止
の体制づくりにつ
いて紹介し啓発を
図る。

隔年事業のため実施なし なし なし なし C
．
わ
か
ら
な
い
・
未

実
施

【日程】平成29年2月11日（土）
【時間】午後1時30分から午後3時30分ま
で
【場所】アビスタホール
【定員】150名　【対象】市民　【参加費】無
料
【講師】中田　光彦　（鎌倉市社会福祉協
議会登録ホームヘルパー他）

なし

市民から公募し養成
を行った健康生活サ
ポートリーダーが中
心となって、遊具うん
どう教室を実施す
る。

84
健康生活月
間講演会

自分らしく健康な
生活を続けること
ができるよう、介
護予防に関する
正しい知識の普
及啓発を行い、健
康寿命の延伸を
図る。年１回健康
生活月間を設け、
講演会や介護予
防事業体験会を
通して普及啓発を
行う。

【日程】平成２７年１１月１２日（木）
【場所】けやきプラザ２Fふれあいホール
【内容】今日からできる！脳の活性化　（認知症予防講演会）
【対象者】市民
【定員】４５０人
【参加者】３７９人

【講演会参加者へ
のアンケート結果】
「わかりやすい」
９１．８％

アンケートの自由
記載での意見の傾
向としては「話がわ
かりやすくて良かっ
た・楽しかった」「と
ても参考になった」
「具体的で良かっ
た」「これから実践
したい」「また企画し
てほしい」等が多
かった。

健康生活月間講演会講師
報償費
　50千円
健康生活月間ポスター・チ
ラシ作成
　193千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

≪講演会≫
【日程】平成２８年１１月１７日（木）
【場所】けやきプラザ２Fふれあいホール
【内容】これだ！噛む健康長寿法（口腔
に関する講演会）
【対象】市民
【定員】４５０人

健康生活月間講演会講師
報償費
　74千円
健康生活月間ポスター・チ
ラシ作成
　195千円

高
齢
者
支
援
課

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

消費者が悪質詐欺などの消
費者被害に遭わないための情
報提供をパンフレットの配布
や掲示物で発信していきつ
つ、この生活展では、各市民
団体によるパネル展示や実演
などにより、日々の暮らしを見
つめ直し安全・安心で豊かな
生活を送れるよう各市民団体
が情報を発信する機会や団体
同士の情報交換の場の提供
ができた。

A．現状どおり推進

なし なし

毎年開催しているクリスマス
リースつくりの講座や自分でで
きる庭木の管理術（剪定講座
の雑学）については定員を大
幅に超える応募があり市民の
関心が伺える。
緑の講習会の参加者達で、新
たに団体を設立し、現在公園
花壇の維持管理を行ってい
る。
市民が興味を持ち、参加しや
すい内容としたことから、年間
の延べ参加人数は、昨年度の
178人より15人増えて193人と
なった。

A．現状どおり推進

なし なし

緑の講習会委託料
　480,000円

公
園
緑
地
課

89 緑の講習会

ガーデニングや庭
の手入れ方法な
どの緑に関する
知識や技能の講
習会を開催し、多
くの市民に園芸や
ガーデニングに興
味を持ってもら
い、みどり豊かな
まちづくりを推進
する。

●緑の講習会
≪剪定講座≫
【日程】４月２３日(木)　【場所】気象台記念公園　【参加者】１４人
≪初夏を彩るキッチンハーブの寄せ植え≫
【日程】５月２０日(水)　【場所】アビスタ工芸工作室　【参加者】２
４人
≪グリーンボランティア養成講座～花壇をつくろう～≫
【日程】５月２８日(木)　【場所】気象台記念公園　【参加者】１２人
≪苔玉の基礎と応用≫
【日程】６月２５日(木)　【場所】湖北地区公民館工芸工作室　【参
加者】１５人
≪ハンギングバスケットづくり≫
【日程】７月１１日(土)　【場所】湖北地区公民館工芸工作室　【参
加者】２５人
≪自分でできる庭木の管理術≫
【日程】９月２６日（土）　【場所】アビスタ工芸工作室　【参加者】５
４人
≪山野草を採り入れたミニ盆栽講座≫
【日程】10月２８日（水）　【場所】アビスタ工芸工作室　【参加者】
１２人
≪クリスマスリース≫
【日程】１１月１８日（水）　【場所】アビスタ工芸工作室　【参加者】
３７人
【合計参加人数】　１９３人

【合計参加人数】
　１９３人

緑の講習会委託料
　333,000円

緑の講習会はテラス
２１と協働で行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●緑の講習会
≪剪定講座（座学）≫
【日程】4月23日(土)　【場所】アビスタミニ
ホール　【定員】30人
≪ハンギングバスケット≫
【日程】4月27日（水）　【場所】アビスタ工
芸工作室　【定員】20人
≪剪定講座（実技）≫
【日程】5月11日（水）　【場所】気象台記
念公園　【定員】20人
≪庭造りの第一歩・草花の育て方≫
【日程】5月26日（木）　【場所】アビスタ工
芸工作室　【定員】20人
≪ハーブの寄せ植え≫
【日程】6月8日(水)　【場所】アビスタ工芸
工作室　【定員】20人
≪初夏の寄せ植え講座≫
【日程】6月26日(日)　【場所】アビスタ工
芸工作室　【定員】20人
≪親子で楽しむ多肉植物の寄せ植え≫
【日程】7月22日(金)　【場所】アビスタ工
芸工作室　【定員】20人
≪ミニ盆栽づくり講座≫
【日程】9月17日(土)　【場所】アビスタ工
芸工作室　【定員】20人
≪秋の剪定講座(座学)≫
【日程】10月9日(日)　【場所】アビスタ第
二学習室　【定員】20人
≪クリスマスリースづくり≫
【日程】11月18日（金）　【場所】湖北地区
公民館工芸工作室　【定員】20人

緑の講習会はテラス
２１と協働で行う。

88
消費生活講
座

消費者の多様化
するトラブルを防
止するのに必要
な情報を市民に
提供するため、消
費生活相談員や
外部講師による
消費生活講座を
開催する。

●ふれあいサロン
①【日程】６月１６日（火）　【場所】福田宅　　【対象者】天子山ふ
れあいサロン会員及びボランテイア 【参加者】１５名
②【日程】１月１５日（金）　【場所】湖北地区公民館　　　【対象
者】高齢者　　【参加者】３８人
③【日程】２月２４日（水）　【場所】布佐南近隣センター　【対象
者】高齢者　　【参加者】３５名
④【日程】2月24日（水）　【場所】湖北台市民センター　【対象者】
高齢者　　 【参加者】35名

●出前講座
①【日程】４月２日（木）　【場所】中央学院大学　　【参加者】４００
名
②【日程】７月９日（木）　【場所】長寿大学　　　　　【参加者】５０
名
③【日程】７月１４日（火）　【場所】さつきの会　　　【参加者】５５名
④【日程】10月10日　　　　【場所】天王台北近隣センター【参加
者】67名
⑤【日程】１０月２１日　　　【場所】つつじ荘　　　　【参加者】６０名
⑥【日程】１１月２８日　　　【場所】ふさの風　　　　【参加者】９名
⑦【日程】２月２１日　　　　【場所】天王台自治会館　【参加者】３
０名

●消費生活講座
【テーマ】今日から始める「老い支度」～自分らしく暮らすために
～
【講師】明石　久美（相続・終活コンサルタント、明石シニアコンサ
ルテイング代表）
【日程】１０月３０日
【場所】アビイホール
【参加者】７３名

【全ての講座の参
加人数】
 ８６７名

●消費生活講座
アビィホール使用料
　４３，２００円
講師報償費
　３５，０００円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●ふれあいサロン
【日程・場所】
①【日程】４月６日　【場所】こもれび　【定
員】６０名
②【日程】４月７日　　【場所】アビスタ
【定員】３５名
③【日程】４月２１日　【場所】アビスタ
【定員】３５名

●出前講座
①【日程】１０月３日、１１日、１３日、１４
日　【場所】我孫子中学校
②【日程】１０月２３日　　　　【場所】長寿
大学
③【日程】２月２２日　　　　　【場所】平和
台地区かえで

●消費生活講座
【テーマ】　思い出の品をどうする？～プ
ロが教える自宅や実家の片づけ家整理
術～
【講師】渡部　亜矢
【日時】１１月２日（水）
【人数】８０名（予定)

【テーマ】失敗しない住まいづくり
【講師】特定非営利活動法人建築Ｇメン
の会
【日程】Ｈ２９年２月２５日（土）
【参加人数】８０名（予定）

●消費生活講座
アビィホール使用料
　５４，０００円
講師報償費
　５０，０００円
　

商
業
観
光
課

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

・安全でおいしい学校給食を
活かした食育指導を計画通り
実施することができた。
●ヘルシークッキング教室
は、親子を対象としたことで、
参加希望者が増えたが、申し
込み者数の状況から、関心が
少ない湖北・布佐地区で、より
参加しやすい場所で、親子料
理教室、親子料理講習会を開
催し、２カ所は親子を対象とし
て実施した。
・１１月に全校で実施した学級
別残菜調査を、給食指導にい
かした。

A．現状どおり推進

なし ２８年度以降は、親子料理
教室を我孫子地区、湖北・
布佐地区で夏休みに実施す
ることとした。
食生活アンケートについて
は、調査項目や内容を地域
別に検討する。

出前講座の制度を市民グルー
プに利用してもらうことで、市
民の主体的な生涯学習活動を
支援することができた。
パネル展示で市民講師メ
ニューの紹介を行ったり、メ
ニュー表を市内に配布するこ
とで、制度の周知に繋がった。
利用者アンケートの結果で
は、高い満足度を得ることが
できた。

A．現状どおり推進

申込み講座の人気・不人気が
あり、６６％の講座が１度も利
用がなかった。

利用者のニーズは、状況に
より変化すると考えられるた
め、ニーズがないからと一
概に削除することは適切で
ないと考える。
利用者からの問い合わせが
あった際は、様々な講座を
併せて紹介していく。

講師報酬
　５０千円
消耗品費
　１２９千円
飲料費
　５千円

生
涯
学
習
課

91
生涯学習出
前講座の運
営

市内に在住・在
勤・在学している
原則１０人以上の
参加者がいる団
体やグループが
主催する集会等
に、講師として市
の職員・市民講師
等が出向き、専門
知識を活かした講
座を行うことで、
市民の主体的な
学習の機会の充
実と意識啓発を図
り、市民の市政に
関する理解を深
めるとともに、地
域の学びの広が
りをつくることによ
り、市民と市の協
働による生涯学
習を通したまちづ
くりを推進する。

市内に在住・在勤・在学している原則１０人以上の参加者がいる
団体やグループが主催する集会等に、講師として市の職員・市
民講師等が出向き、専門知識を活かした講座を行った。出前講
座メニューの更新・見直し作業を行い拡張、充実を図った。

●出前講座
【講座数】（平成2８年３月３１日現在）
市役所メニュー　 　　７８講座
市民講師メニュー　１３６講座
キャンパスメニュー　 ３７講座
【年間利用状況】
件数：１７９件（うち市民講師講座：７０件、キャンパスメニュー講
座：１５件）
人数：３，６７４人（うち市民講師講座：１，０１７人、キャンパスメ
ニュー講座：３３８人）

≪出前講座PR展示≫
【日程】９月１６日～９月２９日
【場所】アビスタ　２F展示スペース

【利用者満足度】
≪とても満足≫　７
５％
≪満足≫２２％
≪ふつう≫３％

講師報償費
　３９千円
消耗品
　１００千円

市民講師としてボラ
ンティア登録されて
いる市民の方が講
座を実施する。。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市内に在住・在勤・在学している原則１０
人以上の参加者がいる団体やグループ
が主催する集会等に、講師として市の職
員・市民講師等が出向き、専門知識を活
かした講座を行う。
出前講座メニューの更新・見直し作業を
行い拡張、充実を図る。
９月にＰＲ事業として展示を行う。

なし

90

栄養教諭を中
核とした食育
推進事業

食事の重要性を
理解し、心身の健
康を維持するため
の食の自己管理
能力を身に付け
た児童・生徒の育
成を目指し、学校
給食を教材として
食育を推進する。
家庭における望ま
しい食習慣の実
践につなげるた
め、保護者が参
加できる教室を開
催する。

・学校給食を教材とし、教科・給食指導・献立表・食育だより等を
通して食に関する指導を行った。
・６月に食生活アンケートを実施し、児童・生徒・保護者の食生
活の実態を把握した。
・８月に豆・豆製品の利用をテーマに市内３カ所で親子対象ヘル
シークッキング教室を開催した。
他１カ所で保護者、２カ所で親子の参加する料理教室を開催し
た。

●ヘルシークッキング教室
【日程】８月　４日
【場所】アビスタ・近隣センターこもれび・湖北地区公民館
【内容】豆・豆製品のパワーを知ろう
【対象】親子　【参加者】７３人

●親子料理教室
【日程】１１月　９日　【場所】布佐南近隣センター
【内容】１０分でできる朝ごはんメニュー
【対象】親子　【参加者】１１人

●親子料理講習会
【日程】１２月　２１日　【場所】新木近隣センター
【内容】手軽にできる手作りおやつ
【対象】親子　【参加者】３６人

●保護者料理教室
【日程】１１月　１７日　【場所】湖北地区公民館
【内容】１０分でできる朝ごはんメニュー
【対象】保護者　【参加者】８人

●残菜調査
【日程】１１月　【場所】市内小中学校１９校
【内容】学級別・献立別残菜率を計測、算出
【結果】小学校平均４.１％、中学校平均１.１％　全校平均３.０％

●授業研究会
他の教職員との研究協議を通じて栄養教諭・栄養職員としての
指導力向上を図った。
【実施回数】７回

【教室・講習会開催
回数】
　４回
【教室・講習会参加
者合計】
　１２８人

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

・学校給食を教材とし、教科・給食指導・
献立表・食育だより等を通して食に関す
る指導を行う。
・６月に全校児童生徒を対象として我孫
子産米・我孫子産野菜の認知度と朝食
摂取状況に関するアンケートを実施す
る。その他の項目についてのアンケート
は地域の実態に合わせて実施する。
・８月に我孫子地区・ 湖北・布佐地区で
親子料理教室を開催する。
・１１月に全校で学級別残菜調査を実施
する。
・授業研究会を年６回実施し、栄養教
諭・栄養職員の指導力向上を図る。

なし

学
校
教
育
課

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

「人はなぜ走るか？」でのアン
ケートでは、１６４件の回答の
うち「満足」「やや満足」が１５３
件と９３％の方から満足との回
答があり、多くの方に生涯学
習機会の提供ができた。

A．現状どおり推進

なし なし

92
生涯学習普
及啓発事業

我孫子市の生涯
学習を推進するに
あたり、情報紙に
よる学習情報提
供や講演会等、
学習の場の提供
を通して、学びが
人づくりとなり、人
と人の交流を生
み、まちづくりにつ
ながるよう生涯学
習普及啓発事業
を開催する。

●生涯学習推進事業「人は、なぜ走るか？～古代オリンピック
の最初の競技は〝かけっこ″だった～」
【日時】平成２８年２月６日（土）　午前９時３０分～午後４時００分
【場所】川村学園女子大学
【内容・参加者（延べ人数）】
2020年に行なわれる東京オリンピック・パラリンピック大学連携
プロジェクトの一環として川村学園女子大学と連携し、楽しく走り
続けるコツや早く走るためのヒントなど、運動の基本である“か
けっこ”に焦点をあて、早く・楽しく・続けられるコツやヒントなどス
ポーツの理解を深めることを目的に開催しました。
＜午前の部＞
・小出義雄氏講演会～かけっこ人生～　２３３人
＜午後の部＞
・かけっこ教室～早く走るためのヒント！～　　８８人
・ジョギング教室～楽しく走り続けるコツ！～　３３人
＜１日事業＞
・ニュースポーツを体験しよう！　６１人
・中央学院大学駅伝部パネル展示
・スポーツ用品展示販売
・学生食堂体験　　１６０人
【協賛】アシックスジャパン（株）・(有)藤倉運動具店・アクティオ
（株）・（株）フクシ･エンタープライズ

●≪夏休みアニメ上映＆朗読会≫の開催
【日程】８月５日（水）
【場所】アビスタミニホール
【参加者】１００人（子ども６２人、大人３８人）

【アンケート満足
度】
 ９３％

≪人は、なぜ走るか？～古
代オリンピックの最初の競
技は〝かけっこ″だった～
≫
　講師料　１８０，０００円
　消耗品　４５，６１８円
　印刷製本費　８８，５５４円
≪夏休みアニメ上映＆朗
読会の開催≫
　消耗品
　　４，７４１円

●生涯学習推進事
業「人は、なぜ走る
か？～古代オリン
ピックの最初の競技
は〝かけっこ″だっ
た～」
≪共催≫　あびこ楽
校協議会（アクティオ
㈱、我孫子合唱連
盟、あびこ子どもネッ
トワーク、我孫子南
地区社会福祉協議
会、あびこ市民活動
ネットワーク、我孫子
市商工会）、川村学
園女子大学（川村学
園教員、学生ボラン
ティア）
≪後援≫　我孫子市
陸上競技協会、我孫
子市小中学校体育
連盟
≪事業協力≫　中央
学院大学駅伝部、我
孫子高等学校陸上
競技部、我孫子市体
育協会

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●夏休みアニメ上映＆朗読会
　夏休みに行う視聴覚ライブラリーのア
ニメ映画会に合わせて、絵本の朗読会
を行う。
【日程】８月２日（火）
【場所】アビスタ　ホール
【参加人数】　８４人（子ども５３人、大人
３１人）
●卒サラ講座
　9月24日、10月1・8・22日
　講座ＰＲにあわせて生涯学習のＰＲ展
示を行う。

●夏休みアニメ上映＆朗
読会
　講師料
　　８０，０００円
●卒サラ講座
　講師料
　　４０，０００円
　ポスター・チラシ印刷費
　　４０，０００円

生
涯
学
習
課

●卒サラ講座
市民の方を講師に、
講座を実施する。

39



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

現代社会の中で起きているさ
まざまな人権問題について考
え、各市町村の抱えている問
題について情報交換を行っ
た。
また、市内小中学校ＰＴＡ，教
育委員、社会教育委員、指導
課職員に研修の機会を提供す
ることで、すべての人を個人と
して尊敬し、思いやりの心を
持って助け合い、共に生きる
気持ちを育てることができた。

A．現状どおり推進

なし さまざまな人権問題につい
て知識を得、考えることは現
代社会において必要である
ため、引き続き人権につい
て学ぶ機会を提供していく。

人権研修旅費
　１３，０００円

生
涯
学
習
課

93 人権教育

地域で活動する
社会教育関係者
を対象に社会に
存在する様々な
人権問題（外国
人・男女・子ども・
高齢者・障がい者
など）について学
習する機会を提
供し、社会教育活
動にいかしてもら
う。

●社会人権地区別研修会
【日程】６月１１日（木）
【場所】千葉県総合教育センター
【出席者】市町村教育委員会の社会人権教育担当者（我孫子
市：出席者１名）
【内容】講演「インターネットにおける人権侵略への対応」講師
桑子博行氏（違法・有害情報相談センター長）
・人権啓発ビデオ視聴
・分散会「各市町村教育委員会における人権教育の推進につい
て」等
●社会人権教育指導者養成講座
【日程】７月～１０月
【場所】千葉県総合教育センター　他
【出席者】市町村教育委員会の社会人権教育担当者（我孫子
市：出席者１名）
【内容】
≪７月１５日(水)≫
講演「私らしく生きる-光を失っても‐｣野田市視聴覚障害者協会
理事　中村　和子氏
≪８月２８日(金)≫
講演「被差別部落の歴史｣千葉県人権センター　常務理事　鎌
田　行平氏
≪９月17日(木)≫
講演「しいたげられた子どもたちの姿から｣児童養護施設｢野の
花の家」統合施設長　花崎　みさを氏
≪１０月２３日(金)≫
学校人権教育指導者研修の受講者と合同研修
講演「学校で情報モラルをどう指導するか？」
江戸川大学メディアコミュニケーション学部　情報文学科　玉田
和恵教授
●社会人権教育地区別研修会
【日程】９月１６日
【場所】さわやかちば県民プラザ
【出席者】市内小中学校ＰＴＡ，教育委員、社会教育委員、指導
課職員、生涯学習職員　２５名
【内容】　講演「性別で見る多様性と人権｣～セクシュアリティー
概論～　講師　ダイビーノン代表　飯田　亮留氏

【人権教育研修会
参加者数】
　延べ３０名

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●社会人権地区別研修会
【日程】６月９日（木）
【場所】千葉県総合教育センター
【出席者】市町村教育委員会の社会人
権教育担当者（我孫子市：出席者１名）
【内容】講演「子どもが危ない！ネット人
権侵害」講師　佐藤　佳弘氏（情報文化
総合研究所長）
人権啓発ビデオ視聴
分散会「各市町村教育委員会における
人権教育の取り組みについて」等
●社会人権教育指導者養成講座
【日程】７月～１０月
【場所】千葉県総合教育センター　他
【出席者】市町村教育委員会の社会人
権教育担当者
●社会人権教育地区別研修会
【日程】９月１５日(木）
【場所】さわやかちば県民プラザ
【出席者】市内小中学校ＰＴＡ，教育委
員、社会教育委員、指導課職員、生涯
学習職員　２５名
【内容】講演「絶望の中から希望の光を
見つけるまで・・・～家族の愛とことばの
力」
講師　エメラルドサポート㈱代表取締役
社長　佐藤　尚美氏

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

なし C．廃止･休止

特定（少年野球・タグラグ
ビー）のスポーツ教室開催に
なってしまっている。

特定のスポーツ教室に偏ら
ないよう、健康スポーツ普及
事業に統合し、広く市民が
気軽に参加できるスポーツ
イベント等を開催していく。

地域住民に体を動かす楽しさ
を提供できた。

B．改善・見直しを行う

なし 開催場所を固定化せずに
様々な場所でスポーツを行
いながら地域のスポーツ振
興を図る。

季節性や話題性に富んだテー
マを取り上げ、また収蔵標本
を効果的に利用し、さらに山階
鳥類研究所など関連施設と連
携した企画展を実施すること
ができた。この結果、多くの市
民の関心を集め、利用を促す
ことができた。

A．現状どおり推進

なし なし

委託料120,000円（40,000円
×３箇所）

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

96
鳥の博物館
企画展

鳥の生態や、鳥
の体の仕組み、
鳥の保全などに
ついて理解を深
めてもらうため、さ
まざまな視点から
鳥をわかりやすく
解説し、収蔵標本
や資料を展示す
る。

企画展示
【内容・日程】
　第７１回企画展「鳥の鳴き声展」Ｈ２７．２．２７～６．２８
　第７２回企画展「アホウドリ展～復活への挑戦～」Ｈ２７．７．１
１～９．６
　第７３回企画展「飛んでる鳥展～飛翔型標本コレクション～」Ｈ
２７．９．１２～１２．６
　第７４回企画展「友の会展」Ｈ２７．１２．１２～Ｈ２８．１．２４
　第７５回企画展「フクロウさんちの子育て日記」Ｈ２８．２．６～
６・２６

【入館者数（年間）】
　３６，０４９人

消耗品
　２５０千円
印刷製本費
　９８千円
企画展示委託料
　６４千円
市民スタッフ報償費
　４６千円
備品購入費
　２１８千円

公募による市民ス
タッフが展示交流ス
タッフとして入館者に
展示の解説や館内
の案内を行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

企画展示
【内容・日程】
　第７５回企画展「フクロウさんちの子育
て日記」Ｈ２８．２．６～６．２６
　第７６回企画展「我孫子の鳥図鑑～市
内で見られる鳥全種の標本～」Ｈ２８．
７．９～１１．６
　第７７回企画展「鳥の子育て～ジオラ
マで見る鳥の繁殖～」Ｈ２９．２．１１～
６．２５

消耗品
　１００千円
印刷製本費
　１６７千円
企画展示委託料
　１００千円
市民スタッフ報償費
　１００千円

鳥
の
博
物
館

95

スポーツフェ
スタ～スポー
ツを楽しもう
～

市民が身近な場
所で気軽にス
ポーツを楽しむこ
とができる環境を
整備するため、地
域の小学校を取り
込み、大人から子
供までスポーツを
行い、地域のコ
ミュニケーションを
図る。

≪スポーツフェスタ～スポーツを楽しもう～≫
【日程】２月２７日
【場所】並木小学校、我孫子三小学校、布佐南小学校
【参加者】６７５人

【参加人数】
　６７５人

委託料
　120,000円
　（40,000円×３箇所）

各小学校の地域の
スポーツ少年団と連
携した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【場所】我孫子西地区、我孫子中央地
区、我孫子東地区の３地区
【時期】平成２９年２月２５日（土）
【対象者】児童から高齢者まで広く

各小学校の地域の
スポーツ少年団と連
携する。

公募による市民ス
タッフが展示交流ス
タッフとして入館者に
展示の解説や館内
の案内を行う。

94
スポーツ教室
事業

我孫子市にゆか
りのある優秀なス
ポーツ選手や企
業などにおける人
材をスポーツの指
導・振興に活か
し、スポーツ教室
を行う。

２６年度までは、プロ野球選手、地元ラグビーチームを招き、少
年野球教室、タグラグビーを実施していたが、特定の種目に
偏ってしまうため、２７年度は教室を開催せず２８年度実施に向
けた検討を行った。

なし なし なし
C
．
わ
か
ら
な
い
・
未
実
施

ボールゲームフフェスタの開催
【場所】我孫子市民体育館
【日程】平成２８年４月２４日
【人数】午前の部：４９組、午後の部：１２
８人
【対象者】
午前小学１年生から小学３年生までの
児童と保護者
午後小学４年生から中学１年生までの
児童、生徒

食糧費
　２６千円
印刷製本費
　１３０千円
その他保険料
　４６千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

基本目標　３　多様な学びのある場のまちづくり 基本目標　３　多様な学びのある場のまちづくり
①多様化する学習ニーズに対応した施設・機能の充実 ①多様化する学習ニーズに対応した施設・機能の充実

市民に農業体験の場を提供し
た。
日秀新田市民農園について、
管理委託者と連携して農作物
収穫体験イベントを実施し、農
園の魅力アップを図ったこと
で、昨年度と比べ利用率が向
上した。

B．改善・見直しを行う

高野山ふれあい市民農園に
ついて、平成２８年度末で閉園
が決定しているため、引き続き
農園の利用を希望している利
用者への対応を含め、スムー
ズな事後処理が課題となって
くる。

高野山ふれあい市民農園に
ついては、平成２８年度末で
の閉園が決定した。
日秀新田市民農園について
は、市民農健康づくりやレク
リエーションの場として、引
き続き維持管理・運営を行
なっていく。

【高野山ふれあい市民農園
の閉園理由】
農園利用者数や民間農園
（農家開設型農園）の状況
等を総合的に検討した結
果、平成28年度末をもって
閉園することとした。

プラネタリウムの投影を行い、
水環境保全啓発施設として運
営できた。

A．現状どおり推進

講座、イベントについては、天
候に左右されるため、開催時
期の選定が難しい。

なし

光熱水費及び施設修繕等
維持・保全
　174,000円
市民農園用地及び施設の
適切な管理
　3,506,000円
市民農園既存用地の確保
　2,704,000円
手賀沼土地改良区賦課金
　55,000円
燃料費
　5,000円
消耗品費
　102,000円

農
政
課

98

親水広場の
運営（水環境
保全啓発展
示及びプラネ
タリウム）

水質保全や水環
境、エコ農業と
いった環境学習に
ついて、掲示など
を用いて情報発
信する。プラネタ
リウムの投影を行
い、水環境保全啓
発施設として運営
する。

●講座・イベント
【日程・参加者】
≪星空解説員による生解説≫
8月8日、105名
8月16日、135名
≪天文愛好家によるプチ講座≫
8月23日、135名
8月30日、98名
≪星空解説＆観望会≫
8月27日、41名
2月13日、41名
イベント合計　５５５名

●プラネタリウム投影事業
【参加者】６，４２７名

[内訳]
≪7月≫544名
≪8月≫1,517名（イベント514名含）
≪9月≫684名
≪10月≫709名
≪11月≫695名
≪12月≫432名
≪1月≫699名
≪2月≫487名（イベント41人含）
≪3月≫660名

【講座・イベント合
計参加者数】
　５５４人
【プラネタリウム投
影事業参加者合
計】
　６４２７人

合計（歳入）　5,200円
≪8月27日≫
参加費（保険料＋資料代）
100円／人×41人＝4,100
円　　（歳入）4,100円－（歳
出）保険料1,500円＝2,600
円
≪2月13日≫
参加費（保険料＋資料代）
100円／人×41人＝4,100
円　　（歳入）4,100円－（歳
出）保険料1,500円＝2,600
円

手賀沼親水広場の
維持管理を委託して
いる業者の主催で開
催。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

プラネタリウム投影事業を実施する。
７月以降は、水の館が改修工事で休館
となるため、事業の開催はできない。

なし

手
賀
沼
課

97
市民農園維
持管理事業

消費者が、生産
者と身近な場で交
流し、農業に親し
み、農業を楽し
み、農業を育むこ
とができるよう、市
民農園などの農
業体験の場の提
供を行う。

●年間を通じた市民農園の維持管理
【内容】
・農園管理（区画の耕運、除草作業、農事相談等）及び施設管
理（浄化槽の保守点検・トイレ清掃）
・農園利用者の募集（12月「広報あびこ・ホームページ」に掲載）
・利用者決定に伴う契約事務
・農園利用料の徴収
・日秀新田市民農園について、法面対策工事を行なった。
・高野山ふれあい市民農園のあり方について検討を行なった。
（平成28年度で閉園）

【市民農園の詳細】
《高野山ふれあい市民農園》　総区画243区画うち利用区画数96
区画
《日秀新田市民農園》　総区画114区画うち利用区画数76区画

●体験イベント
≪じゃがいも収穫イベント≫
【日程】6月20日
【場所】日秀新田市民農園
【参加者】35人

≪芋ほりイベント≫
【日程】10月24日
【場所】日秀新田市民農園
【参加者】34人

【市民農園利用区
画数】
　172区画

光熱水費及び施設修繕等
維持･保全
　161,000円
市民農園用地及び施設の
適切な管理
　3,455,000円
市民農園既存用地の確保
　2,704,000円
手賀沼土地改良区賦課金
  55,000円
燃料費
  2,000円
消耗品費
  82,000円
日秀新田市民農園法面対
策工事
　108,000円

通常の農園管理に
加え、管理委託者と
連携し、農作物収穫
体験イベントを企画・
実行した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

・引き続き市民が土に触れ、交流の場と
なる市民農園を提供する。
・日秀新田市民農園について、利用率
の向上を目的とし、管理委託者と連携を
しながら各種イベントの企画・運営を行
い、農園の魅力アップを図る。
・高野山ふれあい市民農園閉園に伴
い、今後の利用方針について地区利用
構想の策定を行う。

通常の農園管理に
加え、管理委託者と
連携し、農作物収穫
体験イベントを企画・
実行する。

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

アドバイザーによるリサイクル
の技術指導で不用なものを再
利用するなど、資源循環型社
会の構築、市民と市との共同
まちづくりの推進、社会福祉の
向上を図れた。

A．現状どおり推進

ふれあい工房の運営スタッフ
やリサイクル教室の指導に当
たる技術アドバイザーが高齢
化により集まらなくなってきて
いる。
施設の老朽化により随所に修
繕が必要になってきている。

なし

なし B．改善・見直しを行う

財政シミュレーションや公共施
設等総合管理計画との整合を
図る必要があるが、計画策定
が平成27年度末以降となった
ため建設構想案をとりまとめ
ることはできなかった。

「我孫子市文化交流拠点施
設整備専門家会議」からの
提案や、これまでにいただ
いた意見、公共施設等総合
管理計画等も踏まえなが
ら、庁内検討委員会で概算
事業費と今後の財政の見込
みとの比較検討を行い、建
設構想案の策定を行う。

市民の学習ニーズに対応する
生涯学習施設が不足する中、
地域の生涯学習等の活動の
場として広く市民に利用され
た。
【利用件数の対前年度比】10%
【教室の利用率（利用コマ数/
総コマ数）】６４%

A．現状どおり推進

今後も学習活動拠点の一部と
して市民にＰＲを行っていく必
要がある。

なし

生涯学習センターの建物敷地
の適正な維持管理を行い、市
民の学習環境の整備を行っ
た。

A．現状どおり推進

開館より１０年以上が経過し、
施設の修繕箇所が多くなって
きている。
総合管理運営業務受託者より
長期修繕計画が提出されてい
るため、修繕箇所に優先順位
をつけながら予算の確保・修
繕の実施が必要。

なし

申請書印刷
　７０，０００円
消耗品
　２３，０００円
修繕料
　１０，０００円
手数料
　３９，０００円
清掃委託
　３１，０００円
県立湖北特別支援学校共
益費
　５，０００円

生
涯
学
習
課

102
公民館施設
管理運営

生涯学習センター
の建物敷地の適
正な維持管理を
行い、市民の学習
環境を整備をす
る。

生涯学習センター総合管理運営委託業務により、施設管理、施
設運営、清掃業務、警備業務を東進ビルシステムに委託し、円
滑な管理運営を進める。
また、施設の修繕や定期点検を実施する。
・修繕
　　ミニホール照明交換工事、学習室照明修繕、消防用設備修
繕、排煙窓ダンパー修繕など
・定期点検
　　建築設備定期検査
・備品購入
　　ミニホールＭＤ/ＣＤデッキ購入
・草刈業務

なし ８８，１８８，０００円

【内訳】
センター総合管理運営委
託料
　５１，８４０，０００円
光熱水費
　１８，０５９，１８３円
施設修繕
　１，４３４，８５５円　　　他

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

生涯学習センター総合管理運営委託業
務により、施設管理、施設運営、清掃業
務、警備業務を東進ビルシステムに委
託し、円滑な管理運営を進める。
また、施設の修繕や定期点検を実施す
る。
・修繕
　消防用設備修繕、中水系統加圧ポン
プ修繕、第２学習室カーテン修繕、和室
襖・障子張替えなど
・定期点検
　建築設備定期検査、建築物定期検査
・備品購入
　ミニホールプロジェクター
・樹木剪定、草刈業務

８４，３７０，０００円

【内訳】
センター総合管理運営委
託料
　５３，６１２，０００円
光熱水費
　２０，９３０，０００円
施設修繕
　２，０７４，０００円　　　他

生
涯
学
習
課

101
地域交流教
室の提供

学校施設の一部
を市民団体や
サークル、自治会
などの学習拠点と
して開放する。

利用推進のためホームページ、広報等で情報提供・利用募集を
行った。
【提供時間】
月～日曜日の９～２１時（ただし、高野山小学校は、月～金曜日
の１７～２１時及び土・日曜日の９～２１時）
【提供場所】
第一小学校、布佐小学校、湖北台西小学校、高野山小学校：１
教室
湖北台東小学校：２教室
【利用件数】
第一小学校：５５８件
布佐小学校：１３３件
湖北台西小学校：４５８件
高野山小学校：４４２件
湖北台東小学校（２教室）：１，３６３件
合計：２，９５４件

【地域交流教室の
提供コマ数】
　５，４５０コマ

消耗品
　２２，８６６円
手数料
　３８，８８０円
清掃委託
　３０，２４０円

使用団体には、教室
の清掃を行っていた
だいた。年間を通し
て利用している団体
には単発で使用する
団体に譲っていただ
き、多くの団体に使
用していただくように
調整を行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民の生涯学習を支援する場として、引
き続き地域交流教室の利用をPRしてい
く。
県立湖北特別支援学校に地域交流教
室を開設する。
高野山小学校は、月～土曜日の１８～２
１時及び日曜日の９～２１時に開放時間
を変更する。
市内小学校の地域交流教室は７月１日
から使用料として４時間ごとに１００円徴
収する。

使用した団体に、教
室の清掃をお願いす
る。年間を通して利
用している団体には
単発で使用する団体
に譲っていただき、
多くの団体に使用し
ていただくように調整
を行う。

なし

運営委託費（アドバイザー
報償費）
　5,206千円　他
計6,569千円

ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

100
新たな文化交
流拠点施設
整備の検討

新たな文化交流
拠点施設の整備
に向けて、文化交
流拠点施設整備
調査研究業務報
告書などを踏まえ
て、施設の機能や
建設候補地など
を建設構想案とし
て取りまとめ、議
会や市民の意見
を聴きながら、さ
らに検討を進めて
いく。

財政シミュレーションや公共施設等総合管理計画との整合を図
る必要があることから、これからの策定をまって建設構想案をと
りまとめることとした。

なし なし なし

C
．
わ
か
ら
な
い
・
未
実
施

「我孫子市文化交流拠点施設整備専門
家会議」からの提案や、これまでにいた
だいた意見、公共施設等総合管理計画
等も踏まえながら、庁内検討委員会で概
算事業費と今後の財政の見込みとの比
較検討を行い、建設構想案の策定を行
う。

なし

企
画
課

、
生
涯
学
習
課

99
ふれあい工房
の運営管理
事業

クリーンセンター
に持ち込まれた再
使用可能な家具
等の修理や、リサ
イクル家具バザー
等での販売、知
識・技術を持った
アドバイザーによ
る技術指導・相談
の実施により、再
資源化活動を支
援する。

●各種リサイクル教室
【内容】傘の布で買い物袋作り、牛乳パックでミニ椅子作り、小袋
作りコーナー、パッチワーク、布草履（ぞうり）作り、裂き織り、和
服のリフォーム、他
【場所】ふれあい工房
【日程】通年（毎月）
【参加者】各5名程度
【対象】市内に在住・在勤・在学の方
（材料費がかかる場合があり）

【来場者数】
　4491人

運営委託費（アドバイザー
報償費）
　5,206千円
通信運搬費
　221千円
水光熱・消耗品・施設修繕
　554千円
清掃・警備・施設保守点検
委託費　他
　430千円

各種リサイクル教室
の実施にあたり、我
孫子市ふれあい工
房運営協議会と協
働。
運営協議会より教室
開催にあたっての技
術アドバイザーを任
期2年で委嘱し、開
催している。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●各種リサイクル教室
【内容】傘の布で買い物袋作り、牛乳
パックでミニ椅子作り、小袋作りコー
ナー、パッチワーク、布草履（ぞうり）作
り、裂き織り、和服のリフォーム、他
【場所】ふれあい工房
【日程】通年（毎月）
【参加者】各5名程度
【対象】市内に在住・在勤・在学の方
（材料費がかかる場合があり）

●フリーマーケット・家具バザー

各種リサイクル教室
の実施にあたり、我
孫子市ふれあい工
房運営協議会と協
働。
運営協議会より教室
開催にあたっての技
術アドバイザーを任
期2年で委嘱し、開
催する。

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

空調設備の更新工事に伴い、
施設利用者にとってより快適
な学習環境になってきている。

A．現状どおり推進

なし なし

人数、接続時間等は把握でき
ていないが、より学習環境が
快適になってきている。

B．改善・見直しを行う

現在は、２階オープンスペース
のサービス提供である。

アビスタ利用者の学習環境
の向上等を図るため、館内
におけるＷｉ－Ｆiサービスの
拡張に向けて、庁内の関係
課と調整を図りながら検討
を進めていく。

施設予約については、全てイ
ンターネット予約としている。
利用者にとってもＰＣや携帯電
話等インターネット環境があれ
ば、いつでも、どこでも利用で
きる為、利用者の利便性向上
になっている。

A．現状どおり推進

なし なし

民間（アクティオ・フクシ共同事
業体）のノウハウを活かし利用
者の増加につながっている。

A．現状どおり推進

指定管理期間の再見直しを検
討する余地がある。

なし

計画的に修繕を行ったことで
体育施設の長寿命化が図れ、
市民が安全で快適に施設を利
用できるようになった。

A．現状どおり推進

体育施設が全般的に老朽化し
ていることから、計画的に修繕
を実施する必要がある。

なし

体育施設管理運営費
　１７，３２０千円
体育施設維持補修費
　７，４１１千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

107
体育施設管
理運営事業、
維持補修

「我孫子市公共施
設等総合管理計
画」に基づき施設
の適正な維持管
理や長寿命化を
図るため、利根川
ゆうゆう公園や湖
北台中央公園、
手賀沼公園の設
備の適正な日常
点検やメンテナン
ス、早期修理、計
画的な修繕を実
施する。また、五
本松運動広場を
より市民のスポー
ツ利用が図れるよ
う改修整備を行
う。

●維持管理
・市営ゲートボール場仮設トイレ修繕
・五本松運動広場立入防止柵修繕
・ふれあいキャンプ場トイレ修繕

【体育施設利用者
数】
　１７２，８３３人

体育施設管理運営事業費
　１１，７５３千円
体育施設維持補修費
　１３，０４１千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●維持管理
・上沼田、新木野少年野球場仮設トイレ
取替
・浅間前多目的広場仮設トイレ取替
・つくし野多目的広場駐車場排水整備

なし

なし

生
涯
学
習
課

、
文
化
・
ス
ポ

　
　
ー

ツ
課

、
市
民
活
動
支
援
課

106
市民体育館
管理運営

指定管理制度を
活かし、良質な自
主事業の提供な
どサービスを一層
充実させるととも
に、民間のノウハ
ウを活かし利用し
やすい施設づくり
を進める。

アクティオ・フクシ共同事業体が指定管理者となり管理運営を
行っている。(平成２７年度から平成２９年度までの３ヶ年）

【市民体育館利用
者数】
　２０５，５０８人

市民体育館管理運営費
　８３，１５９千円

なし
A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

引き続きアクティオ・フクシ共同事業体に
よる管理運営

市民体育館管理運営費
　８６，３３８千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

105
施設予約シス
テムの運用

公民館をはじめと
した学習施設の
空き状況や施設
利用の予約等に
ついて、施設の窓
口の他にインター
ネットを利用した
システムを運用し
市民の利便性の
向上を図る。

公民館、近隣センターや体育施設の利用予約や空き状況の確
認に、ちば施設予約システムを利用（平成27年度より）

【団体利用人数】128,859人
【個人利用者人数】41,952人

【団体利用人数】
　128,859人
【個人利用者人数】
　41,952人

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

平成27年度に引き続きちば施設予約シ
ステムを利用する。

なし

なし

工事費
　４０，３８１，２００円
工事監理費
　１，８３６，０００円 生

涯
学
習
課

104
フリースポット
（Wi-Fi）の提
供

無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆ
ｉ）の利用状況や
要望の把握を行
いながら、公民館
等の公共施設に
無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆ
ｉ）を利用できる設
備を整備しパソコ
ン等のパケット通
信が快適に利用
できる環境を整え
る。

生涯学習センター「アビスタ」の２階オープンスペースにてイン
ターネット環境の提供をした。

【無線LAN設置箇
所】
　１箇所

閲覧制限設定手数料
　１９，４４０円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

生涯学習センター「アビスタ」の２階オー
プンスペースにてインターネットを接続す
る方を対象に、インターネット環境の提
供をする。

閲覧制限設定手数料
　１９，４４０円

生
涯
学
習
課

103
湖北地区公
民館空調設
備更新工事

老朽化した空調
設備の更新工事
を行い、快適な学
習環境を整備す
る。

平成２６年度に実施した空調設備更新工事設計を元に、ホー
ル・ロビー系統の空調設備更新工事を実施。
また、設計業者に工事監理を委託。
※工事及び工事監理にかかる予算から起債対象外（処分費）を
除いた金額の７５％を起債、２５％を市一般財源にて支出。

なし 工事費
　１２２，７６３，６００円
工事監理費
　３，９４２，０００円

なし A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

平成２６年度に実施した空調設備更新
工事設計を元に、調理室・和室・工芸工
作室・第２学習室・第３学習室・資料室・
調光室の空調設備更新工事を行う。
また、設計業者に工事監理を委託する。
※工事及び工事監理にかかる予算から
起債対象外（処分費）を除いた金額の７
５％を起債、２５％を市一般財源にて支
出する。

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

巨額の経費がかかることから
市全体の事業を見ながら実施
するため２７年度は、事業を
行っていない。

B．改善・見直しを行う

用地買収がまとまらない可能
性がある。

用地については、体育館西
側の土地だけでなく、南側
や東側での整備を視野に入
れて進めていく。

計画的に改修を行うことにより
施設の長寿命化が図れる。
また、より良い環境で市民体
育館を利用してもらえ、スポー
ツに関するニーズに対応した
施設の充実が図れた。

A．現状どおり推進

長寿命化に向けての計画的な
修繕が必要（大規模修繕が必
要）

なし

小学校のプールが市民プール
の代替として果たす役割は大
きい。
体育館・校庭の一般開放事業
は、空き時間がないほど利用
されている。

A．現状どおり推進

学校プール開放事業について
委託料が多額となることから、
開放スケジュール等の検討。

学校の体育館・校庭の開放
は市民が身近な場所でス
ポーツに親しむことができ、
また学校プールの開放は、
市民プールの代替として必
要不可欠な事業であるため
引き続き推進していく。

市民が安心・安全にキャンプ
を楽しめる場を提供した。

A．現状どおり推進

なし 市民が身近な場所で、手軽
に自然とともに過ごせる施
設となっていることから、必
要不可欠な事業であるため
今後も現状どおり推進して
いく。

ふれあいキャンプ場管理運
営
　３，４０３千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

111
ふれあいキャ
ンプ場管理運
営

市民が気軽に安
心・安全にキャン
プ場を利用できる
よう、利用受付事
務や野外用品の
貸出等の維持管
理運営を行う。

●ふれあいキャンプ場利用
【キャンプ場利用数】
５８６件、８，０８１人

【ふれあいキャンプ
場利用者数】
　８，０８１人

ふれあいキャンプ場管理運
営費
　３，３３９千円

なし
A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民に安心・安全にキャンプを楽しめる
場を提供する。

なし

市民体育館改修工事・維
持補修費
　１９，９５４千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

110
学校体育施
設開放事業

市民が身近な場
所で気軽にス
ポーツを楽しめる
ことができる環境
を整備するため、
学校施設である
体育館、校庭、武
道場を一般開放
する。また、市民
プールの代替施
設として小学校の
夏季休業期間中
プールを開放す
る。

●小学校プール開放事業
≪一般開放≫
【日程】７月２５日から８月１６日までの２３日間
【場所】我孫子第一、我孫子第三、我孫子第四、並木、湖北、湖
北台西、根戸、新木、布佐南の９校
【参加者】１２，５２９人
≪団体開放≫
【日程】７月２５日から７月２９日までの５日間
【場所】我孫子第二、布佐、高野山、湖北台東の３校
【参加者】３７４人

●体育館・校庭の一般開放事業
年間通して全校で実施する。

【プール開放利用
者数】
　１２，９０３人
【学校体育館・校
庭・武道場利用者
数】
　２００，３９１人

学校体育施設開放事業
　２２，３９７千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●小学校プール開放事業
≪一般開放≫
【日程】７月３０日から８月２１日までの２
３日間
【場所】我孫子第一、我孫子第三、我孫
子第四、並木、湖北、湖北台西、湖北台
東、根戸、新木、布佐南の１０校
≪団体開放≫
【日程】８月４日から８月８日までの５日
間
【場所】我孫子第二、布佐、高野山、の３
校

●体育館・校庭の一般開放事業
年間通して全校で実施する。

学校開放事業費
　２５，８８３千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

109
市民体育館
維持補修、改
修事業

「我孫子市公共施
設等総合管理計
画」に基づき施設
の適正な維持管
理や長寿命化を
図るため、市民体
育館の設備の適
正な日常点検やメ
ンテナンス、早期
修理、計画的な修
繕を実施する。

●維持補修・改修
・メインアリーナン仕切カーテン設置工事
・サブアリーナ照明取替工事
・教官室及び放送室空調機器取替工事
・駐車場等照明器具増設工事
・給水ユニットポンプ交換
・キッズルーム修繕
・メインアリーナ雨水管修繕・サブアリーナ南側雨漏り修繕
・浄化槽修繕

【修繕・改修進捗
率】
　１００％

維持補修・改修費
　１４，２３０千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●維持補修・改修
・サブアリーナ西側雨漏り修繕
・１階トイレ修繕
・トレーニングルーム改修
・野球場本部席設置工事
・体育倉庫修繕

なし

なし

108
武道施設の
建設整備の
検討

全国総合体育大
会、国民体育大
会で、なぎなた競
技を我孫子市で
開催したことや中
学校の武道の必
修化に伴い、日本
古来からの伝統
文化でもある武道
のより一層の振興
を図るため、武道
施設の建設整備
のを検討する。

地権者の意向確認を行った。 【整備進捗率】
　０％

なし なし

C
．
わ
か
ら
な
い
・
未
実
施

引き続き地権者との交渉を行う。 なし

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

文化財を保存するだけでなく、
整備し展示会等活用すること
で、多くの人々に文化財が持
つ魅力を知ってもらう良い機
会となった。

A．現状どおり推進

なし なし

質の高い展示、講演会を実施
しつつ、来訪者の増加と認知
の向上を目指し、小中学校の
みならず高校などとの連携が
必要になっている。平成２７年
度に実施した茶会は我孫子高
校茶道部との連携事業として
幅広い層の来訪者があった。

A．現状どおり推進

なし なし

112
文化財等の
保存と活用

市内に残る文化
財を保存・活用す
ることにより、我孫
子の歴史の意義
を広く市民に理解
してもらえるように
する。具体的に
は、価値ある文化
財を保存、整備
し、それらを一般
公開し、誘導板や
説明板等の整備
を行う。また、歴
史資料や考古遺
物などの整理、研
究の成果を分かり
やすく伝える文化
財展などの企画・
イベントや施設運
営等を実施する。

●文化財説明板の設置
２基の文化財説明板の更新
●文化財展示会の実施
【日程】2月20日～23日
【場所】市民プラザ
【内容】根戸船戸遺跡出土遺物の展示と市指定文化財　中里薬
師堂薬師三尊像の展示
【参加者】1073人
●旧村川別荘の日常管理とボランティアガイドと協働して来訪者
への働きかけ
≪竹灯篭の夕べ≫
【日程】10月9日・10日
【参加者】472人
≪ひなのまつり≫
【日程】2月23日～3月6日
【参加者】1939人
●郷土資料室等の運営
資料貸借、保存業務

【イベント参加者】
　３４８４人

説明板設置業務委託料
　５２９千円
消耗品
　１９１千円
光熱水費
　４３９千円
通信運搬費
　２０５千円
警備委託料
　２０４千円
樹木管理委託料
　４１３千円
施設管理委託料
　２，５９２千円
施設修繕料
　２５０千円
展示ケース制作業務委託
料
　１，６５７千円

旧村川別荘市民ガイ
ドと日常ガイド、イベ
ント時に協働した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●文化財説明板の設置
２基の文化財説明板の更新
●文化財展示会の実施
【日程】2月中旬
●旧村川別荘の日常管理とボランティア
ガイドと協働して来訪者への働きかけ
≪竹灯篭の夕べ≫
【日程】10月７日・８日
≪ひなのまつり≫
【日程】2月下旬～3月上旬
●郷土資料室等の運営
資料貸借、保存業務
●旧井上家住宅の保存・活用
・二番土蔵保存整備工事
・母屋耐震診断
・部分公開の継続
≪一部公開≫

説明板作成委託料
　８２２千円
消耗品費
　９４千円
光熱水費
　５１６千円
通信運搬費
　１７４千円
設備点検保守委託料
　９８千円
警備委託料
　１５２千円
樹木管理委託料
　４３２千円
施設管理委託料
　２，６５２千円
整備工事費
　１，３５４千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

旧村川別荘市民ガイ
ドと日常ガイド、イベ
ント時に協働する。

共済費
　３４千円
需用費
　１，４１４千円
役務費
　５４千円
施設管理委託料等
　１，６３５千円
使用賃借料
　１８５千円
備品購入費
　３４０千円

杉村楚人冠
記念館の保
存と活用

杉村楚人冠記念
館の建物と資料を
保存し、杉村楚人
冠について広く市
民に知ってもらえ
るよう活用を図
る。具体的には、
資料の調査・研究
から判明したこと
をまとめ展示を行
い、その展示をよ
り理解してもらう
ために、施設内の
ガイド、報告書の
刊行やワーク
ショップ、講演会
などを実施する。

●春期企画展「楚人冠がみたオペラ歌手　～三浦環・原信子」
【日程】３月１０日～５月１７日
【入館者】１１６６人
●鑑賞会「ＳＰレコードを聴く　三浦環と原信子」
【日程】４月２６日
【参加者】２９人
●テーマ展示「見て知る、読んで知る、昭和初めの我孫子」
【日程】５月２３日～７月１２日
【入館者】７９８人
●夏期企画展「戦時下のアサヒグラフ」
（戦後７０年・我孫子市平和都市宣言３０年記念平和事業）
【日程】７月１４日～１０月４日
【入館者】７６８人
●読書会
【日程】９月２６日
【場所】アビスタ　第２学習室
【参加者】２６人
●冬期企画展「杉村楚人冠と柳田國男」
【日程】１０月１０日～１月１１日
【入館者】８１１人
●講演会
【日程】１１月２１日
【場所】アビスタ　ホール
【参加者】８４人
●テーマ展示「河村蜻山と湖畔吟社」
【日程】１月１３日～２月２８日
【入館者】３０７人
●春期企画展「楚人冠の旅」
【日程】３月１日から（翌年度へ継続）
●茶会
【日程】３月２２日
【参加者】１２６人

●春期企画展「楚人冠の旅」
【日程】３月１日～５月１５日（前年度より
継続）
●テーマ展示「てがみ展　楚人冠の友人
たち」
【日程】５月２１日～７月１０日
●夏期企画展「ことばに向き合う～新聞
記者楚人冠の言語論」
【日程】７月１２日～１０月２日
●冬期企画展「新聞と文学と～杉村楚
人冠と夏目漱石」
【日程】１０月８日～１月９日
●テーマ展示「てがみ展　楚人冠の友人
たち２」
【日程】１月１１日～３月５日
●春期企画展「血脇守之助～我孫子が
生んだ歯科医学の功労者」
【日程】３月７日～５月１４日（翌年度継
続）
●茶会
【日程】３月

朗読ボランティアに
よるイベント参加、我
孫子高校茶道部によ
る茶会の運営で協働
した。

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

【来訪者】
　２，７５１人

共済費
　７４６千円
旅費
　４１３千円
需用費
　１，４０１千円
役務費
　４０千円
施設管理委託料
　１，８９０千円
使用賃借料
　２７５千円
備品購入費
　３４３千円

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

朗読ボランティアに
よるイベント参加、我
孫子高校茶道部によ
る茶会の運営で協働
する。

113
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

保存整備工事を適切に実施す
ることができた。
工事の現地見学会が好評で
あったため、今後も継続して実
施していきたい。

A．現状どおり推進

文化団体・市民団体と共催イ
ベントを実施し、今後のニーズ
調査を行う必要がある。

なし

柳兼子のピアノBGM演奏や朗
読会の開催で新たな来館者層
を獲得し、来館者数の底上げ
になった。

A．現状どおり推進

原田京平を通じた白樺派研究
の深化と認知向上

なし

都市計画道路の進捗に備え、
関係課長会議を開催して情報
収集と共有をはかった。また
関係する新規補助金等がある
場合は積極的に活用して事業
化するよう、関係課に働きか
けた。

A．現状どおり推進

都市計画道路の進捗状況に
よって、ハード整備事業の着
手が制約されるため、当面の
間、ソフト事業のみの展開とな
る。

なし

なし

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

116
手賀沼文化
拠点整備計
画の推進

我孫子市内には、
古墳や郡衙（ぐん
が）などの遺跡、
戦国時代の城
跡、江戸時代の
宿場、大正時代
の別荘、文人たち
の旧居など、多時
代に亘る数多くの
史跡が、沼と樹林
地、丘陵と一体と
なって所在してお
り、それらを単に
保存、維持するこ
とだけにとどまら
ず、一体のものと
して連携させ、積
極的な整備、活用
を図っていくこと
が求められている
情勢を踏まえ、手
賀沼沿いに点在
する多くの文化ポ
イントのネットワー
ク化を行い、体系
だった整備、活用
を進める。

平成２７年度は、主要事業の開始が保留されているため、都市
計画道路の進捗状況を見極めつつ、着手時期を検討し、開始保
留とされていないソフト事業などを中心に実施し、関係各課の事
業進行管理を行った。

なし なし 計画策定時に市民
委員が参加

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

関係各課の事業進行管理を行い、有利
な補助金等がある場合は積極的に活用
するよう、企画財政部とも協調していく。

需用費
　５５６千円
役務費
　７１千円
委託料
　１０，００９千円
使用賃借料
　５５千円
二番土蔵保存整備工事費
　３０，５００千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

115
白樺文学館
の運営

大正期に我孫子
に居を構えた白樺
派の足跡を広く
知ってもらうため、
所蔵資料や作品
などを活用し、企
画展やイベントを
実施する。

●特別企画展「我孫子・白樺派を継ぐ者―原田京平の生涯―」
【日程】３月１日（日）～５月２４日（日）（前年度より継続）
【入館者】１１２３人
●座談会
≪我孫子・白樺派を継ぐ者―原田京平を語る―≫
【日程】５月９日（土）
【場所】アビスタ
【参加者】４８人
●常設テーマ
≪白樺派と我孫子≫
【日程】５月２７日（水）～１０月２５日（日）
【入館者】１６９７人
≪民藝運動と我孫子≫
【日程】１月２７日（水）～６月２６日（日）
【入館者】１６７６人
●他団体共催事業
≪湖北地区公民館共催イベント朗読発表会≫
【日程】９月２６日（土）
【場所】湖北地区公民館
【参加者】２６人
●企画展
≪歌人 原田京平と窪田空穂≫
【日程】平成２７年１０月２９日（木）～平成２８年１月２４日（日）
【入館者】８５７人

【入館者】
　３，８７４人

共済費
　６９８千円
旅費
　２２４千円
需用費
　２，９５８千円
役務費
　１３０千円
委託料
　１，６０５千円
使用賃借料
　２０３千円
工事請負費
　１４４千円
備品購入費
　１４０千円

ピアノスタッフ、朗読
スタッフとともにイベ
ントを実施

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●常設テーマ
≪民藝運動と我孫子≫
【日程】２月２４日（水）～１０月３０日（日）
（前年度より継続）
●他団体共催事業
≪湖北地区公民館共催イベント朗読発
表会≫
【日程】７月・１１月・３月
【場所】湖北地区公民館
●企画展
≪画家 原田京平と山本鼎≫
【日程】１１月２日（水）～１月２９日（日）

共済費
　９５４千円
旅費
　２１４千円
需用費
　２，７６３千円
役務費
　３０８千円
委託料
　１，６２４千円
使用賃借料
　２０４千円
備品購入費
　８７千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

114
旧井上家住
宅の保存と活
用

旧井上家住宅の
建物・敷地の維持
管理を行いなが
ら、建物を順次保
存整備工事して
後世に伝えてい
く。工事中も建物
周囲の公開活用
を図り、周知に努
めていく。

●表門・裏門・外塀保存整備工事
【期間】７月１日～３月２２日  47,056,000円
●表門・裏門・外塀保存整備工事工事監理業務
【期間】７月１日～３月２２日
●二番土蔵保存整備工事実施設計
【期間】５月２９日～１１月２７日  3,629,000円
●宇保存整備工事現地見学会
【日程】１月２３日
【参加者】２６人
●部分公開の継続　3054人

【保存整備工事の
進捗率】
　１００％

需用費
　３３４千円
役務費
　５６千円
委託料
　３，５６４千円
表門等保存整備工事
　４７，０５６千円
表門等保存整備工事監理
業務委託
　４，３１６千円
二番土蔵実施設計
　３，６２９千円
電柱広告製作委託料
　２１千円

我孫子国際野外美
術協会が、我孫子国
際野外美術展オープ
ニング会場として使
用した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●二番土蔵保存整備工事
【期間】平成２８年７月１日～３０年７月３
１日（予定）
●母屋耐震診断
【期間】平成２８年６月１日～２９年２月２
８日
●保存整備工事現地見学会
【日程】１２月～１月実施予定
●茶会（文化団体との共催）
●コンサート（市民団体との共催）

我孫子国際野外美
術協会が、我孫子国
際野外美術協会と協
働し、我孫子国際野
外美術展オープニン
グ会場として使用す
る。

ピアノスタッフ、朗読
スタッフとともにイベ
ントを実施

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

天候不順による中止も多い
が、２７年度は祝日も巡回した
ことにより、減少幅が小さく
なった。
移動図書館の巡回は、図書館
から離れた地域の利用者に
とって必要であり、一定の成果
を上げている。

B．改善・見直しを行う

利用の少ないステーションに
対して、引き続き利用が増え
るようＰＲ等工夫する必要があ
る。

前回のプロポーザルによる
委託業者選定から、平成２９
年５月末で３年が経過する
ため、民間業者に業務委託
した過去９年間の実績や内
容について検証し、平成２９
年度以降の移動図書館の
体制について決定していく。

湖北台地区公共施設整備に
係る関係課長会議が開催され
た（１回）

A．現状どおり推進

なし なし

ミニギャラリーは、湖北台分
館、布佐分館ともに予約が１
年先まで入るほど盛況であ
り、今後も継続していく必要が
ある。
布佐分館の会議室利用にお
いて、第1会議室は前年度比８
件減だったが、第２会議室は１
４件増となった。

A．現状どおり推進

引き続き利用促進のためのＰ
Ｒ等に努める必要がある。

なし

上記修繕箇所完了
これまでどおり、利用者に安
全で快適な館内環境を提供す
ることが可能となった。

A．現状どおり推進

なし なし

設計業務の完了により、空調
工事入札にかかる金額の積
算と設計図書が完成した。

A．現状どおり推進

なし なし

修繕費
　１，６９１千円

鳥
の
博
物
館

121
鳥の博物館
空調設備更
新工事

施設の老朽化に
より、空調設備の
更新工事を行い、
快適な学習環境
を整備する。

空調設備更新工事に伴う設計業務を委託した（Ｈ２７．５．１～
８．３１）

なし 設計業務委託料
　２，７２２千円

なし
A
．
成
果
・
効
果
が

あ

っ
た

空調設備工事実施（工事期間はＨ２８．
１１～Ｈ２９．１）

空調設備更新工事費
　９０，１１６千円
空調設備更新工事監理業
務委託費
　３，１１０千円
暖房機器賃借料
　４４千円

鳥
の
博
物
館

120
鳥の博物館
管理運営

鳥の博物館内の
照明・空調等の更
新や、展示のため
の壁面修繕、配
線工事を実施す
るなど、施設の維
持管理を行う。

空調設備修繕、非常放送設備更新、非常ドア修繕、誘導灯・非
常照明交換、展示室壁面塗装など

なし 空調設備修繕
　１，２６３千円
非常放送設備更新
　６７０千円
非常ドア修繕
　３４１千円

なし A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ

た

身障者用トイレ自動ドア電気錠交換
バルコニータイル修繕
暗幕張替
窓枠塗装及び屋根防水部分修繕
３階換気設備部品交換
内部塗装修繕（１階スチールドア、２・３
階ドア枠　等）など

なし

図
書
館

119
図書館会議
室及び展示ス
ペースの提供

図書館の会議室
や展示スペースを
活用し、市民の自
主的な学習の機
会と発表の場を提
供する。

・布佐分館会議室を貸し出す。
・湖北台分館・布佐分館の館内壁面をミニギャラリーとして市民
に提供する。
≪布佐分館≫
第１会議室　　　５４回
第２会議室　　　５３回
ミニギャラリー　 １２回
≪湖北台分館≫
ミニギャラリー　 １２回

【布佐分館会議室
の年間利用回数】
　１０７回（６回増
（＋５．９％））

嘱託職員報酬他
　２０８千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

布佐分館会議室を貸し出す。
湖北台分館・布佐分館の館内壁面をミ
ニギャラリーとして市民に提供する。
≪布佐分館≫
第１会議室（申請に応じて随時）、第２会
議室（申請に応じて随時）、ミニギャラ
リー（年１２回予定）
≪湖北台分館≫
ミニギャラリー（年１２回予定）

嘱託職員報酬他
　２２５千円

図
書
館

118
湖北地区図
書館の整備

現在の市民図書
館湖北台分館は
面積・設備・機能
面で十分な図書
館とは言えないこ
とから、湖北地区
の利用者への直
接サービスの拠
点として、湖北地
区図書館を建設
する。

企画課が中心となって、湖北台地区公共施設整備に係る関係
課長会議を１回開催した。

【庁内検討会議の
開催数】
　１回

なし なし A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

湖北地区図書館を含め、湖北台地区公
共施設については、都市計画道路整備
事業による若草幼稚園の移転内容を踏
まえた上で整備することになった。中里
地区に消防署等を建築するための基本
調査を行い、この結果を踏まえて企画課
を中心として整備方針を策定する。

117
移動図書館
業務

移動図書館そよ
かぜ号の巡回に
より、図書館に来
館しにくい地域に
居住する高齢者
や、乳幼児を連れ
た親子等に学習
の機会を提供す
る。

移動図書館そよかぜ号が水・木・金の午後に市内１４ステーショ
ンを巡回して、貸出・返却等のサービスを提供した。
平成２７年度から、移動図書館をより利用しやすくするため、水・
木・金の祝日も運行した。

【年間貸出冊数】
　２４．３５１冊

【移動図書館巡回
ステーション年間貸
出冊数】
　２４，３５１冊
　（１，９３４冊減（－
７．４％））

図書館窓口業務委託料
　１０，３５６千円
燃料費
　４０千円
看板設置委託料
　１６０千円

青山台及び久寺家
ステーションで、市民
スタッフ（読書普及担
当）によるおはなし会
「そよかぜおはなしタ
イム」を開催し、ス
テーションを訪れる
子どもや保護者に対
して、絵本の読み聞
かせを実施した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

移動図書館そよかぜ号が水・木・金の午
後に市内１４ステーションを巡回して、貸
出・返却等のサービスを提供する。
移動図書館をより利用しやすくするた
め、水・木・金の祝日も運行を行う。

図書館窓口業務委託料
　１０，３５６千円
燃料費
　６９千円
看板設置委託料
　１７３千円

図
書
館

青山台及び久寺家
ステーションで、市民
スタッフ（読書普及担
当）によるおはなし会
「そよかぜおはなしタ
イム」を開催し、ス
テーションを訪れる
子どもや保護者に対
して、絵本の読み聞
かせを実施する。

なし

なし

なし

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

入館者数の増（Ｈ２６　３４，０７
３人→Ｈ２７　３６，０４９人）
常設展示のリニューアル実施
までの時期を補うための展示
情報のアップデートが実現で
きた。これにより、来館者への
解説がスムーズになった。
今後も科学の進歩にあわせ
た、情報の更新や時代に沿っ
た展示方法を検討・実施す
る。

A．現状どおり推進

なし なし

②近隣自治体との施設の相互利用や民間施設の活用 ②近隣自治体との施設の相互利用や民間施設の活用
当日は、天候にも恵まれ、参
加者が前年度494人に比べ大
幅に増加した。
年々参加者が増加しているこ
とから、イベントの周知だけで
なく、運動習慣の重要性も多く
の人に知ってもらう機会を提
供できた。

A．現状どおり推進

ガス展との同日開催ができな
い場合の、賑わいの創出が必
要である。

なし

近隣市や民間と連携し、体育
施設を一般開放し市民がス
ポーツに触れる場を提供でき
た。

A．現状どおり推進

テニスコートについては、資産
売却がされたため利用できな
くなった。

なし

マラソン大会１００選にも毎年
選出されるほどに人気を誇り、
スローガンである手賀沼浄化
の啓蒙にもつながっている。
柏市と連携し、手賀沼を周る
マラソン大会を開催した。

A．現状どおり推進

なし なし

なし

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

125
手賀沼エコマ
ラソン支援事
業

「よみがえる手賀
沼をさわやかに走
ろう！」をキャッチ
フレーズに、「手
賀沼の浄化」と
「地域の活性化」
をランナーととも
にアピールするた
め、柏市と共同で
マラソン大会を開
催する。

●第２１回手賀沼エコマラソン
【日程】１０月２５日（日）
【対象】
・１８歳以上の健康で、ハーフマラソンを２時間３０分で完走でき
る者
≪柏・我孫子市民枠≫２，０００人
≪一般枠≫６，０００人
【距離】２１．０９７５ｋｍ（柏ふるさと公園スタート・ゴールのハーフ
マラソン）
【参加者数】７，９９７人
【目的】
（１）手賀沼浄化啓発活動の推進
（２）自然と調和し共存する手賀沼をアピール
（３）健康増進の昂揚
（４）社会の活性化とスポーツ文化の振興
【共催】柏市

【手賀沼エコマラソ
ン参加者数】
　７，９９７人

手賀沼エコマラソン負担金
　３，５５０千円

大会運営について一
般市民のボランティ
ア・体育協会・各関
係機関の協力を仰ぎ
実施した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●第２２回手賀沼エコマラソン
【日程】１０月３０日（日）
【対象】
・１８歳以上の健康で、ハーフマラソンを
２時間３０分で完走できる者
≪柏・我孫子市民枠≫３，０００人
≪一般枠≫６，０００人
【距離】２１．０９７５ｋｍ（柏ふるさと公園
スタート・ゴールのハーフマラソン）
【参加者】９，０００人
【目的】
（１）手賀沼浄化啓発活動の推進
（２）自然と調和し共存する手賀沼をア
ピール
（３）健康増進の昂揚
（４）社会の活性化とスポーツ文化の振
興
【共催】柏市

手賀沼エコマラソン大会負
担金
　３，５３７千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

124

近隣市町と体
育施設の相
互利用・民間
体育施設の
一般開放の
推進

近隣市町との体
育施設の相互利
用や、民間等の
体育施設の一般
開放を進めること
により、市に不足
している施設を補
充し市民が気軽
にスポーツに触れ
楽しめる環境を整
備する。

取手グリーンスポーツセンター温水プール（１施設）、民間施設
温水プール（１施設）、川村学園女子大学グラウンド（１面）を一
般市民に開放した。

【相互利用している
近隣市・市民一般
開放している民間
企業の体育施設
数】
　３箇所

なし なし
A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

民間施設温水プール（１施設）、川村学
園女子大学グラウンド（１面）を一般市民
に開放する。
取手市との相互利用の継続。

なし

鳥
の
博
物
館

123
手賀沼ふれあ
いウォーク

手賀沼周囲の
ウォーキングを実
施し、健康におけ
る運動習慣の重
要性を啓発する。

●手賀沼ふれあいウォーク
【日程】１１月２１日（土）
【場所】手賀沼公園
【主催】手賀沼ふれあいウォーク実行委員会（実施主体は、千葉
県ウォーキング協会で、我孫子市と柏市の共催）
【人数】658人
【対象者】市民

【手賀沼ふれあい
ウォーク参加者数】
　658人

実行委員会負担金
　４８１，０００円

●手賀沼ふれあい
ウォーク
手賀沼ふれあい
ウォーク実行委員会
が主催。実施主体
は、千葉県ウォーキ
ング協会で、我孫子
市と柏市の共催。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程】１１月１９日（土）
【場所】手賀沼公園
【人数】約600人

実行委員会負担金
　６０３，７６０円

健
康
づ
く
り
支
援
課

122
鳥の博物館
展示リニュー
アル

科学の進歩に合
わせた情報の更
新や時代に沿っ
た展示手法の導
入により、信頼の
おける情報の提
供を行い、展示の
基本となる収蔵資
料の保管・管理機
能の充実を図る。

常設展示
　平成28年2月　2階「手賀沼の自然と鳥」コーナーにタッチ式デ
ジタルサイネージを設置。手賀沼の鳥や自然環境の変化に関
する最新情報を、映像や音声を使って提供し、常設展示のリ
ニューアル実施までの補完としての情報のアップデートを行っ
た。
　平成28年3月　3階展示室「鳥の起源と進化」コーナーの展示
パネル2枚を交換した。鳥の起源と進化に関する最新情報の提
供と分類に関する展示内容の情報整理を行った。
　常設展示のリニューアル実施について、第８期実施計画に組
み入れた。

【入館者数（年間）】
　３６，０４９人

なし 日頃から来館者アン
ケート、市民スタッフ
や友の会会員の意
見を聞いたことを今
後の計画づくりに取
り入れていく。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

常設展示
　空調工事で休館中に、常設展示の中
で、補完すべき情報を整理し、これを解
説したちらしを作成する（開館時にパン
フレットスタンドに設置する）。また、今後
計画されている常設展示のリニューアル
に向けて必要な資料を収集整理する。

来館者アンケート
や、市民スタッフ、友
の会会員の意見を
今後の計画づくりに
取り入れていく。

●手賀沼ふれあい
ウォーク
手賀沼ふれあい
ウォーク実行委員会
が主催。実施主体
は、千葉県ウォーキ
ング協会で、我孫子
市と柏市の共催。

なし

大会運営について一
般市民のボランティ
ア・体育協会・各関
係機関の協力を仰ぎ
実施する。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

年間相互貸借冊数は、２，２０
９冊増（＋２８．３％）となってお
り、市民の多種多様で旺盛な
資料要求に応えることができ
た。
また、相互協力事務担当者会
議等にも出席するなどして、他
の図書館との連携を深めた。

A．現状どおり推進

市民の多種多様で旺盛な資
料要求に対して、適正な資料
費の確保も課題である。

なし

基本目標　４　学んだ成果を活かすことのできるまちづくり 基本目標　４　学んだ成果を活かすことのできるまちづくり
①学びを通じて身につけた成果を活かす機会の拡充 ①学びを通じて身につけた成果を活かす機会の拡充

市民講師の登録数は増加して
いる。市民講師として、積極的
に市民の学習活動の支援に
取り組んでもらった。

A．現状どおり推進

なし なし

利用対象がほぼ２歳児に限定
されるため人数の増減はある
が、繰り返し利用される方が
多いため、利用者の満足度は
高い。

B．改善・見直しを行う

祝祭日の水曜日も一時保育
事業を行っているが、ほとんど
利用がない状態となっている。

祝祭日の実施について検討
していく。

（再掲）

生涯学
習出前
講座の
運営

（再掲）

生涯学
習人材
バンクの
整備

（再掲）
生涯学
習ボラン
ティア

保育スタッフ報償費
　１１０千円
通信費
　５千円
保険料
　３８千円
飲料費
　１千円

生
涯
学
習
課

131 No.24に同じ

生
涯
学
習
課
　
他

６
課

130
アビスタ一時
保育事業

生涯学習施設を
利用する子育て
中の利用者のた
めに、保育スタッ
フを活用して一時
保育の環境を充
実させ、学びたい
時に学べる学習
機会の提供を図
る。

【日程】４月～３月の水曜日、公民館主催事業日　全７０回
【場所】生涯学習センターアビスタ 託児室、湖北地区公民館 和
室
【内容】子ども連れの公民館・図書館利用者の子どもの託児。
【対象】子育て中の生涯学習施設利用者　≪託児対象児≫２歳
から就学前までの幼児
【参加者】利用者２２７人、保育ボランティアスタッフのべ１７８人
[利用者内訳]
≪毎週水曜日≫５４回、１５７人
≪公民館事業（家庭教育学級、プチ家庭教育学級、のびのび親
子学級家庭教育学級合同講演会等）≫１６回　７０人

【保育利用者】
　２２７人

保育スタッフ報償費
　７５千円
通信費
　５千円
保険料
　３８千円
飲料費
　１千円

市民保育ボランティ
アスタッフとして　１０
人（のべ１７８人）に
参加してもらった。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程】４月～３月の水曜日、公民館主
催事業日　全６８回
【場所】生涯学習センターアビスタ 託児
室、湖北地区公民館 和室
【内容】子ども連れの公民館・図書館利
用者の子どもの託児。
【対象】子育て中の生涯学習施設利用者
≪託児対象児≫２歳から就学前までの
幼児

なし

生
涯
学
習
課

129 No.23に同じ

生
涯
学
習
課

128

生涯学習出
前講座市民
講師メニュー
への登録

自ら培った経験や
技術、知識を地域
に活かし、市民の
生涯学習活動を
積極的に応援して
いただける方を
「市民講師」として
登録し、まちの生
涯学習のリーダー
として、市民の生
涯学習のきっかけ
づくりを行ってもら
うとともに、学びの
輪を地域に広げ
てもらう。

生涯学習出前講座、市民講師メニューの講師として登録し、講
座を提供した。
　
【講座登録数】
市民講師メニュー１３６講座（平成２８年３月３１日現在）

【講師登録数】
講師６２人と６団体の登録（平成２８年３月３１日現在）

【新規登録数】
　８人、１団体

なし 市民講師として新規
に８人にボランティア
登録してもらった。
また、我孫子市社会
福祉協議会が３講座
開設した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

生涯学習出前講座、市民講師メニュー
の講師として登録し、講座を提供する。

なし

市民保育ボランティ
アスタッフに活動の
補助を担ってもらう。

嘱託職員報酬他
　１，８８３千円
事務用消耗品
　１２千円
普通旅費
　１２千円

図
書
館

127 No.91に同じ

生
涯
学
習

課

126

市外図書館・
大学・関係機
関との連携協
力

千葉県立図書館・
県内市町村立図
書館・国会図書
館・大学図書館な
ど関係機関と連
携して、図書資料
の相互貸借や図
書館の相互利用
を行い、市民の幅
広いニーズに対
応する。

●相互協力事務担当者会議
【日程】６月１１日（木）
【場所】千葉県立西部図書館

●千葉県立図書館巡回車（週１回）

●千葉県公共図書館協会
≪総会≫
【日程】５月２０日（水）
【場所】千葉県立中央図書館
≪館長会議≫
【日程】３月１７日（木）
【場所】千葉県立中央図書館
≪第３ブロック会議≫
【日程】２月１２日（金）
【場所】柏市立図書館
≪参考郷土等研修委員会≫
【日程】７月１日（水）、９月１６日（水）
【場所】千葉県立中央図書館

●相互貸借申込
【他図書館への貸出（Ａ）】　　　　２，０１７冊
【他図書館からの借入（Ｂ）】　　　７，９９８冊
【年間相互貸借冊数（Ａ＋Ｂ）】　１０，０１５冊

【年間相互貸借冊
数】
　１０，０１５冊

嘱託職員報酬他
　１，７７０千円
事務用消耗品
　１３千円
普通旅費
　５千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

・相互協力事務担当者会議（年２回）
・相互貸借申込み（通年、随時）
・千葉県立図書館巡回車（週１回）
・千葉県公共図書館協会「総会（年１
回）、館長会議（年１回）、ブロック会議
（随時）　、参考郷土等研修部会（随時）
等」
・市内大学との打合せ

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

２６年度より委嘱人数が増加し
たことからも市民の意識が良
い方向へ変わってきている。

A．現状どおり推進

なし なし

②地域で活動する人材の発掘・育成とスキルアップの拡充 ②地域で活動する人材の発掘・育成とスキルアップの拡充
●第６回災害救援ボランティア
講座
　例年に比べ、参加者が少な
かったが、学生に比べ一般参
加者が多いことは、地域での
防災への意識が高くなってい
ると感じた。

A．現状どおり推進

●第６回災害救援ボランティア
講座
　参加者を増やすための、工
夫が必要である。

なし

27年度は、講座の前後に失語
のある人と15分間の自由会話
を行い、観察評価尺度を用い
て講習の効果を検証した。失
語に関する基礎知識と会話技
術を身につけてもらう機会に
なった。

A．現状どおり推進

なし なし

なし なし

なし なし

介護予防事業講師報償費
　320千円
リーダー育成事業用消耗
品
　22千円
強化型きらめきデイサービ
ス事業委託料
　432千円

高
齢
者
支
援
課

135
介護予防サ
ポーター養成
講座

介護予防に関す
る知識や技術を
地域の人々に普
及啓発していく、
高齢者の介護予
防活動のリーダー
を育成し支援す
る。

平成２８年度から開始事業のため実績なし なし なし なし
C
．
わ
か
ら
な
い
・
未
実
施

【開催場所】　市民プラザ　アビスタ
【開催期間】平成２８年５月２５日～１１月
３０日　（開催期間中、１団体あたり４回
研修を実施）
【内容】認知症予防運動プログラム（コグ
ニサイズ）、ストレッチ、尿もれ体操、口
腔機能向上の体操等、介護予防に特化
したプログラムの提供
【対象者】きらめきデイサービスボラン
ティア、強化型きらめきデイサービスの
開設予定している団体、体操指導の要
請があった団体

●災害救援ボランティア
補助金
　≪一般≫
　　９２，０００円
　　（９，２００円×１０人）
　≪学生≫
　　２０１，０００円
　　（６，７００円×３０人）

●防災士　補助金
　　８０，０００円
　　（４０，０００×２人） 市

民
安
全
課

134
失語症会話
パートナー養
成講座

失語のある人のコ
ミュニケーションを
支援するため、市
民を対象に失語
に関する知識と会
話技術に関する
講習と実習を行
う。

●失語症会話パートナー養成講座
失語のことをよく理解し、コミュニケーションを補いながら一緒に
会話できる失語症パートナーを養成するため、市民を対象に失
語に関する基礎知識と会話技術に関する講習を開催した。
【開催場所】障害者福祉センター・保健センター
【実施回数】3回
【参加者数】延べ18人
【対象】我孫子市在住の方
【費用】無料

【失語症会話パート
ナー延べ派遣人
数】
　350人
【失語症会話パート
ナー登録者人数】
　24人

失語症会話パートナー派
遣事業報償費
　284,000円
失語症会話パートナー養
成講座
　20,000円

年1回、失語症会話
パートナー派遣事業
説明会を開催し、事
業に関する意見を聴
取している。また、失
語のある人から適宜
要望を聴取してい
る。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●失語症会話パートナー養成講座
失語のことをよく理解し、コミュニケー
ションを補いながら一緒に会話できる失
語症パートナーを養成するため、市民を
対象に失語に関する基礎知識と会話技
術に関する講習を開催する。
【開催場所】障害者福祉センター・保健
センター
【実施回数】1回
【定員】12人
【対象】我孫子市在住の方
【費用】無料

失語症会話パートナー派
遣事業報償費
　303,000円
失語症会話パートナー傷
害保険
　133,000円 障

害
福
祉
支
援
課

(

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

)
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防災士及び
災害救援ボラ
ンティア育成
事業

防災士と災害救
援ボランティアの
認証資格の取得
を支援し防災リー
ダーを育成するこ
とで、自助・共助
による「自分たち
の地域は自分た
ちで守る」という地
域の原点を自然
発生的に芽生えさ
せ、自主防災組
織の組織化と活
性化により、我孫
子市における防
災力や減災力の
質的向上に努め
る。

●第６回災害救援ボランティア講座
災害救援ボランティア認証資格の取得を支援し、防災リーダー
を育成することで、地域の防災力向上の推進と災害発生時の被
害の軽減を目的とする。
【日程】１１月１４日（土）２１日（土）２８日（土）
【場所】中央学院大学・消防本部
【参加者】一般１０名（男性９名・女性１名）学生４名（男性３名・女
性１名）
【対象者】市民、市内の大学在学者、市内の事業所在勤者

●防災士補助金交付
防災士の資格の取得を支援し、防災リーダーを育成することで、
地域の防災力向上の推進と災害発生時の被害の軽減を目的と
する。
【日程】随時
【交付人数】1名
【補助額】受講料、試験料及び登録料の３分の２以内、４万円を
上限とする。
【対象者】市民（自治会、自主防災組織の推薦を受けた者）

【災害救援ボラン
ティア講座の受講
者数】
　１４人（一般１０
人、学生４人）
【防災士　受験者
数】
　１人

●災害救援ボランティア
補助金
　≪一般≫
　　７３，６００円
　　（９，２００円×８人）
　≪学生≫
　　２０，１００円
　　（６，７００円×３人）

●防災士　補助金
　　４０，０００円
　　（４０，０００×1人）

●第６回災害救援ボ
ランティア講座
　災害救援ボラン
ティア推進委員会が
講座の運営を行い、
市民安全課は申請
があった受講者に対
する助成金交付を
行った。
　また、中央学院大
学に協力していただ
き、教室を借用、学
生の受講者募集を
行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●第７回災害救援ボランティア講座
防災士及び災害救援ボランティア認証
資格の取得を支援し、防災リーダーを育
成することで、地域の防災力向上の推
進と災害発生時の被害の軽減を目的と
する。
【開催日程】１１月５日(土)、１２日(土)、２
６日(土)
【開催場所】中央学院大学・消防本部
【募集人数】一般１０名　学生２０名　　計
３０名
【対象者】市民、市内の大学在学者、市
内の事業所在勤者

●防災士補助金交付
防災士の資格の取得を支援し、防災
リーダーを育成することで、地域の防災
力向上の推進と災害発生時の被害の軽
減を目的とする。
【日程】随時
【補助額】受講料、試験料及び登録料の
３分の２以内、４万円を上限とする。
【対象者】市民（自治会、自主防災組織
の推薦を受けた者）

報償費
　６０千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

132
文化事業市
民スタッフ

教育委員会が主
催・共催する文化
事業の実施にあ
たって市民スタッ
フを活用し、受
付、設営、会場整
理等の業務を行
う。

市民の自主的な参加協力により、地域の文化活動を支援する
事業を教育委員会の主催で実施した。
【委嘱期間】４月１日～３月３１日
【委嘱人数】　３４人
【派遣件数】　９件　【派遣人数】　９０人（延べ）
【派遣件名】　天心映画上映会、我孫子市民フィル定期演奏会、
めるへん文庫原画展、市民コンサート、郷土芸能祭、文化財展
寄贈絵画展、フレッシュコンサート、茶会（杉村）、めるへん文庫
表彰式
【業務内容】入場者の受付に関する業務、開場の案内及び整理
に関する業務、出演者の接待に関する業務、会場及び設備に
関する業務、その他補助的業務

【登録人数】
　９０人

報償費
　４５千円

文化事業を裏方で支
えたい市民が登録
し、事業の担い手に
なってもらった。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民の自主的な参加協力により、地域
の文化活動を支援する事業を教育委員
会の主催で実施します。
【委嘱期間】４月１日～３月３１日

文化事業を裏方で支
えたい市民が登録
し、事業の担い手に
なってもらう。

●第７回災害救援ボ
ランティア講座
　災害救援ボラン
ティア推進委員会が
講座の運営を行い、
市民安全課は申請
があった受講者に対
する助成金交付を行
う。
　中央学院大学に協
力していただき、教
室を借用、学生の受
講者募集を行う。

年1回、失語症会話
パートナー派遣事業
説明会を開催し、事
業に関する意見を聴
取する。また、失語
のある人から適宜要
望を聴取する。

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

平成２７年度は、９人の新規サ
ポーターを加え、７５人となっ
た。活動への意識の高いサ
ポーターは、子どもの見守り
や家庭への訪問活動に積極
的に参加し、子育てを支援す
る人材育成の機会としての成
果があった。

A．現状どおり推進

活動に参加してくれるサポー
ターは毎回同じ方になってき
ている。

活動に消極的なサポーター
の参加を促すとともに、活動
の場を広げて行く。

環境レンジャーの行事への参
加や、活動報告等、当初の予
定通りに業務を遂行できた。

B．改善・見直しを行う

環境レンジャーが高齢化によ
り人数が減っており、新たな環
境レンジャーの育成が必要。

新たな環境レンジャーの育
成を行い、環境レンジャーの
人員を確保するとともに、事
業内容についても見直して
いく。

７０，０００円

【内訳】
消耗品費
　５０，０００円
船借り上げ料
　２０，０００円

手
賀
沼
課

137
環境レン
ジャー活動へ
の支援

環境ボランティア
リーダーとして環
境レンジャーを育
成し、市内の行事
に参加してもらう
ことで市民の環境
保全活動を支援
する。

●ネイチャー・イン
【日程・参加者】
≪鎮守の森にネイチャーイン≫　　　　５月１７日　１８人
≪ホタル観賞会≫　　　　　　　　　　　　７月２５日　９６人
≪巣箱外し・巣箱調査≫　　　　　　　　１０月１９日　５人
≪谷津ミュージアム自然観察会≫　１０月２４日　１８人
≪手賀沼の冬鳥船上観察会≫　　　　１月３１日　２７人
≪紙飛行機工作と飛行大会≫　　　　３月２０日　６１人

●Ｅｎｊｏｙ手賀沼！ブース出展
【日程】５月１０日
【場所】手賀沼親水広場
【内容】パネル展示及び生き物ぬり絵の実施
【参加者】３３５人

●環境レンジャー通信「たまっけ」の発行
【日程】年３回（４、１０、１月）
【場所】各小中学校及び公共施設の配布
【部数】約１，０００部／回

●エコ・こども教室
【日程】１０月１８日
【内容】手賀沼流域フォーラム我孫子地区イベントとして、夏休
み自由研究作品の手賀沼賞受賞者５人の作品発表会を実施。
【場所】アビスタ
【参加者】４１９人

・環境ボランティアリーダーとして環境レンジャーを育成
【環境レンジャー人数】　１６名

・環境ボランティア
リーダーとして環境
レンジャーを育成
【環境レンジャー人
数】　１６人

２８，４２４円

【内訳】
消耗品費
　８，４２４円
船借り上げ料
　２０，０００円

市民の環境保全活
動を支援するために
市内の行事に環境レ
ンジャー（ボランティ
ア）の参加協力。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●ネイチャー・イン企画の開催を行う。

●Ｅｎｊｏｙ手賀沼！ブース出展をする。

●環境レンジャー通信「たまっけ」の発
行をする。

●エコ・こども教室を開催する。

●次世代の環境レンジャーを育成する
ため、環境レンジャーサポーターを募集
し、環境レンジャーに必要なスキルを習
得する。

市民の環境保全活
動を支援するために
市内の行事に環境レ
ンジャー（ボランティ
ア）の参加協力。

136
子育てサポー
ター養成講座

核家族化により子
育てに不安を持
つ世帯の増加や、
地域・家庭におけ
る子育て力の低
下が認められる
中、子育てを支援
する人材を育成
し、地域における
子育て力を強化
するため、子育て
サポーター養成
講座を開講し、子
育てサポーターを
養成する。

●子育てサポーター養成講座
≪基本講座≫
【日程】
６月２５日（木）、７月２日（木）、７月９日（火）、７月１６日（木）、７
月２３日（木）、７月３０日（木）、８月４日（火）、９月８日（火）、１０
月８日（木） 全９回
【内容】こどもの発達と遊び、乳幼児の健康と安全、食生活と栄
養、子育て支援の現状など
【対象】市内在住または近隣市町在住の２０歳以上の方で、市
内で子育てサポーターとして活動する意欲のある方や、子育て
支援活動を行う予定のある方

≪保育園実習（ 保育園見学・参加実習 ）≫
【日程】９月1５日（火）から９月２９日（水） のうち２日間

≪フォローアップ講座≫
【日程・内容】
１月２６日（火） 保育の実践につながる講習会(講義）、保育の実
践につながる講習会（実技）  他
２月４日（木）　具体的な問題点、疑問点への対応策の検討

◎子育てサポーター新規認定者　９人

●スキルアップ講座
【日程・内容】
１０月１３日（火）　サポーターのためのサポート講座　２５人
３月４日（金）　ボランティアを楽しもう　part２　１６人

【子育てサポーター
人数】
７５人（新規９人）

子育てサポーター養成講
座講師謝礼
　210,000円
スキルアップ講座講師報償
費
　20,000円
子育てサポーター活動報
償費
　150,000円
子育てサポーター養成講
座テキスト印刷
　140,000円

子育てサポーター養
成講座を受講し、修
了した方の中から
「子育て応援隊」とし
て活動し、子育て家
庭の訪問やまた市
民団体「スマイル・マ
マ」や「HAPPYタイム
の会」として自主活
動に取り組んでい
る。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●子育てサポーター養成講座
≪基本講座≫
【日程】
６月２３日（木）、６月３０日（木）７月８日
（金）、７月１５日（金）、７月２２日（金）、７
月２８日（木）、８月３日（水）、９月６日
（火）、１０月１４日（金） 全９回
【内容】こどもの発達と遊び、乳幼児の健
康と安全、食生活と栄養、子育て支援の
現状など
【対象】市内在住または近隣市町在住の
２０歳以上の方で、市内で子育てサポー
ターとして活動する意欲のある方や、子
育て支援活動を行う予定のある方
【定員】３０人

≪保育園実習（ 保育園見学・参加実習
）≫
【日程】９月1２日（月）から９月３０日（金）
のうち２日間

≪フォローアップ講座≫
【日程・内容】
１月３１日（火） 保育の実践につながる
講習会(講義）、保育の実践につながる
講習会（実技）  他
２月１０日（金）　具体的な問題点、疑問
点への対応策の検討

●スキルアップ講座２回予定
【日程・内容】
１０月　未定
１月または２月　未定

子育てサポーター養成講
座講師謝礼
　160,000円
スキルアップ講座講師報償
費
　20,000円
子育てサポーター活動報
償費
　450,000円
子育てサポーター養成講
座託児活動報償費
　30,000円

保
育
課

子育てサポーター養
成講座を受講し、修
了した方の中から
「子育て応援隊」とし
て活動してもらう。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

会員同士の森づくりの共通認
識が図れてきており、森の保
全から再生へと活動を広げ始
めている。
また、定例活動日以外の有志
活動や、会員自身が住んでい
る地域の森づくりをされている
方もおり、ボランティアによる
緑の保全活動の拡がりにつな
がってきている。

A．現状どおり推進

会員の高齢化が進んできてお
り、若い人の参加が少ないこ
とが課題である。

なし

市民講師に、改めて出前講座
の趣旨と目的について説明す
ることで、講師が共通認識を
持つことにつながった。
活動報告をすることで、事業
の状況を理解してもらうことが
できた。
我孫子に関する講義を受ける
ことにより、地域への関心を高
め、市民講師としての自覚を
再確認してもらった。

B．改善・見直しを行う

様々な経験や専門知識を持つ
市民講師に対して、有意義で
あったと思ってもらえる講義を
探すことに苦慮している

学習会参加者も全体の３分
の１程度であり、メンバーも
固定してきているため、隔年
の開催に変更する。

なし なし

なし なし

市独自のスポーツ指導者の研
修制度確立に向け検討した。

A．現状どおり推進

なし 引き続き市独自のスポーツ
指導者の研修制度確立に
向け検討し、３０年度から実
施できるよう環境を整備す
る。

なし

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

141
スポーツ指導
者の研修制
度の確立

市民の多様化す
るスポーツニーズ
に対応するため、
市独自のスポー
ツ指導者の研修
制度を検討し、確
認する。スポーツ
指導者の方向性
を統一し、我孫子
市のスポーツ活
動が安全・安心に
展開できるよう指
導者の育成を図
る。

他市の事例を研究した。 なし なし なし
B
．
あ
ま
り
成
果
・
効
果
が
な

か

っ
た

研修制度の確立へ向け、ＮＰＯ法人我
孫子市体育協会と開催について協議を
行う。

なし

なし

生
涯
学
習
課

140
生涯学習審
議会委員の
研修

生涯学習や社会
教育に関する知
見を深めてもらう
とともに、委員間
の連携強化を図
るため、研修会を
実施する。

なし なし なし なし

C
．
わ
か
ら
な
い
・
未
実
施

あびこ楽校協議会と社会教育委員が統
合となり、生涯学習審議会発足にあた
り、審議委員の研修を行う。
【実施回数】２回実施予定
生涯学習審議会の社会教育に関する知
識を深めるため、東葛飾地区６市と合同
で研修会を行う。
●東葛飾地区社会教育連絡協議会研
修会
【日程】　８月２３日(火）
【場所】　野田市中央公民館
【内容】　学識経験者から生涯学習につ
いての講演を聴く。
●東葛飾地区社会教育委員・社会教育
関係職員等合同研修会
【日程】　１月17日(火）
【場所】　鎌ヶ谷市
【内容】　社会教育関連施設等の視察、
社会教育関係の有識者、行政担当者等
による講話

●東葛飾地区社会教育連
絡協議会研修会
　会議報酬
　　３５，０００円
　　（３５００円×１０人）
●東葛飾地区社会教育委
員・社会教育関係職員等
合同研修会
　会議報酬
　　３５，０００円
　　（３５００円×１０人）

生
涯
学
習
課

139

生涯学習出
前講座市民
講師の共同
研修の実施

生涯学習出前講
座市民講師の共
通認識の向上と、
講座の内容充実
を図るため、市民
講師を対象とした
研修会等を行う。

平成２８年２月に市民講師登録者・団体全員を対象に学習会を
実施。平成２７年度事業の報告、講演会を行う。
【研修日】平成２８年２月２６日（金）
【場  所】アビスタ　第１学習室
【出席者】２０人
【内　容】
・平成２７年度事業報告
・更新手続き
・講演　「我孫子の指定文化財について～その現状と課題～」
　講師：文化・スポーツ課　辻　史郎氏

なし 飲料費　３　千円 なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

平成２８年度は学習会は実施せず、平
成２９年度開催予定。

なし

なし

138
緑のボラン
ティアの森づ
くり

森づくり作業を通
じて、自然に対す
る理解と愛着を深
めてもらうととも
に、市内に残る貴
重な緑地を保全
する。

●市民の森＆古利根みどりのボランティア定例活動日
≪古利根自然観察の森活動≫
【日程】偶数月第２土・奇数月第２日
≪古利根沼べり活動≫
【日程】毎月第３水
≪中里市民の森活動≫
【日程】偶数月第４日
≪岡発戸市民の森活動≫
【日程】奇数月第４日

【我孫子市みどりの
ボランティア登録人
数】
　３４７人
（内、古利根みどり
のボランティアと登
録人数　３９人）

消耗品費
　52,215円
運搬・処分委託料
　47,520円
原材料費
　49,877円
備品購入費
　19,800円

市内の緑地（古利根
沼周辺・岡発戸市民
の森・中里市民の
森）において、森の
保全活動を行った。
また、樹木の植栽な
ど、森の再生につな
がる活動を行った。
≪協同団体≫
市民の森＆古利根
みどりのボランティア

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●市民の森＆古利根みどりのボランティ
ア定例活動日（予定）
≪古利根自然観察の森活動≫
【日程】偶数月第２土・奇数月第２日
≪古利根沼べり活動≫
【日程】毎月第３水
≪中里市民の森活動≫
【日程】毎月第４日
※岡発戸市民の森活動は、岡発戸市民
の森整備工事を実施することから今年
度は休止し、中里市民の森での活動に
充てている。

消耗品費
　73,000円
運搬・処分委託料
　50,000円
原材料費
　50,000円

公
園
緑
地
課

　市内の緑地（古利
根沼周辺・岡発戸市
民の森・中里市民の
森）において、森の
保全活動を行う。ま
た、樹木の植栽な
ど、森の再生につな
がる活動を行う。
≪協同団体≫
市民の森＆古利根
みどりのボランティア
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

③学んだ成果を評価するしくみの構築 ③学んだ成果を評価するしくみの構築
演奏会を実施し、市民が中心
の観客に音楽の素晴らしさを
アピールできた。

A．現状どおり推進

なし なし

文化財展・寄贈絵画展とコラ
ボ開催し、今までの参加者と
異なる層の来場者を得ること
ができた。
コンサートを通し、交流の場と
成果を発表する機会を提供で
きた。

A．現状どおり推進

なし なし

今年度も、多くの市民参加を
募り開催することができた。
多くの参加者の方に、文化芸
術に親しむ機会や活動発表の
機会を提供できた。

A．現状どおり推進

なし なし

寄贈絵画展を文化財展やフ
レッシュコンサートとコラボ開
催することにより、例年とは
違った参加者層に寄贈絵画を
アピールする機会を得られ
た。

A．現状どおり推進

なし なし

需用費
　２８８千円
委託料
　１５０千円
使用料
　１７４千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

145 寄贈絵画展

市に寄贈された絵
画を有効活用しな
がら絵画展を実
施し、市民の芸術
の心を育む。

●寄贈絵画展
【日程】平成２８年２月２０日（土）～２３日（火）
【入場者】１０７３人
【場所】市民プラザ　ギャラリー
【内容】市民の文化意識に応える絵画展。市に寄贈された絵画
作品の展示（岡田正二、鈴木喜三男、天海敦）

【入場者数】
　１，０７３人

需用費
　２８８千円
委託料
　１５０千円
施設使用料
　１７４千円

なし
A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民の文化意識に応える絵画展を教育
委員会の主催で実施します。また、昨年
度に引き続き、文化財展とコラボレー
ションすることを計画しています。
【日程】平成２９年２月予定
【場所】市民プラザ　ギャラリー

なし

需用費
　７８千円
委託料
　４２３千円
使用料
　１０千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

144 文化祭

多くの市民が参加
し、文化芸術に触
れ親しむ機会を提
供するとともに、
市民の文化芸術
に関する関心を高
める。

●市民文化祭
【内容】市民の手で市民が作る文化の祭典。教育委員会の主催
で実施。
【日程】９月２１日（月・祝）～１２月１３日（日）
【場所】アビスタ、湖北地区公民館、我孫子市民プラザ、我孫子
南近隣センター、けやきプラザ、つくし野コミュニティーホール、
我孫子北近隣センターつくし野館
【開催部門】絵画、茶道、謡曲、民謡、舞踊、アルゼンチンタン
ゴ、日本舞踊、詩吟、三曲、洋舞、華道、書道、吹奏楽、合唱、さ
つき、囲碁、軽音楽、俳句、将棋、フラダンス、きもの着付け、写
真、歌謡曲、短歌、手工芸、盆栽・山野草、東洋蘭、洋ラン、演
芸及び地域芸能などの文化３２部門
【出演者数】３，９７０人
【入場者数】１７，６５４人

【出演者数】
　３，９７０人
【入場者数】
　１７，６５４人

委託料
　３，６００千円
施設使用料
　７８６千円

市民団体参加によっ
て我孫子市民文化
祭実行委員会を組
織し、企画・運営を
担ってもらった。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●市民文化祭
【内容】市民の手で市民が作る文化の祭
典。教育委員会の主催で実施。
【日程】１０月１日（日）～１２月１１日（日）
【開催場所】アビスタ、湖北地区公民館、
我孫子市民プラザ、我孫子南近隣セン
ター、けやきプラザ、つくし野コミュニ
ティーホール、我孫子北近隣センターつ
くし野館
【開催部門】絵画、茶道、謡曲、民謡、舞
踊、アルゼンチンタンゴ、日本舞踊、詩
吟、三曲、洋舞、華道、書道、、吹奏楽、
合奏、合唱、さつき、囲碁、軽音楽、俳
句、将棋、フラダンス、きもの着付け、写
真、歌謡曲、短歌、手工芸、盆栽・山野
草、東洋蘭、洋ラン、演芸及び地域芸能
などの文化３３部門

委託料
　３，６００千円
施設使用料
　８８０千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

143
市民参加型コ
ンサート

市内音楽愛好家
の交流の場と成
果を発表する機
会を提供するた
め、市内在住、在
勤、在学等の方
が出演するコン
サートを開催す
る。

●市民参加型コンサート
【事業名】フレッシュコンサート
【日程】２月２１日（日）
【内容】市ゆかりの高校生や大学生の若手演奏家が出演し発表
する音楽会（教育委員会の主催で実施）
【参加者】２０３人
【開催場所】市民プラザ　ホール

【参加者】
　２０３人

需用費
　７６千円
委託料
　３６７千円

市民の学生が演奏
を行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●市民参加型コンサート
【事業名】未定
【日程】２月下旬日（日）
【内容】市ゆかりの高校生や大学生の若
手演奏家が出演し発表する音楽会（教
育委員会の主催で実施）
【開催場所】市民プラザ　ホール

市民の学生が演奏
を行う。

市民団体参加によっ
て我孫子市民文化
祭実行委員会を組
織し、企画・運営を
担ってもらった。

142
市民コンサー
ト

市内や近郊の音
楽愛好家の交流
を図るとともに、
多くの市民に音楽
を演奏することの
素晴らしさを身近
に感じてもらえる
よう、教育委員
会、我孫子市民
フィルハーモニー
管弦楽団が実行
委員会を組織し
て、コンサートを
開催する。

●市民コンサート
【日程】１２月１９日（土）、２０日（日）
【入場者】８２５人
【場所】けやきプラザ　ふれあいホール
【出演者】我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団

【来場者数】
　８２５人

負担金
　２００千円

市民参加で実行委
員会を組織し、企画・
立案から実施までを
担った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程】１２月１７日（土）、１８日（日）
【場所】けやきプラザ　ふれあいホール
【出演者】我孫子市民フィルハーモニー
管弦楽団

負担金
　２００千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

市民参加で実行委
員会を組織し、企画・
立案から実施までを
担う。

54



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

今年も、多くの子ども達からの
応募があり、創作活動を通じ
豊かな感性を育む機会や作品
を発表する機会を提供でき
た。

A．現状どおり推進

なし なし

基本目標　５　学びでつながるまちづくり 基本目標　５　学びでつながるまちづくり
①学びによる仲間づくりや交流等のコーディネート機能の充実 ①学びによる仲間づくりや交流等のコーディネート機能の充実

市民と市民団体等とが交流で
きる機会を提供した。

A．現状どおり推進

イベントが直接的に担い手の
確保という成果につながって
いるのか見えづらいが、市民
活動の必要性や既存の活動
団体の発表する場の提供も必
要と考える。

指定管理者との共催事業で
あり、市民活動のノウハウ
のある指定管理者を中心に
イベントを開催していきた
い。

（再掲）
郷土芸
能への
支援

（再掲）

手賀沼エ
コマラソ
ン支援事
業

子

ど

も

支

援

課

（再掲）
げんき
フェスタ

151 No.62に同じ

講師報償費
　３００，０００円
消耗品費
　３，０００円
保険料
　３０，０００円
施設使用料
　２１，０００円

合計額　３５４，０００円

市
民
活
動
支
援
課

150 No.61に同じ

子

ど

も

支

援

課

（再掲）
あびこ子
どもまつ
り

149
チャレンジＤＡ
Ｙ

市民活動を活発
にするため、市民
と市民団体等とが
交流できるマッチ
ングイベントや講
演会を実施する。

●チャレンジDAY
【日程】９月２６・２７日
【場所】我孫子南近隣センター、介護実習センター（けやきプラザ
７階）
【内容】テーマ別企画（福祉、子育て、環境等）、講演会、懇親会
等
【参加者】人数：371名、参加団体：30団体

市民活動をはじめ
た人数　１０人

講師謝礼金
　１５０，０００円
消耗品費
　２０，０００円
施設使用料
  ３０，０００円

合計額　２００，０００円

市民活動メッセとの
共同開催により、約
５０団体の市民団体
とイベントの協働を
行った。
また、企画運営につ
いても市民活動ネッ
トワークと協働で実
施した。

B
．
あ
ま
り
成
果
・
効
果
が
な

か

っ
た

【日程】９月２４・２５日
【場所】我孫子南近隣センター、介護実
習センター（けやきプラザ７階）
【内容】テーマ別企画（食、自治会等）、
講演会、懇親会等

市民活動メッセとの
共同開催により、約
５０団体の市民団体
とイベントの協働を
行う。
また、企画運営につ
いても市民活動ネッ
トワークと協働で実
施する。

文

化

・

ス

ポ
ー

ツ

課

148 No.125に同じ

文

化

・

ス

ポ
ー

ツ

課

147 No.50に同じ

146 めるへん文庫

子どもたちが創作
活動に親しみ、ま
た、豊かな感性を
育むことができる
よう、めるへん文
庫の作品募集や
入賞作品集の刊
行、めるへん文庫
審査委員の原画
展示を行う。

●めるへん文庫
【対象】市内外の小・中・高校生
【内容】童話作品を募集し、優秀作品を表彰。教育委員会の主
催で実施。
【募集期間】５月１日～１０月３１日
【応募件数】１４５編（小学生３１、中学生１０９、高校生５）
【その他】
前年入賞者の作品を第１２集として製本（５００部）し、入賞者・学
校・図書館などに配布した。
【原画展】
めるへん文庫事業のＰＲを兼ねて、めるへん文庫に挿入されて
いるさし絵の原画展示会を開催しました。

≪表彰式≫
【日程】平成２８年３月１９日(土）　小学生１席１名・２席１名・３席
４名、中学生１席１名・２席１名・３席６名、高校生１席１名・２席１
名・３席１名

【作品応募数】
　１４５編

報償費
　８６千円
需用費
　５２５千円
役務費
　１５千円
委託料
　１００千円
基金積立金
　１２，９４０千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●めるへん文庫
【対象】市内外の小・中・高校生
【内容】童話作品を募集し、優秀作品を
表彰。教育委員会の主催で実施。
【募集期間】５月１日～１０月３１日

報償費
　８６千円
需用費
　５１０千円
役務費
　１５千円
委託料
　１００千円

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

市内各校では、本年度までの
着実な取り組みを継続し、活
動を軌道に乗せている様子で
ある。ボランティア活動に参加
する地域・保護者の方々と、児
童、生徒や教職員との関係性
も着実に深まっている様子が
うかがえる。

A．現状どおり推進

学校支援地域本部事業の地
域への広報活動の強化を図
る。

・学校ごとに置かれている地
域支援本部を中学校区へ広
げていく。
・市内小中学校，中学校区
で，それぞれの実態に合わ
せて本事業を展開し，安全
確保支援や環境整備支援
の定着と積極的に学習支援
へ取り組む。

（再掲）

生涯学
習学習
相談体
制の整
備

（再掲）
長寿大
学

（再掲）
家庭教
育学級

（再掲）
のびの
び親子
学級

生

涯

学

習

課

（再掲）

市民カ
レッジ
我孫子を
知るコー
ス

157 No.48に同じ

生

涯

学

習

課

156 No.70に同じ

生

涯

学

習

課

155 No.69に同じ

生

涯

学

習

課

154 No.66に同じ

生

涯

学

習

課

153 No.22に同じ

152
学校支援事
業の充実

学校教育の内容
を充実させ、その
教育力を向上させ
るため、市内全小
中学校で立ち上
げた学校支援地
域本部において、
地域住民を中心と
した学校支援を行
う。

・学校教育の質と教育力の向上を図るため、市内全小中学校の
学校支援地域 コーディネーターの一層の育成と学校担当者と
の連携の円滑化を図った。
・学校が必要とする教育支援内容に応じ、教育活動支援、環境
整備支援、児童生徒の安全確保支援、部活動指導支援等のボ
ランティアを派遣するための人材登録作りを充実させた。
・各校の学校支援地域本部コーディネーターが中心となって、学
校が必要とする教育支援内容に応じ、教育活動支援、環境整備
支援、児童生徒の安全確保支援、部活動指導支援等、学校と
支援ボランティアの連絡・調整を図るようにした。

【場所】市内小中学校　全１９校
【実働人数】≪小学校≫延べ３１，４１７人　≪中学校≫延べ１
５，０８３人

【ボランティア活動
実働人数】
　４６，５００人（小
中学校延べ）

研修会講師謝金
　１５，０００円
消耗品（１９校＋事務局）
　６４７，７７９円

・学習支援（社会福
祉協議会，ふれあい
サロンなど伝統的行
事，伝統的な遊びの
活動）
・安全確保（防犯連
絡員，自治会，地域
見守り隊，サークル
関係など登下校の見
守り，パトロールな
ど）
・地域行事への参加
（祭礼などへ吹奏楽
部の参加，地域花壇
づくりなど）

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

・「環境整備支援」や「安全確保支援」な
どをさらに充実させながら、「学習支援」
の広がりと充実を図る。
・・各中学校区での連携や支援活動の実
施をめざす。
・学習支援地域コーディネーターの育成
のための研修を実施する。
【場所】市内小中学校　全１９校

研修会講師謝金
　９０．０００円
お礼状郵送料
　３１，２００円
文房具等消耗品（１９校＋
事務局）
　６７０，０００円

指
導
課

・学習支援（社会福
祉協議会，ふれあい
サロンなど伝統的行
事，伝統的な遊びの
活動）
・安全確保（防犯連
絡員，自治会，地域
見守り隊，サークル
関係など登下校の見
守り，パトロールな
ど）
・地域行事への参加
（祭礼などへ吹奏楽
部の参加，地域花壇
づくりなど）
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

②新たなつながりを生み出す団体等への支援・育成 ②新たなつながりを生み出す団体等への支援・育成
●外国人のための日本語教室
　受講生からの日常生活や日本
の習慣などについての質問、相
談ごとにもボランティア講師が適
宜対応、アドバイスを行った。ま
た、日本語以外にも、「ごみの出
し方」や「浴衣の着付け」など、日
本の習慣等を学べる機会を作っ
た。
●外国人相談窓口業務
　外国人からの相談受付をAIRA
事務局が行い、複雑な内容の場
合には、ボランティア通訳（登録
相談員）を手配したり、関係機関
に取り次ぐなどの対応を行うこと
により、外国人も暮らしやすい環
境を整えることができた。
●外国語通訳派遣業務
　野外美術展など行事や、国際
会議の我孫子での見学（鳥博
等）等の通訳を行い、交流を図る
ことができた。
●簡易な文書の翻訳
　外国人にとって日常生活で必
要と思われる情報を英訳して提
供することにより、外国人も暮ら
しやすい環境を整えることができ
た。

B．改善・見直しを行う

なし 本事業は、在住外国人が安
心して日常生活を送れるよ
う支援するために必要な事
業であり、市の委託事業と
することにより、安定した事
業を展開できている。今後
は、我孫子市国際交流協会
が27年度からスタートした日
本語教室イブニングクラス
（毎週金曜日夕方に実施）
が、参加者が増え、利用者
のニーズが高いことが分
かったため、委託事業として
実施していくことも含めて検
討していく。

158
在住外国人
支援事業

在住外国人が安
心して快適に日常
生活を送れるよ
う、我孫子市国際
交流協会（ＡＩＲＡ）
に日本語教室や
相談窓口等、外
国人の支援に必
要な業務を委託
する。

●外国人のための日本語教室
【日程】火曜日３４回、土曜日３４回を開催。（火曜日は託児を実
施）
【場所】アビスタ、市民プラザ
【所要時間】１回あたり１時間３０分
火曜日は託児を実施
【受講生】９６人
【ボランティア講師】４１人
【託児登録児童数】９人
【託児ボランティア】８人

●外国人相談窓口業務
・我孫子市国際交流協会で市内に在住・在勤
・英語、中国語、タイ語、スペイン語、韓国語の計５か国語対応
【業務内容】在学の外国人からの相談を受けた。
【相談件数】１３件
【登録相談員】１１人

●外国語通訳派遣業務
・英語、中国語、タイ語、スペイン語、韓国語、フランス語対応
【通訳件数】１１件
【通訳派遣数】のべ２５人

●簡易な文書の翻訳業務
・英語、中国語、タイ語、スペイン語、韓国語、フランス語対応
【翻訳枚数】英語３８枚　中国語１枚　計３９枚

【外国人のための
日本語教室開催回
数】
　６８回

在住外国人支援事業委託
　 1,391千円
　（日本語教室託児ボラン
ティア保険料、学校派遣ボ
ランティア保険料98千円含
む）

いずれもボランティ
アの方々が、日本語
指導や、外国人相
談、市内行事等での
通訳・翻訳を行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●外国人のための日本語教室
【日程】火曜日３３回、土曜日３３回を開
催予定。（火曜日は託児を実施）
【場所】アビスタ、市民プラザ
【所要時間】１回あたり１時間３０分を予
定

●外国人相談窓口業務
　・我孫子市国際交流協会で市内に在
住・在勤、在学の外国人からの相談を受
ける。
　・英語、中国語、タイ語、スペイン語、
韓国語の計５か国語対応

●外国語通訳派遣業務
　・英語、中国語、タイ語、スペイン語、
韓国語、フランス語対応

●簡易な文書の翻訳業務
　・英語、中国語、タイ語、スペイン語、
韓国語、フランス語対応

在住外国人支援事業委託
　1,391千円
　（日本語教室託児ボラン
ティア保険料、学校派遣ボ
ランティア保険料98千円含
む）

企
画
課

いずれもボランティ
アの方々が、日本語
指導や、外国人相
談、市内行事等での
通訳・翻訳を行う。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

市民が行う公益活動や生涯学
習活動への活動支援を行っ
た。

【申請】
審査申請：9件（新規申請6件、
再申請3件）
審査結果：採択　6件、不採択
3件
【交付】13件、総額：2,343,420
円

B．改善・見直しを行う

制度の趣旨としては、交付団
体に最終的に自立した運営を
すること目的としているが、自
立した団体は少ない。既得権
益的な制度となっていることは
今後の課題と考える。

現在の既存団体を支援する
ためには、現状のとおり推
進をしていく方向ではある
が、制度開始後１５年以上
が経過していることもあり、
制度内容の再検討をしてい
く。

市民活動を支援していく側面
としては、活動中における補
償も必要であると考えるため。

B．改善・見直しを行う

事故等も多様化しており、制
度内容の見直しを行う必要が
ある。

事故等も多様化しており、制
度内容の変更を検討してい
る。

ごみと資源の排出抑制やリサ
イクル、課題について考える
機会を提供し廃棄物行政をよ
り深く理解してもらえた。市の
具体的な取り組みをより理解
してもらえた。

A．現状どおり推進

職員減による講師不足 なし

なし

ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

161

資源循環型
社会に関する
市民講座へ
の派遣

資源循環型社会
の構築に向けて、
ごみ資源排出抑
制等の情報提供
や、環境教育を行
う。

≪勉強会への講師派遣　≫
【日程】平成27年7月6日（月）13：30～14：30
【場所】我孫子南近隣センター 8階 調理室
【内容】「我孫子市の廃棄物行政の現状と課題」
【参加者】　25人

≪自治会懇談会への講師派遣　≫
【日程】平成27年7月12日（日）13：30～16：15
【場所】近隣センターこもれび　多目的ホール
【内容】「我孫子市のごみ処理の現状」
【参加者】　38人

【申し込み団体数】
　2団体

なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

要請があれば実施。 なし

負担金補助及び交付金
公募補助金
　２，９２５，０００円

市
民
活
動
支
援
課

160
市民公益活
動補償制度
の運用

市民活動に参加
した者が活動中に
障害等を負った場
合や、市民団体
が損害賠償責任
を負った場合の補
償を行い市民の
活動を支援する。

市民活動に参加した者が活動中に障害等を負った場合の補償
を行い市民の活動支援を行った。
【対象者】
主たる活動拠点が市内にあり、かつ、構成員が５名以上の団体
（構成員の７０％以上が市内に居住していることが必要）による
「公益的な活動」が対象。ただし、日本国外の活動、営利・政治・
宗教に係る活動を除きます。
【補償の種類】
傷害、損害賠償、弔慰金

【支払】
≪傷害≫
・支払件数：10件
・支払金額：90,000円

市民公益活動中の
補償すべき傷害、
賠償責任について
すべて補償する。

役務費　その他保険料
　３，４０４，７３０円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

平成27年度と同様 役務費　その他保険料
　４，０３４，６００円

市
民
活
動
支
援
課

159
公募補助金
制度の運用

市民生活向上な
ど、市民の利益に
つながる公益的で
営利を目的としな
い活動を行う団体
へ、補助金の交
付による活動支
援を行う。

●公募補助金の運用
公募補助金は、地域のまちづくりを推進し、市民が行う自由な市
民公益活動や生涯学習活動を支援するための補助金です。交
付期間は最長3年間。補助金の範囲は、補助対象経費の100分
の10から100分の50までの範囲です。

【応募資格】
営利を目的とせず、公益の増進に寄与する任意団体または特
定非営利活動法人で、次の要件のいずれにも該当するものが
対象です。
①5人以上で構成されていること。
②活動拠点が市内にあり、かつ、市内で活動していること。
③政治や宗教を主たる目的としないこと。
④同一の事業・目的で市からほかの補助金を受けていないこ
と。また、市や市教育委員会と共催する事業・活動でないこと。
⑤特定非営利活動法人は税金を滞納していないこと。
⑥前年度（平成27年度）に活動実績があり、収支決算を提出で
きること。

【新規応募申請団
体】
　６団体
【公募補助金交付
件数】
　１３件

交付（13件）
　2,343,420円

交付決定に伴う審査
を、補助金等検討委
員会が行い、提言書
を市へ提出してい
る。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

平成27年度と同様 交付決定に伴う審査
を、補助金等検討委
員会が行い、提言書
を市へ提出。

なし
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

●プチ起業コース
1日で起業の基本が学べるコースというこ
とで、大好評だった。定員20名を大幅に
超える31名の参加があった。リスクが少
なく、ハードルの低いかたちから始めら
れる身近な「プチ起業」を、現在、希望す
る方がとても多いことが判った。

●本格起業コース
本格的な起業に必要な知識や、現在活
躍する実業家らによる経験談やアドバイ
ス、活発なグループワークなどを通して、
「自身のビジネスプランが研ぎ澄まされス
タートに近づくことが出来た」と、参加者
の大多数から好評をいただいた。実際
に、受講生の3名が市内で法人を立ち上
げ事業を行っている。

●起業・創業シンポジウム
参加者へのアンケート結果から、市民の
起業意向度が、シンポジウムの回を重ね
る毎に高まってきている。また、若い世代
の参加が増えてきており、若者の起業へ
の関心度も高くなってきていることから、
起業の風おこし・土壌づくりに効果を発揮
していると考える。県内で、シンポジウム
を行っている自治体は殆ど無い為、毎
回、他市からの参加者も多い。

●ビジネス交流会
定員を超える多くの参加があった。「こう
いう交流の場が以前から欲しかった」「今
後も継続して欲しい」など、参加者からの
声があった。実際に今回の交流会で、ビ
ジネスパートナーを見つけ、海外からの
発注に繋がったという事例もあった。

A．現状どおり推進

なし 好評につき、平成28年度も
「第四回　我孫子市起業・創
業シンポジウム」を、市内の
実業家3名を講師に招いて
開催する。
開催日時：平成28年11月12
日（土）13;30～16:30
開催場所：アビスタホール

162
我孫子市創
業支援事業

報償費
　120,000円
　（30,000円×4名）
普通旅費
　18,000円
消耗品
　18,000円
印刷製本費
　119,000円
創業支援補助金
　3,240,000円
　(40,000円×12か月×3件
＋　50,000円 ×12か月×3
件）
創業支援事業負担金
　222,000円

我孫子市創業支援
事業計画に於いて、
特定創業支援事業
者であるＮＰＯ法人Ａ
ＣＯＢＡと連携して開
催する。また、講師3
名は、市内で起業し
た実業家の方にご登
壇していただく。

我孫子市創業支援
事業計画に於いて、
特定創業支援事業
者であるＮＰＯ法人Ａ
ＣＯＢＡと連携して開
催している。また、講
師3名は、市内で起
業した実業家の方に
ご登壇していただい
た。

企
業
立
地
推
進
課

【シンポジウム参加
者数】
　106人

●『実践創業塾』プチ起業コース
リスクが少なく無理のないかたちからビジネスにチャレ
ンジしたい方を対象とし、起業に必要な基本の知識を1
日で学ぶコース。
【日時】平成28年6月11日（土）09:15～17:00
【場所】アビスタミニホール
【対象者・参加者】起業を目指す方ならどなたでも。
30人
【費用】3,000円

●『実践創業塾』本格起業コース
本格的な創業を目指す、実践的な起業コース。この
コースは我孫子市の特定創業支援事業で、受講後、
市の終了証明書を受領すると下記のメリットが受けら
れる。※証明書は受講終了を証明するものでメリットを
保証するものではない。
・会社設立時の登録免許税軽減
・無担保・第三者保証人なしの創業関連保証（金融機
関の審査有り）
・日本政策金融公庫の新創業融資制度の要件緩和
（金融機関の審査有り）
【日時】平成28年6月26日（日）、7月10日（日）・24日
（日）・8月7日（日）・21日（日）09:15～17:00
【場所】アビスタミニホール※8月7日のみ我孫子南近
隣センターホール（けやきプラザ9階）
【対象者・参加者】起業を目指す方ならどなたでも。30
人
【費用】10,000円

●第四回我孫子市　起業・創業シンポジウム
我孫子市で活躍している企業経営者を講演者として
招き、企業経営における成功話や苦労話、継続の秘
訣等を内容とする講演を通じて、市民の起業への関心
を高めるとともに、既に起業している方や起業を予定
している方の意識啓発やビジネスのブラッシュアップに
繋げることを目的として開催。
【日時】平成28年11月12日（土）13:30～16:30
【場所】アビスタホール
【対象者・参加者】起業に関心のある方ならどなたで
も。市外在住者も可。140名。
【費用】無料

●我孫子市ビジネス交流会
ビジネスには交流の場が不可欠。これから起業を目
指す方、既に起業し事業を行っている方を対象に開
催。ビジネスパートナーとの出会いや、ビジネスのヒン
トを得る機会として開催。
【日時】未定
【場所】アビスタ（予定）
【対象者】起業・創業に興味のある方、事業を営んでい
る方、ビジネスの人脈を広げたい方、市外在住者も
可。
【定員】50名（予定）
【費用】無料

●我孫子市創業支援補助金
市内における新規事業の創出を促進し、産業の活性
化及び振興を図るため、市内の空きテナント等を利用
して事業をスタートする方に対し、賃料の一部を補助
する。
【補助額】事業所等賃借料　【補助対象期間】交付決
定日の属する月の翌月から1年間　　     【補助率】1/2
【補助限度額】市域西側地区　月額4万円（年額48万
円）　　市域東側地区　　月額5万円(年額60万円）

●平成28年度創業塾運営に係る負担協定
特定創業支援事業者であるＮＰＯ法人ＡＣＯＢＡが開
催する実践創業塾の運営において、収支欠損が生じ
た際、欠損額を金222,000円を上限に負担する。

費用弁償
　6,606円
消耗品
　33,574円
印刷製本費
　75,600円
駐車場
　1,000円
旅費
　2,856円
講師報償費
　100,000円
　（30,000円×3人＋10,000
円×1人）

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●『実践創業塾』プチ起業コース
起業のスタイルはさまざま。「プチ起業コース」は、リスクの少な
い形態でビジネスにチャレンジする起業希望者を対象として開
催した。起業に不可欠なポイントが１日で習得できる内容。
【日時】5月16日（土）9:10～17:00
【場所】アビスタ　ミニホール
【対象者・参加者】起業を目指す方ならどなたでも・市外在住者
参加可　　31名参加
【費用】3,000円

●『実践創業塾』本格起業コース
本格的な創業を目指す、実践的な起業コースとして開催。　この
コースは、特定創業支援事業で、「経営」「財務」「人材育成」「販
路開拓」の分野全ての講義を受講すると、市より特定創業支援
事業を終了した証明書が発行され、会社設立時の登録免許税
軽減や※無担保・第三者保証人なしの創業関連保証などのメ
リットが受けられます。※保証を受けるには審査有り。
【日時】5月30日（土）・6月14日（日）・28日（日）7月12日（日）・26
日（日）毎回9:10～17:00
【場所】アビスタ　ミニホール
【対象者・参加者】起業を目指す方ならどなたでも（ただし5日間
のうち4日間出席可能な方）・市外在住者参加可、14名参加
【費用】15,000円

●第3回我孫子市　起業・創業シンポジウム
地元我孫子で起業し成功した起業家を講師に招き、身近なイン
ターネットショッピングモールを使用してビジネスにチャレンジす
る内容で開催
【日時】11月28日（土）
【場所】中央学院大学
【対象者・参加者】起業を目指す方　106名参加
【費用】無料

●我孫子市ビジネス交流会
ビジネスには交流の場が不可欠。これから起業を目指す方、既
に起業し事業を行っている方を対象に開催。ビジネスパートナー
との出会いや、ビジネスのヒントを得る機会として開催した。
【日時】平成28年2月13日（土）13:00～15:00
【場所】アビスタ第二学習室（我孫子市若松26-4）
【対象者】起業・創業に興味のある方、事業を営んでいる方、ビ
ジネスの人脈を広げたい方（市外在住者も可）
【参加者】50名（定員45名）
【費用】無料

市内の起業・創業
件数の増加を図
るため、平成２６
年６月に国から認
定を受けた「我孫
子市創業支援事
業計画」に基づ
き、市内関連機関
と連携しながら、
起業・創業に関す
る相談業務や、シ
ンポジウム、創業
塾の開催等によ
り、起業・創業者
を総合的に支援
する。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

広報あびこ、ホームページ、あ
びこ楽校ニュース、チラシ等に
より情報発信により、生涯学
習に対する関心が高まり、電
話、窓口での学習相談に対応
した。

A．現状どおり推進

学習情報提供担当者が不在
の場合、利用者への対応がで
きない事がある。

なし

市民団体の行事の後援を行う
ことで、市民生活の向上や社
会文化の振興、活動団体への
支援ができた。

A．現状どおり推進

なし なし

共催、後援事業を通じて、文
化団体の活動支援を十分に
行うことができた。また、市が
実施主体となる文化自主事業
を補完する意味でも今後とも
積極的に活動支援していきた
い。

A．現状どおり推進

なし なし

年間団体貸出冊数は、安定的
に推移しており、年間通して多
くの団体に対して貸出サービ
スを行い、子どもたちの読書
活動と市全体の読書環境の向
上につながった。

A．現状どおり推進

なし なし

（再掲）

スポーツ
フェスタ
～スポー
ツを楽し
もう～

嘱託職員報酬他
　１，２６５千円

負担金
　１００千円
消耗品費
　３０千円

図
書
館

168
施設・団体へ
図書等の貸
出サービス

市内団体の自主
活動や学級文庫
活動を支援して、
子どもたちの読書
活動と市全体の
読書環境の向上
を図る。

学級文庫への貸出…市内小中学校１クラスにつき４０冊まで学
期ごとに貸出をした。主に図書館で選定したものを提供した。
各種団体への貸出…家庭文庫・地域文庫・読書会・子ども会な
どの各種団体に対し、２００冊まで２か月の期間で貸出しした。
読書会への十冊文庫の貸出…読書会に県立図書館の十冊文
庫を提供した。１０冊、約４週間。

【年間団体貸出冊数】
　３１，９３６冊
【団体の年間利用数】
　１，６９０回

【年間団体貸出冊
数】
　３１，９３６冊（７７
冊減（－０．２％））
　・前年度比、団体
の年間利用数は９
２回減少（-５．
２％）した。

嘱託職員報酬他
　９１１千円
臨時図書整理員賃金他
　１６千円

学級文庫などで使用
する図書を市民自ら
選定する場合には、
図書館職員が適切
にアドバイスした。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

学級文庫への貸出…市内小中学校１ク
ラスにつき４０冊まで学期ごとに貸出を
する。主に図書館で選定したものを提供
する。
各種団体への貸出…家庭文庫・地域文
庫・読書会・子ども会などの各種団体に
対し、２００冊まで２か月の期間で貸出し
する。
読書会への十冊文庫の貸出…読書会
に県立図書館の十冊文庫を提供する。
１０冊、約４週間。

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
課

167 No.95に同じ

文
化
・
ス

ポ
ー

ツ
課

166
文化芸術団
体活動支援

文化芸術団体の
活動を支援するた
め共催・後援事業
の拡充を行い、我
孫子市の文化芸
術活動の活性化
を図る。

地域の文化活動を支援するため教育委員会は共催、後援事業
を行った。

【２７年度共催事業】４３件
【２７年度後援事業】７３件
【事業参加者数】２０，６７７人

【共催事業数】
　４３件
【後援事業数】
　７３件

負担金
　１００千円
消耗品
　２９千円

共催事業に際しては
企画運営に際し、市
民団体の主導により
実施した。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

地域の文化活動を支援するため教育委
員会は共催、後援事業を行う。

生
涯
学
習
課

165
社会教育団
体活動支援

市民と協働でまち
づくりを進める中
で、市民団体が
行っている事業の
後援行い、社会教
育活動の活性化
を図る。

●市民団体の行う事業について、広報への掲載や名義の使用
許可を出した。
後援数　２７事業

【後援数】
　２７事業

なし なし
A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民団体の講演申請に基づき、後援承
認を行う。

なし

生
涯
学
習
課

（再掲）

視聴覚ラ
イブラ
リーの管
理・運営

164 No.25に同じ

163
市民の学習
活動への支
援

広報あびこ、ホー
ムページ、生涯学
習情報紙を通し
て、各課が実施し
ている生涯学習
関連事業や生涯
学習に携わる人
材や団体の情
報、生涯学習イベ
ント等の情報提供
するとともに、市
民からの学習に
関する問い合わ
せに対応する。ま
た、市民の技術・
経験・知識が活用
できるよう生涯学
習団体グループ
の団体の活動内
容等の情報を市
のホームページ
登録・提供し活用
を図る。

広報あびこ、ホームページ、あびこ楽校ニュースなどを通じて、
各課が実施している生涯学習関連事業や生涯学習に携わる人
材や団体の情報、生涯学習イベント等の情報提供を行った。

なし なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

広報あびこ、ホームページ、あびこ楽校
ニュースなどを通じて、各課が実施して
いる生涯学習関連事業や生涯学習に携
わる人材や団体の情報、生涯学習イベ
ント等の情報提供を行い、学習に関する
問い合わせに対応する。

なし

生
涯
学
習
課

なし

なし

共催事業に際しては
企画運営に際し、市
民団体の主導により
実施する。

学級文庫などで使用
する図書を市民自ら
選定する場合には、
図書館職員がアドバ
イスを行う。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

団体来館者への展示解説、館
内ガイドツアー、市民スタッフ
による展示交流等は来館者に
好評であった。市内の幼稚園
では、園のイベント（夏休み旅
行）の前に博物館学芸員によ
る鳥の話を聞くことが恒例行
事になっているところもあり、
館内の展示解説にとどまらな
い活動の幅を広げている。
また、我孫子市の小中学生の
科学作品展には、夏休み期間
中の自由研究の相談内容を
反映した作品が出展された。
さらに、博物館資料を使った
調査研究活動への協力によ
り、資料の情報が活用され、
一部は学術雑誌への投稿とい
う形でその成果が公表され
た。

A．現状どおり推進

なし なし

昨年とほぼ同様のスタッフ数
を維持しつつ、展示交流を通
じた既存の展示の価値の再発
見を実現できたほか、観察会
等各種イベントのリーダー的
な役割を担ってもらうことがで
きた。
友の会も、鳥絵同好会・鳥凧
同好会・デジカメ同好会・見て
歩こう会・万葉の会の各サー
クル活動を行った。また、日頃
の活動の成果を「第７４回企画
展・友の会展」にて発表した。
このような博物館と一体となっ
た活動を通じて、市民との協
働での博物館運営の要素を強
めることが可能となっている。

A．現状どおり推進

なし なし

なし

鳥
の
博
物
館

170

鳥の博物館
市民スタッフ
の充実・友の
会への支援

市民スタッフが、
環境学習リーダー
や来館者へのガ
イド役として活躍
するように支援す
る。また、友の会
の行う友の会展
や鳥類に関する
あらゆる生涯学習
の活動について
支援を行う。

●市民スタッフ
　　てがたんの開催・・・毎月第2土曜日実施（一週間前に下見）
　　あびこ自然観察隊の開催・・・年４回実施（７月、１０月、２月、
３月）
　　室内イベントのお手伝い・・・５月、７月、８月、１２月
　　展示交流スタッフの活動・・・土・日曜日を中心に活動した（通
年）
　以上のイベント実施にあたって、計画の段階から参加してもら
い、また、実施するにあたって、研修および下見、打合せを通じ
た活動支援を行い、進行役や案内役など、環境学習にリーダー
的な役割の一端を担ってもらった。
●友の会（Ｈ２７年度入会者２５６人・家族会員含む）
　　友の会活動への支援と共催事業の実施
　　館内のスペースの一部を友の会の活動に利用できるように
して、友の会の規約に沿った自主的な活動の場として利用でき
るようにした。また、友の会展や鳥凧教室などの事業を博物館と
の共催で行い、博物館活動への参加意識を高めることができる
ようにした。

【友の会・市民ス
タッフ登録者数】
　２９１人（平成２７
年度末）

なし 市民スタッフ（Ｈ２７
年度登録者３６人）と
協働で活動を実施し
た。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

市民スタッフ（Ｈ２８登録者２８名）で、昨
年同様の活動を行う。
友の会に対しては、例年通り各サークル
活動の場の提供や情報提供による支援
を行う。（今年度は空調工事で約３ヶ月
休館するので、友の会展は中止）

169
鳥に関する学
習への支援

鳥に関する正しい
情報を提供をする
ため、常設展示
室、企画展示室に
て鳥に関する解
説を学芸員や市
民スタッフ展示交
流員が行う。多目
的ホールのバード
ボックスの使い方
などもレクチャー
するとともに、鳥
に関する質問を電
話、手紙、館内な
どで随時受け付
け、博物館資料を
使った大学院生な
どの研究への協
力も行う。

●団体来館者への展示解説
展示解説を希望する予約団体に対して、展示解説を行った（通
年）。５３団体を案内した。

●ガイドツアー
土・日曜日を中心に、30分程度の館内ガイドツアーやスポットガ
イドを実施した（通年）。５９回実施した。

●展示交流スタッフの活動
土・日曜日を中心に、展示室において展示交流スタッフによる館
内の展示交流や解説を行った（通年）。開館日にはほぼ毎日展
示交流スタッフが常駐した。

●鳥に関する質問対応
鳥に関する質問を電話、手紙、館内などで随時受け付けた（通
年）。年間８２４件の質問に対応した。

●調査研究への協力
博物館資料を使った調査研究への協力を行った（通年）。８件の
依頼がありこれに協力した。

●夏休み自由研究相談（夏休み期間中）
夏休みの小中学生の自由研究の相談を受け付け対応した。そ
の結果、３２人（うち市内からは２１人）の相談があった。

【団体来館者・ガイ
ドツアーの解説件
数・人数】
　１０５件、１，６４１
人

市民スタッフ報償費
　２２７千円

公募の市民スタッフ
が展示交流スタッフ
として展示の解説や
館内の案内を行っ
た。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

今年度も引き続き展示解説、ガイドツ
アー、展示交流を行う。
夏休みの自由研究に関しては、昨年度
の鳥に関する研究の優秀作品の展示に
加え、今年度も学芸員による相談受け
付けも行っていく。
また、博物館資料の活用では、他施設
（博物館）への貸出、および調査研究へ
の協力も行う。

市民スタッフ報償費
 ２３０千円

鳥
の
博
物
館

公募の市民スタッフ
が展示交流スタッフ
として展示の解説や
館内の案内を行う。

市民スタッフと協働
で活動を実施する。

61



成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

③多様な学びの活動をつなぐネットワークの構築 ③多様な学びの活動をつなぐネットワークの構築
●国際交流スピーチ大会
国際交流に関するテーマで、
母国語以外の言語で発表して
もらう機会を提供することによ
り、市民の国際化対応能力を
高めるきっかけとすることがで
きた。また、戦後70年・我孫子
市平和都市宣言30年平和事
業の一環として、被爆2世写真
家の宮角氏の写真展と講演を
同時開催したことにより、例年
のスピーチ大会よりも来場者
が増えた。

●あびこ国際交流まつり
外国人と日本人が異文化に触
れる機会を提供し、相互理解
を深めるきっかけとすることが
できた。

B．改善・見直しを行う

●国際交流スピーチ大会への
出場者数
開催日程が、中学校や高校の
行事や大会等の日程と重なる
ことが多く、中学生や高校生
の出場者がなかなか増えない
ことが、課題として挙げられ
る。また、開催日程を後ろ倒し
にするとしても、市民団体の文
化祭等と重なってしまうため、
現在の日程から変更すること
が難しい。

本事業は、我孫子市交流協
会が実施する事業のうち、
市の施策の実現に貢献度
の高い事業を補助対象とし
て、施策的補助金を交付し
ているが、今後は、市が引き
続き支援していくべきもの
と、民間が独自に実施した
方が効果的なものを整理し
ていく。

消費者が悪質詐欺などの消
費者被害に遭わないための情
報提供をパンフレットの配布
や掲示物で発信していきつ
つ、この生活展では、各市民
団体によるパネル展示や実演
などにより、日々の暮らしを見
つめ直し安全・安心で豊かな
生活を送れるよう各市民団体
が情報を発信する機会や団体
同志の情報交換の場の提供
ができた。

A．現状どおり推進

なし なし

市民団体や事業者と連携をは
かり、楽しみながら手賀沼に
触れ合える機会を提供し、手
賀沼の浄化啓発がはかれた。

A．現状どおり推進

なし なし

（再掲）
健康フェ
ア

８７０，０００円
【内訳】
会議費
　１，０００円
消耗品
　７８，５００円
交通費
　５００円
食料費
　６０，０００円
展示経費
　３４０，０００円
印刷製本費
　３８０，０００円
予備費
　１０，０００円

健
康
づ
く
り
支
援

課174 No.30に同じ

商
業
観
光
課

173
エンジョイ手
賀沼

市民団体・事業
者・行政で実行委
員会を組織し、手
賀沼の浄化・再生
を広く市民に呼び
かけるイベントを
開催する。

Enjoy手賀沼！２０１５～行ってみよう　手賀沼ウォッチ～
【日　程】５月１０日（日）９：００～１５：３０
【場　所】手賀沼親水広場
【参加者】１５，０００人
【内　容】稚魚放流やカヌー・ヨットの体験乗船会等を通し、楽し
みながら一人ひとりが手賀沼とのかかわりを考える。

【来場者】
　１５，０００人

負担金
　２５０，０００円

あびこガイドクラブや
手賀沼水生生物研
究会、ふれあい手賀
沼の会など多くの市
民団体が集まり実行
委員会を構成し、協
働で事業を行なっ
た。
※実行委員会は13
団体で構成。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

Enjoy手賀沼！２０１６～安心して下さ
い、遊べますよ～
【日　時】５月８日
【場　所】手賀沼親水広場
【対象者】どなたでも

負担金
　２５０，０００円

手
賀
沼
課

172
消費生活展
の実施

我孫子市消費者
の会、あびこ型
「地産地消」推進
協議会、NPOせっ
けんの街などと
いった消費団体
が、消費生活展
のメインテーマに
沿った内容につい
てパネル展示や
企画を行う。

●消費生活展
【日程】平成28年2月6日、7日
【時間】１０：３０～１６：３０
【開催場所】市民プラザ
【参加団体】我孫子市消費者の会、くらしを良くする会、NPO法
人手賀沼トラスト、あびこ型「地産地消」推進協議会、生活協同
組合我孫子生活センター、NPOせっけんの街、エコライフあび
こ、我孫子市石けん利用推進協議会
【来場者数】６８５名
【対象者】我孫子市内在住者４３６名、その他９８名、　男性１８３
名、女性３１３名
年代別、６０歳代以上５２％、４０,５０歳代１７％、２０,３０歳代１
３％、２０歳未満１４％

【参加団体】
　８団体
　（我孫子市消費者
の会、くらしを良く
する会、NPO法人
手賀沼トラスト、あ
びこ型「地産地消」
推進協議会、生活
協同組合我孫子生
活センター、NPO
せっけんの街、エコ
ライフあびこ、我孫
子市石けん利用推
進協議会）

８７０，０００円

【内訳】
消耗品費
　１１４，２２５円
交通費
　５００円
食料費
　４１，５１１円
展示経費
　３１１，０４０円
印刷製本費
　３３４，８００円
予備費
　４，３２０円
返納金
　６３，６０４円

●消費生活展
【参加団体】我孫子
市消費者の会、くら
しを良くする会、NPO
法人手賀沼トラスト、
あびこ型「地産地消」
推進協議会、生活協
同組合我孫子生活
センター、NPOせっ
けんの街、エコライフ
あびこ、我孫子市石
けん利用推進協議
会

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

第４１回消費生活展
【日程】平成２９年２月４日、５日
【場所】市民プラザ
【参加団体】８つの市民団体の参加で開
催予定

171

我孫子市国
際交流協会
（ＡＩＲＡ）との
連携

国際交流の場を
提供し地域の国
際化を推進するた
め、我孫子市国
際交流協会（ＡＩＲ
Ａ）と共催であびこ
国際交流まつりと
国際交流スピーチ
大会を開催する。

●第１７回国際交流スピーチ大会（市制45周年・戦後70年・我孫
子市平和都市宣言30年記念平和事業）
【テーマ】戦後７０年の節目の年にあたることから、平和に関する
内容を含んだ国際交流
【日程】９月２７日（日）
【場所】市民プラザ
【内容】
・スピーチ大会と合わせて被爆２世写真家・宮角孝雄さんの写真
展を実施
・スピーチ大会当日の審査の時間帯に、宮角さんの講演会を実
施。
【参加者】
≪スピーチ大会≫英語の部５人（日本人）、日本語の部６人（外
国人）６人が参加
≪来場者≫約１２０人

●第２４回あびこ国際交流まつり　（市制45周年記念事業）
【テーマ】小さな交流　大きな理解
【日程】１１月２９日（日）
【場所】市民プラザ

【内容】お茶席、外国人の着付け体験、子どものダンス、コカリナ
演奏、ベリーダンス、ルーマニア舞踊、日本語と英語による紙芝
居、日本語講座生と外国語講座生による催し、AIRAショップ、各
国ブースなど
【参加者】４９６人

【催しへの来場者
数】
≪スピーチ大会≫
　約１２０人
≪国際交流まつり
≫
　４９６人

補助金額
　526,000円
（全１１事業の対象経費
2,804,069円×1/2　＞
526,000円）
・国際交流協会活動補助金
の対象事業（全１１件）とし
ている。

我孫子市国際交流
協会（AIRA）との共
催事業として実施。
どちらの催しも、
AIRAが中心となっ
て、実行委員会を開
催し、企画から運営
まで行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●第１８回国際交流スピーチ大会
【日程】９月２５日（日）
【場所】市民プラザ

●第２５回国際交流まつり
【日程】１１月２７日（日）
【場所】市民プラザ
【内容】AIRA設立２５周年記念式典を合
わせて実施

補助金額
　526,000円
・国際交流協会活動補助
金の対象事業（全１１事業）
として、換算する。全１１事
業への補助金額は、27年
度と同様に526,000円を予
定している。

企
画
課

国際交流スピーチ大
会、国際交流まつり
のどちらもも、我孫
子市国際交流協会
会員の市民を中心
に、実行委員会が組
織され、催しの企画・
運営を行っている。

●消費生活展
【参加団体】我孫子
市消費者の会、くら
しを良くする会、NPO
法人手賀沼トラスト、
あびこ型「地産地消」
推進協議会、生活協
同組合我孫子生活
センター、NPOせっ
けんの街、エコライフ
あびこ、我孫子市石
けん利用推進協議
会

あびこガイドクラブや
手賀沼水生生物研
究会、ふれあい手賀
沼の会など多くの市
民団体が集まり実行
委員会を構成し、協
働で事業を行なっ
た。
※実行委員会は13
団体で構成。
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

●青少年綱引き大会
　普段、運動の苦手な子にも
活躍する事が出来る場を与え
られた。子ども同士がそれぞ
れの目標に向かって協力し会
い、努力する大切さを学ぶ機
会となった。青少年相談員が
朝、学校に出向いて綱引きの
練習に参加するなど、学校と
の連携を図り実施できた。

A．現状どおり推進

●青少年キャンプ
　気温が高いことへの児童の
熱中症対策が重要課題であ
る。また、昼夜を問わず天候
急変への対応も必要であり、
青少年相談員は企画から当
日まで、安全に事業を行うた
め何度も打合せを行った。

なし

どちらのイベントも前年度より
来場者が増え（ママへのごほ
うびフェスタ２６年度３，８９５人
が２７年度７，７３１人、子育て
フェスタ２６年度５，２９２人が２
７年度７，００５人）、浸透して
きていることがわかる。
参加者から「楽しかった」という
声が多く聞かれることから、本
イベントに参加することでリフ
レッシュの時間となっている。
会場使用などイトーヨーカドー
と連携をはかり実施することが
できた。

A．現状どおり推進

なし なし

各学校において、保護者や地
域住民、有識者、公募の市民
等からの意見を学校経営にい
かすことができた。

A．現状どおり推進

なし なし

（再掲）

ジャパン
バード
フェス
ティバル
の開催

報償費
　200,000円

共催負担金
　160千円
消耗品
　770千円
補助金
　1,106千円
旅費
　11千円
使用料
　36千円
パトロール委託費
　260千円

保
育
課

179
学校評議員
設置事業

小中学校に学校
評議員を置き、保
護者や地域住民
等と連携しなが
ら、地域に開かれ
た学校づくりを推
進する。

【開催場所】
市内全小中学校　１９校
【日程】
第１学期（４～７月）に２回、第２学期（９～１２月）に１回、第３学
期（１～３月）に１回、年間４回実施
【内容】学校に関する意見やアドバイス
【対象】
評議員は、保護者、地域住民、有識者、公募の市民、校長が必
要と認める者
市教育委員会委嘱の各小中学校評議員数による（５～８人）
他に校長・教頭・教務主任等が参加

【学校評議員設置
学校数】
　市内全小中学校
１９校

報償費
　484,000円
　（1,000円×４回×1２１人）

評議員は、保護者、
地域住民、有識者、
公募の市民、校長が
必要と認める者
市教育委員会委嘱
の各小中学校評議
員数による（５～８
人）
他に校長・教頭・教
務主任等が参加

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【開催場所】
市内全小中学校　１９校
【日程】
第１学期（４～７月）に２回、第２学期（９
～１２月）に１回、第３学期（１～３月）に１
回、年間４回実施
【対象】
評議員は、保護者、地域住民、有識者、
公募の市民、校長が必要と認める者
市教育委員会委嘱の各小中学校評議
員数による（５～８人）
他に校長・教頭・教務主任等が参加予
定

報償費
　472,000円
　（1,000円×４回×118人）

学
校
教
育
課

178
子育てフェス
タ

我孫子で子育て
を楽しめる場所や
子育て支援活動
を紹介するなど、
「子育て」をキー
ワードに家族で子
どもの成長を感じ
られるとともに、祖
父母を含めた多
世代をつなげるイ
ベントを開催す
る。

●ママへのごほうびフェスタ
【場所】アビイクオーレ全館（イトーヨーカドー我孫子南口店）
【日程】９月５日（土）
【内容】ホールイベントや体験ブース、ステージショーなど。
【来場者数】延べ７，７３１人（大人４，２２１人　子ども３，５１０人）

●あびこで子育てフェスタ
【場所】あびこショッピングプラザ全館（イトーヨーカドー我孫子
店）
【日程】３月２６日（土）
【内容】体験ブース、ステージショーなど。
【来場者数】延べ７，００５人（大人３，７６１人　子ども３，２４４人）

【イベントの参加
者】
●ママへのごほう
びフェスタ
　７，７３１人
●子育てフェスタ
　７，００５人

●ママへのごほうびフェス
タ
　出演者報償費
　　66,560円
●子育てフェスタ
　出演者報償費
　　62,000円

●ママへのごほうび
フェスタ
【共催】株式会社イ
トーヨーカドー、我孫
子市役所保育課
【協力】石橋生絲株
式会社

●あびこで子育て
フェスタ
【共催】株式会社イ
トーヨーカドー、あび
こショッピングプラ
ザ、我孫子市役所保
育課

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●ママへのごほうびフェスタ
【場所】アビイクオーレ全館（イトーヨーカ
ドー我孫子南口店）
【日程】９月３日（土）
【参加者人数】延べ７，９２５人
【内容】ホールイベントや体験ブース、ス
テージショーなど。

●あびこで子育てフェスタ
【場所】あびこショッピングプラザ全館（イ
トーヨーカドー我孫子店）
【日程】未定
【内容】体験ブース、ステージショーな
ど。

●ママへのごほうび
フェスタ
【共催】株式会社イ
トーヨーカドー、我孫
子市役所保育課
【協力】石橋生絲株
式会社

●あびこで子育て
フェスタ
【共催】株式会社イ
トーヨーカドー、あび
こショッピングプラ
ザ、我孫子市役所保
育課

評議員は、保護者、
地域住民、有識者、
公募の市民、校長が
必要と認める者
市教育委員会委嘱
の各小中学校評議
員数による（５～８
人）
他に校長・教頭・教
務主任等が参加

子
ど
も
支
援
課

177 No.41に同じ

子
ど
も
支
援

課（再掲）

子どもの
居場所
づくり事
業(あ
びっ子ク
ラブ）

176
青少年相談
員事業

青少年相談員連
絡協議会と共催
で、小中学生を対
象に、夏季のキャ
ンプやナイト
ウォークなどの事
業を行い、冬季に
は、小学生の高
学年を対象に綱
引き大会を行うな
ど、子どもの自主
性、協調性を育む
場を提供する。

●青少年キャンプ
【日程】７月１８日（土）から１９日（日）
【開催場所】ふれあいキャンプ場
【対象】市内小学校４年生から６年生
【当日参加数】４６人

●青少年綱引き大会
【日程】１１月２８日（土）
【開催場所】我孫子市民体育館
【当日参加数）８７７人

【年3回パトロール
実施割合】
　１００％

青少年相談員退会記念費
　17千円
共催負担金
　100千円
消耗品
　260千円
補助金
　1,106千円
旅費
　1千円
パトロール委託費
　260千円

千葉県知事と我孫子
市が委嘱している青
少年相談員連絡協
議会とイベントに際
し、何度も実行委員
会を経て、安全に楽
しくイベントを行える
よう携わった。
≪我孫子市青少年
相談員連絡協議会
≫

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●青少年キャンプ
【日程】７月３０日（土）から３１日（日）
【場所】ふれあいキャンプ場
【対象】市内小学校４年生から６年生

●青少年綱引き大会
【日程】１１月２６日（土）
【場所】我孫子市民体育館

175 No.45に同じ

手
賀
沼
課
・
商
業
観
光
課
・
鳥
の
博

物
館

千葉県知事と我孫子
市が委嘱している青
少年相談員連絡協
議会とイベントに際
し、何度も実行委員
会を経て、安全に楽
しくイベントを行える
よ企画する。
≪我孫子市青少年
相談員連絡協議会
≫
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

学生ボランティアが学習支援
をすることは一定の成果が
あった。

B．改善・見直しを行う

学校のニーズの変化に対応す
るために大学との打合せ時期
や回数に課題があった。

学校のニーズの変化に対応
できるよう大学との打合せ
時期や回数などを協議し、
その内容に従い、大学との
協定に係る覚書を改正して
いく。

職場体験学習等を通し，児
童・生徒がより適切な職業観
や勤労観をもつことができた。
実践発表や事業所との意見交
換を通して，よりよいキャリア
教育や職場体験学習について
考えを深めることができた。

A．現状どおり推進

体験学習等での経験を、勤労
観や職業観につなげる指導の
あり方にさらに工夫が必要で
ある。
事業所の開拓や連絡業務に、
教職員の負担が大きい。

事業所の開拓や連絡業務
については、学校支援地域
ボランティアを活用していく。

なし なし

なし なし

（再掲）

市外図
書館・大
学・関係
機関との
連携協
力

なし

図
書
館

183 No.126に同じ

指
導
課

182
生涯学習審
議会の運営

生涯学習を総合
的に推進するた
めの組織として審
議会を運営し、生
涯学習に関する
計画や施策、事
業などについて意
見を聴いていく。

なし なし なし なし

C
．
わ
か
ら
な
い
・
未
実
施

あびこ楽校協議会と社会教育委員を統
合し、生涯学習審議会を起ち上げ、生涯
学習に関する計画や施策、事業などに
ついて意見を聴き、生涯学習を総合的
に推進する。

●生涯学習審議会会議
【日程】
第1回　７月１日
第2回　11月９日
第3回　３月

●生涯学習審議会会議
委員報酬
　２４５，０００円
　（３，５００円×３回×１４
人） 生

涯
学
習
課

180

大学との協定
による学校支
援学生ボラン
ティア事業

大学と協定を締結
することで、小中
学校における学
習補助として、教
員等を目指す学
生ボランティアを
活用する。

【日程】通年
【場所】市内各小中学校
【内容】学習支援、部活動指導補助
【対象】小中学校の児童生徒
【派遣状況】９校３７４人
【大学別実働人数】
≪川村学園女子大学≫１２９人
≪中央学院大学≫０人

なし なし なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

【日程】通年
【場所】市内各小中学校
【内容】学習支援、部活動指導補助
【対象】小中学校の児童生徒

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

指
導
課

キャリア教育
の推進（小中
学生の職場
体験学習事
業）

保険料
　168320円
通信費
　24880円保険料

なし

●キャリア教育
全小中学校においてキャリア教育を実
践する。
●職場体験学習
市内の小学校６年生を対象に半日、中
学校１または２年生を対象に１～３日
間、協力事業所等を中心に職場体験学
習を実施する。
【日程】６月１６日～１月１８日
【参加者】実施予定人数　１，２１１人（小
学校６年生７６人・中学校１年生３２２人・
２年生８１３人）
●キャリア教育担当者会議
各小中学校のキャリア教育担当教諭と
指導課担当による担当者会議を年２回
実施する。

●キャリア教育
・全小中学校においてキャリア教育を実践した。
・小中一貫教育の共通カリキュラムとして、９カ年のモデルカリ
キュラムの検証授業を実施した。
●職場体験学習
市内の小学校６年生を対象に半日、中学校１または２年生を対
象に1～３日間、協力事業所等を中心に職場体験学習を実施し
た。
【日程】６月１７日～１月１４日
【参加者】実施人数　１，１１６人（小学校６年生７２人・中学校１
年生３０４人・２年生７４０人）
●キャリア教育担当者会議
各小中学校のキャリア教育担当教諭と指導課担当による担当
者会議を年２回実施した。

子ども達が地元
の協力事業所に
おいて、大人達と
共に働く経験をす
ることによって、働
くことの大切さや
意義を感じとり、
希望を持って将来
を考えたり、我孫
子の良さを感じた
りできるよう、地域
社会・家庭・学校
が連携し合って職
場体験学習を実
施する。

職場体験学習にお
いて、市内外の事業
所（商店、工場、消
防署、保育園、学
校、病院、美容院
等）

職場体験学習にお
いて、市内外の事業
所（商店、工場、消
防署、保育園、学
校、病院、美容院
等）と協力する。

なし

181

保険料
　177000円

小中一貫教育にお
けるキャリア教育
のカリキュラムに即
して、自校のキャリ
ア教育全体計画の
中に職場体験学習
等の体験学習を位
置づけた学校数。
19校

【協力職場数】
　381箇所
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成果 今後の進め方

課題
改善・見直し内容および

廃止理由、代替事業の有無

担
当
課予算具体的内容

評
価

市民・事業者との協働経費指標と実績

平成28年度実施内容

市民・事業者との協働

平成27年度実施内容

N
O

個別事業 趣旨・目的
具体的内容

キャリア教育は、将来の職業
選択において若者が仕事とは
どのようなものであるかを体験
できる貴重な機会であり、公
共施設として積極的に支援し
た。

A．現状どおり推進

施設見学は学校等の都合で
申し込みが少ないことがある。
キャリア教育は、子どもの将
来の進路や職業選択の目安と
なるため支援する必要があ
る。

なし

市民が聞く機会の少ない鳥類
研究者の最新の鳥類研究の
お話を聞く機会を提供すること
ができた。

A．現状どおり推進

なし なし

講師報償費（鳥学講座）
 ３０千円

鳥
の
博
物
館

185
山階鳥類研
究所との連
携・交流

テーマトークという
形式で、山階鳥類
研究所研究員に
よる最新の研究
成果や知られざる
鳥の生態などに
ついて、研究者の
視点でやさしく紹
介する。また、
ジャパンバード
フェスティバル期
間中に「鳥学講
座」を山階鳥類研
究所と共同で開
催し、最前線で活
動する研究者に
研究内容を一般
向けにわかりやす
く紹介してもらう。

鳥学講座をはじめ、山階鳥類研究所研究員による最新の研究
成果をやさしく紹介するテーマトークを実施した。
●テーマトーク（９月と１１月を除いた毎月第２土曜日の１３：３０
～１４：１５）
【日程・内容・参加者】
≪第 １回≫ 　４月１１日（土）「飛べないクイナ類の保全」　２２人
≪第 ２回≫　 ５月 ９日（土）「バンディングってなあに？」　２５人
≪第 ３回≫　 ６月１３日（土）「バードウォッチング入門～入門済
みの人はちょっと復習～」　５４人
≪第 ４回≫　 ７月１１日（土）「アホウドリの復活から学ぶこと」
４９人
≪第 ５回≫　 ８月 ８日（土）「小笠原へのアホウドリ再導入作戦
のこれまでの成果」　４３人
≪第 ６回≫　１０月１０日（土）「ウグイスの亜種の謎についてＤ
ＮＡで調べたら？」　２６人
≪第 ７回≫　１２月１２日（土）「鳥類学とバイオミメティクス～鳥
をまねしたものづくり～」　３４人
≪第 ８回≫　 １月 ９日（土）「なかなか行けない海鳥繁殖地って
どんなところ？」　３０人
≪第 ９回≫　 ２月１３日（土）「鳥に乗ってちゃっかり移動？－マ
ダ二の大旅行ー」　２２人
≪第１０回≫　 ３月１２日（土）「ジオロケータで判明したブッポウ
ソウの越冬地」　３６人

●鳥学講座スペシャル「研究最前線～今どうなっている？鳥と
恐竜～」
【講師】真鍋真さん
【聞き手】林良博さん
【日程】１０月３１日（土）１３：３０～１５：３０
【参加者】１６６人

【共催した講座等の
数】
　１１回

講師報償費（鳥学講座）
　３０千円

【テーマトーク】
山階鳥類研究所研
究員による研究成果
の紹介を行った。

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

●テーマトーク（９月と１１月を除いた毎
月第２土曜日の１３：３０～１４：１５）
　（今年度は１１～１月が休館のため、１
月のテーマトークも無し）
【日程・内容】
≪第１回≫　４月９日（土）「オス？メス？
見た目でわかる？雄化する鳥の謎」
≪第２回≫　５月１４日（土）「シギ・チドリ
の渡りを追って」
≪第３回≫　６月１１日（土）「オオミズナ
ギドリの待ち時間-ノネコが増えた海洋
島の今－」
≪第４回≫　７月９日（土）　鳥にまつわ
る法律のハナシ
≪第５回≫　８月１３日（土）　ミソサザ
イってどんな鳥？こんな鳥
≪第６回≫　１０月８日（土）　明治期の
標本が語るもの－絶滅鳥カロライナイン
コ－
≪第７回≫　２月１１日（土）　　〃
≪第８回≫　３月１１日（土）　　〃

●鳥学講座ｉｎＪＢＦ
【日程・内容】
　１１月５日（土）「コアジサシ保全活動の
現場から」
【講師】
　北村亘さん

184
図書館実習
生受入・施設
見学

中学生のキャリア
教育を受け入れ
ることにより、今後
の進路や職業選
択の際の目安や
目標になるように
支援する。図書館
現場で実務の研
修を行うことによ
り、司書課程受講
者を支援する。施
設見学を受け入
れ、生涯学習施
設である図書館を
PRする。

【実習生受入人数及び施設見学者数】
９１４人
（内訳）
≪小中学校キャリア教育受入れ≫　23人
≪ＪＯＹボラ受入れ≫　7人
≪インターンシップ参加者受入れ≫5人
≪社会奉仕体験活動≫８月　1人
≪司書課程実習≫　1人
≪施設見学・町探検等受入れ≫８７７人

【アビスタ探検隊参
加者・図書館見学
参加者・実習生受
入人数の合計】
　９１４人
　（４０１人減（－３
０．５％））

嘱託職員報酬他
　１８２千円

なし

A
．
成
果
・
効
果
が
あ

っ
た

≪小中学校キャリア教育受入れ≫随時
≪ＪＯＹボラ受入れ≫随時
≪インターンシップ参加者受入れ≫随時
≪社会奉仕体験活動≫７月、８月
≪司書課程実習≫随時
≪施設見学・町探検等受入れ≫随時

嘱託職員報酬他
　２８１千円

図
書
館

なし

【テーマトーク】
山階鳥類研究所研
究員による研究成果
の紹介を行う。
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